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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　──蒼あおかった。

　──同時に、紅あかかった。




　遠い日の出来事が、脳のう裏りには刻み込まれている。

　それはたとえば、鼻び孔こうを燻いぶした熱い煙けむりであったり、肌はだをちりちりと刺し激げきする火傷やけどであったり、ろくに立ち上がることすらできない鉛なまりのごとき疲ひ労ろうであったりした。

　そして、

「あれれハセ公、大だい丈じよう夫ぶか？」

　いつもと変わらない笑え顔がおで、彼はすっくと佇たたずんでいた。

　背景は、異様なまでに清すが々すがしい青空。その蒼あおにふさわしい爽さわやかな表情で、彼は自分たちが脱出したばかりの建物を見つめていた。

　建物だったモノを、見上げていた。

「燃えたよなあ」

　こめかみに指をあてて、実にのんびりと口にする。

　その鼻び梁りようにも淡あわく煤すすがついている。彼にしても、出くわした事件から無傷で逃のがれたわけではない。いいや、ことここに至るまで、何度となく死にかけたはずであった。

「…………ン……」

　名を、呼ぶ。

　発音が、うまくいかない。吸い込んだ空気の熱のためか、気道の入り口にも軽度の火傷か火ぶくれができているらしかった。

　つっかえながら、もどかしく呼びかけようとする自分に、彼は振ふり向かない。

「…………ン……！」

　声は、届かない。

　だけど、その顔から目を離はなせなかった。

　ずっと待ちわびたプレゼントを見るような、憧あこがれてきたテレビのヒーローに本当に出会えたかのような、そんな顔をしていた。

　ほう、とため息でもつくみたいに、

「──綺き麗れいだなあ」

　そう、言ったのだ。

　蒼く蒼く、清らかな青空を。

　紅く紅く、燃え続ける建物デパートを。

　何人も何人も死んでいった──自分たちがやっと抜ぬけ出したばかりの、その地じ獄ごくを。

　どうしようもなく露あらわになったコントラストを、この世で最も美しいもののように見つめていた。

（…………っ！）

　その顔が我が慢まんできなくて、叫さけんだのだ。

「ジン……！」

　はたして、今度は届いたかどうか。

　直後の記き憶おくはひどく曖あい昧まいで、分からない。

　ただ、喉のどからこみあがった血の味と、蒼そう紅こうの色だけは覚えている。

　空の蒼あおと、炎ほのおの紅あか。




　後にして思えばそれは──忘れられるはずもない、決別の色だった。
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　──その夜。


　　　かつての黄こう坂さか市動物園には、いくつもの異常事態が勃ぼつ発ぱつしていた。






　すでに廃はい墟きよとなっていた敷しき地ちは、ほぼ更さら地ちと化している。

　この一角で現代の戦場もかくやという熾し烈れつな争いが繰くり広げられたことを、誰だれが想像できるだろう。文字通りヒトガタの竜りゆうとも紛まごう規格外たちが、それぞれ秘術の限りを尽つくしてぶつかり合ったのだ。

　その中ちゆう核かくたる少女こそ、斉せい天てん大たい聖せい。

　伝説の名を背負い、その伝説にも勝まさる破は壊かいをもって、この廃墟を蹂じゆう躙りんしたのである。

　今は、それも止やんでいた。

　誰もが、石像のごとく硬こう直ちよくしていた。

　棒立ちになったまま、思考さえも奪うばわれたかのようだった。

　たったひとりを除いて。

「ん、んー!?　なんか、みんなノリが悪くないかな!?　それとも、ひょっとして俺だけ空気読んでない!?」

　ひどくハイテンションに、きょろきょろと周囲を見回す若者。

　およそ十七、八と思われる年とし頃ごろ。真しん紅くにたなびいた髪かみ。その名の通り、色素の薄うすい灰色の瞳ひとみで──夏には似つかわしからざるコートを羽織った若者に、誰もが耳じ目もくを奪われていたのだ。

　灰はい岡おかジン。

　彼のたった一言が、すべての状じよう況きようを覆くつがえしていた。




　──『実はさ。本当は、俺が白はく翁おうになるはずだったんだ！』




　ひどく、軽い言葉だった。

　その凄すさまじい内容と反して、まるで「今日の夕食はパスタにするはずだったんだ」というぐらいの、軽けい薄はくな口調。

　あまりにも相反しすぎて、その乖かい離りを誰もが埋うめきれないでいる。

「おいおい、ウー。なんか俺、まずいことしたっけか!?」

　すると、若者の腕うでの中で、きっと視線があがったのだ。

「……ジンが悪いことなんか、何もない」

「おお、さすが我が良妻！」

　すっぽりと収まった少女──斉天大聖たるウーを、若者はこれ見よがしに抱だきしめる。

　そう。

　彼は、こうも言ったのだ。




　──『そんでさ。こいつは……俺の嫁よめなんだよ』




　当たり前のように少女の顔へ触ふれ、その白い頰ほおをべろりと舐なめ上げた。少女が恍こう惚こつと目を細め、かすかに喉を持ち上げて、甘い呻うめきをあげたことも事態の異常性に拍はく車しやをかけたものである。

「…………」

　馳はせ郎ろうは、その若者をずっと見つめていた。

　ぽつり、と冷たいものが少年の額にあたる。

　すぐにそれは、ぽつぽつと音を早めて、元動物園の敷地を覆おおっていった。先から降り始めていた雨が、その勢いを増し始めたのだ。

「嫁……だって」

　茫ぼう然ぜんと、呟つぶやく。

「なんだよ、それは！　ジン！」

「ありゃまあ。せっかく綺麗どころがそろってるのに、こんな天気じゃ台無しだよなあ」

　少年の声を無視して、赤毛の若者が夜空を見上げた。

「ジン！」

「はは、そう焦あせるなよ！　しばらくぶりの親友との再会だろう!?　ゆっくりと互たがいの齟そ齬ごを埋め合って語り尽くすのが醍だい醐ご味みじゃないか!?」

「ま、待ってよ！」

　と、これは別の場所からも声があがった。

「あんたらだけで話を進めないでよ！　親友だとか嫁だとかどういうこと！」

　蓮リヤ花ンフアである。

　先の戦いでナタと馳郎を支し援えんしていた少女鬼き仙せんは、その至宝たる彗すい星せい錘すいを打ち砕くだかれており、核かくとなる黒玉のイヤリングだけを握にぎっていた。

「……私にも訊きかせてくれ」

　ナタも、短く言う。

　白い帽ぼう子しの少女もまた、油断なくウーを見み据すえていた。

　こちらはわずか数分前まで、かの斉天大聖を追い詰つめていたのだ。ナタの不死属性──あらゆる鬼仙を人間へと戻もどすその『力』は、若者の邪じや魔まさえなければ確実にウーをとらえていたはずだった。

　しかし。

　今のナタは、ざわざわと噴ふき上がる感覚に、その小さな胸を搔かき乱されていた。

　まるで、大切な何もかもを台無しにされるような、そんな予感と悪お寒かんが彼女を離してくれなかったのだ。

「…………」

　馳郎が、喉を詰まらせる。

　その舌が何事かを紡つむぎかけて、唇くちびるから出ることなく立ち消えた。

「ああ、俺さ。ハセ公のいた孤こ児じ院いんの、すぐ近くに住んでたんだ！」

　若者が、肩かたをすくめる。

「ジン」

「ん!?　別にいいだろ？　隠かくすことなんてなーんもないはずだぜ？」

　大げさに両手を広げて、コートの若者は高らかに笑う。

　その笑え顔がおからも邪じや気きは窺うかがえない。こんな状況下でなければ、言葉通り、ひさしぶりに出会った親友に見えるぐらいだった。

「ハセ公はいっつもとろくてさ！　裏山とかボロ屋や敷しきとか探検してると、たいてい最初のあたりで取り残されてるのな！　俺が退たい屈くつでピンポンダッシュして、代わりに怒おこられてたりな」

　嬉き々きとして喋しやべる姿は、あまりに陽気であけすけで、いまだに子供心が抜けない悪童にさえ映る。かつての悪戯いたずらをネタに、放っておけば何時間でもこうして話してそうだ。

　なのに。

　馳郎の表情は、欠片かけらもほころばなかった。

　普ふ段だんからそのお人ひと好よしぶりを揶や揄ゆされている少年が、この若者に限ってはその特質を発揮することはなく、むしろますます唇を引き締しめて、睨ねめつけた。

「なんで……お前が白翁になるはずだったって」

　絞しぼり出すように、言う。

　ざわ、と周囲の少女たちも視線を交こう錯さくさせた。少年が口にしたことが、まさしく事態の焦しよう点てんだったからだ。

　白翁。

　鬼仙と人間を結びつける、巨きよ大だいな権力の名。

「いやまあ、俺も言ってなかったんだけどさ！」

　陽気に言って、ジンは自分の頰をぴしゃりと叩たたく。

「ほれ、白はく鳳ほう六ろつ家けとかいうんだっけか？　白翁候補を出す家の名前。うちも一応その関係者だったんだわ！」

「お前……が？」

『──灰岡の姓せいは、白鳳六家第一位・真朱まそおの分家であります』

　ジャケットから、機械音声が情報を届けた。

〈カエアン〉だった。ウーとの激げき突とつによって仕掛マニピけ腕ユレータの一本をもぎとられたジャケットだが、いまだその頭脳は健在である。

　その言葉を嚙かみしめるようにして、馳郎がもう一度呟いた。

「分家……」

「まあ、忘れられても仕方ないぐらいには遠とお縁えんの、わりとどうでもいい家なんだけどさ。それでも白翁の恩おん恵けいには与あずかってたみたいでさ。ほれ、うちってば坂の上のわりと大きい屋敷だったろ」

　ジンがくるくると人さし指を回す。

　かすかに細まった目は、かつての景色を思い返しているものか。

　少年の脳のう裏りに、いくつかのイメージが去来した。

　夏の太陽。

　清すが々すがしいまでの青空。

　鼻び孔こうにしみついて離はなれない、煙けむりの臭におい。




　──『燃えたよなあ』

　──『綺き麗れいだなあ』




　鼓こ膜まくにへばりついた、その残ざん響きよう。

　ぎゅ、と拳こぶしを握った。

「答えになってない」

　ぶっきらぼうに返す。

　その間にも、雨足は強くなっていった。地面に跳はね返った水すい滴てきが、さらに無数の雫しずくをつくり、儚はかなく散ってゆく。

「お前が本当に白鳳六家の関係者であったとしても、それと白翁になるはずだったってのは、全然別のことだろう」

「ああ、まあ当主でも後こう継けい者しや候補でしかないらしいしな」

　ジンが片目をつむる。

「そこはいろいろあるんだよ。ほら、いくら親友同士だって秘密がないとつまらないだろう？」

　若者の言葉は、相変わらず軽い。

　だが、単なる虚きよ偽ぎと言い切れないのは、先ほどのいきさつがあるからだ。

　馳郎が白翁としての権力を用いてこの街に敷しいたいくつもの兵器──そのひとつ、五連高フアイ電離気ブ・プ体投ラズマ射砲カノンへ、ジンはいともたやすく介かい入にゆうしてのけたのだ。

　正確には彼の纏まとうコート──

「──〈ツール〉が、気になってる？」

　ジンの言葉に、コートの内側から一本の仕掛マニピけ腕ユレータがするりと伸のび、機械音声が響ひびいた。

『マスター、いつまで無む駄だ話をなさってるのですか』

「いやいや、お前ももう少し待ってくれよ。つかさっき言っただろ!?　機械なんだからもうちょい命令に忠実に対応してくれってば！」

「…………」

　ふざけたやりとりに、馳郎の面おも持もちは厳しさを増す。

〈カエアン〉と同じ人工知性を、そのコートは有しているのだ。

　世界にたったひとつ、戌いぬ見み馳郎だけが所持するはずの品を。

「まあ、こいつは、俺も白はく翁おう候補だったって、それなりに納なつ得とくできる証しよう拠こではあるかな？」

　くく、とジンは肩を揺ゆらした。

「ホント、お前が白翁になってくれて良かったよ。使いようのない金や地位なんて、あっても困るだけだろ？　かといって、ほかの変なヤツになられても困るしさ」

　飄ひよう々ひようとした物言いだった。

　白鳳六家の名を出す以上、白翁のおよそ非現実的な資産も知ち悉しつしていように、いともたやすく突つき放していた。

　文字通り世界を動かし得る『力』を前にして、若者は一いつ切さいの執しゆう着ちやくと欲よく望ぼうを覚えてない。単なる虚きよ勢せいでも無知でもなく、十分その価値を理解した上で、玩がん具ぐのおまけ程度にしか考えていない。

（──似てる）

　と、ナタは思った。

　そんな在あり方が、この若者と少年は確かに相そう似じしていると。

　相似しながら、乖かい離りしていると。

　まるで、鏡のようだ。誰だれよりも似ているくせに、けして触ふれあうことはない。少年と若者の関係が、そういうものであるのだと、理り屈くつでなくナタは直感した。

　そして、

「……そうか」

　馳郎が、息をつく。

　さまざまな想おもいのこもった、ひどく重い吐と息いきだった。ジン自身についても訊きたいことは山ほどあったが、今はもっと大事なことが存在した。

　早急に確かめねばならない、優先事じ項こう。

　対象を見つめ、口を開く。

「──その子は、どういうことだ」

「ん、ウーか？」

　問われて、にんまり笑ったジンは少女の金きん髪ぱつへ頰ほおを押しつけた。

「いいだろー、俺の嫁よめ！　美形で別べつ嬪ぴんで器き量りよう好よしでって、これ全部同じ意味だな！　いや、会って数日だし外見以外に知ってること、ほとんどないんだけどさ！」

「……私には、この四日が百年より長い」

　腕うでの内側から顔を持ち上げて、少女が囁ささやいた。

「おお、この美しい夫ふう婦ふ愛！　聞いたかよお前！　ちょっと現代じゃ珍めずらしい純愛だろ！　下へ手たすると重すぎて放送禁止だろ！」

「どうして、お前が斉天大聖と一いつ緒しよにいる？」

　若者特有のふざけた言葉には耳を貸さず、端たん的てきに質問を重ねる。

　ジンは、不服そうに眉まゆをひそめ、肩をすくめた。

　ああ、お前は昔からそういうヤツだったよな、とでも言うように。

「そりゃほれ、どうしてお前が鬼き仙せんの最終兵器と一緒にいるのかっていうのと、同じ問いだなあ」

「ナタは俺の助手だ」

「千円ボディガードの？」

「ああ」

「はは、風の噂うわさには聞いてたけど、まだ続いてたんだあれ。ホント根気強いよな、お前」

　くくっと、若者がくの字に身体からだを折った。

　かまわず、馳郎が言う。

「俺は答えた。お前の番だ、ジン」

「ちょっと殺し合ったんだよ」

　まっすぐ突きつけられた問いに、若者は照れたようにうなずいた。

「殺し合った？」

「……うん」

　鸚おう鵡む返がえしに出てしまった言葉を、別の甘い声が裏付ける。

「……うん、素す敵てきだった。ジンのナイフ、あたしの喉のどまですっごく搔かき回してくれた」

　ウーだった。

　とてもとても嬉うれしそうに、少女はその喉を撫なで回していた。触れた指を何度も愛いとおしそうに唇くちびるにやって、熱い吐息を漏もらした。

　ぞくりと、背筋に冷たいものが走るのを、馳郎は感じた。

（…………）

　ナタもまた、硬こう直ちよくした。

　今のが冗じよう談だんでもおふざけでもないと、確信させられたのだ。

　このふたりならそうだろうと、思わされた。出会って間もないふたりが殺し合い、伴はん侶りよと呼び合って自分たちと対たい峙じしてるのだという、およそ説明にもなってない説明を、無む理り矢や理りに受け入れさせられた。

「なあ、ハセ公」

　気軽に、ジンが呼びかける。

「悪いけど、その子、俺にくれないか？」

　誰のことを言ってるかなど、考えるまでもない。

　朗ほがらかに伸ばされた手は、延長上にナタの身体を据すえている。

「ウーが欲しがるんでさあ」

「…………」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくをおいて、馳郎は答えた。

「さっきも言った。ナタは俺の助手だ」

　少年の腰こしが、わずかに落ちる。

　対照的に踵かかとがほんの少し浮ういて、いつでも動けるよう重心を移動させる。

「ボディガードが、助手を渡わたせるか」

「そっか」

「ああ」

　これ以上は、きっと平行線だ。

　べらべらとお喋しやべりばかりは引き延ばされても、肝かん心じんなところは漏らすまい。ジンという若者がそういう相手であることを、馳郎は十分以上に思い知らされていた。

　だから、力ずくでも訊きく。

　決心を固めた瞬しゆん間かんに、

「──馳郎」

　とある小声が、鼓膜を叩たたいた。

　それだけで、少年は察した。

　察すると同時に、跳ねた。

〈カエアン〉の補助機構も合わさって、疾しつ走そうはコンマ秒で最高速に達する。常人の反応速度からすれば、ほとんど消失にしか見えないほどの神速。

　解き放たれた矢のごとき直線に、もうひとつの小こ柄がらな影かげが重なる。





「蒼そう天てん断たち切きり烈れつ日じつ灼やき落おとせ、火か尖せん槍そう！」






　馳郎の陰かげから、ナタが跳とんだのだ。

　巧こう妙みように少年の軌き跡せきへ乗って気配を殺し、ぎりぎりで真横へ流れた少女は、片手殴なぐりに燃える火尖槍を振ふるう。膝ひざの柔じゆう軟なん性を活いかして十全に沈ちん墜つい勁けいを利きかせた一いち撃げきは、たとえ鬼宝でなくとも鋼板を切り裂さくに足る。

「要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０４──〈ボルト〉！」

　合わせて、馳郎のジャケットからも仕掛マニピけ腕ユレータが伸びた。

　少年の意思に応じて、自在に繰くり出される〈カエアン〉の攻性プログラム。ナタのタイミングを完かん璧ぺきにはかって、仕掛マニピけ腕ユレータが真下から切り上げるように電でん撃げきを放つ。

　目標は、斉天大聖ウー。

　ナタが横方向から、馳郎が縦方向からの襲しゆう撃げきは、たとえ気づいていても対処しきれるものではない。片方を防いでも、もう片方が必ずや相手を打ち倒たおす。いくつもの修しゆ羅ら場ばを越こえてきた、このふたりならではのコンビネーションだった。

　いかに鬼仙といえど、また斉天大聖といえど、これを無傷で凌しのぐことは不可能。

　──ならば。

　ならば、これはどういう例外か。

「──おおっと」

　声は、後から聞こえた。

　馳郎とナタがその存在を失念していたわけではない。むしろ、この段階で最大の不確定要素として、彼が反応しきれてないことをぎりぎりまで確かく認にんしてから、攻こう撃げきへと転じたはずだった。

　しかし、その前提を覆くつがえして、明らかに不自然な体勢と速度で若者の身体が動いたのだ。

　操あやつり人形のごとき姿で、少年の前へジンが割り込む。

「くか──」

　嗤わらう。

　唇を歪ゆがめて、出がかりを潰つぶすようなタイミングで、若者のコートから新たな仕掛マニピけ腕ユレータが走る。

「要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０４改──〈ライトニング〉」

　機械音声とともに、馳郎の身体を熱と衝しよう撃げきが突き抜ぬけた。

〈カエアン〉に倍する電撃が、少年の仕掛マニピけ腕ユレータと制せい御ぎよ装置を焼いて、逆流したのである。絶ぜつ縁えん処理のなされたジャケットは主へのダメージを最低限で食い止めたが、それでもいくらかの熱傷と麻ま痺ひは防げなかった。

（──〈ツール〉！）

　馳郎の脳を、その名がよぎった。

　戦せん闘とう能力だけでいえば、ジンの纏まとったコートは〈カエアン〉に勝っている。少年の場合補助だけで使用している人工筋肉機構を、若者はより積極的に──むしろ機械に主導させるほどの割合で行使しているのか。

　だが、それにしてもこの反応速度は異常。

　いかに機械が主導しても、それだけなら筋肉の断だん裂れつは免まぬかれないはずなのに。

「────っ！」

　しかし。

　ひとつふたつの異常で、ナタもまた凌がれるものではない。





「風の疾しつ輪りん、火の業ごう輪りん、双ふた輪わならびて蒼そう穹きゆうを走れ。風ふう火か輪りん！」






　片手殴りに振るった火尖槍をそのままに、少女の踵へ飛行の鬼宝が生まれた。

　勁けいの運用やバランスは変わらず、少女の身体が突とつ然ぜん斜ななめ上空へと持ち上がる。結果として斉天大聖を目指していた槍の軌跡も大きく変化し、若者の背後から片かた腕うでを断ち切らんと襲おそいかかった。

　もはや、単なる経験や訓練のなせる技わざではない。

　ただひたすら、持って生まれた戦闘センスのみが成せる荒あら技わざ。

　しかし。

　しかし。

　これにも、若者と──もうひとりが応じた。

「ウー！」

「……うん」

　再び、コートから仕掛マニピけ腕ユレータが伸のびたのだ。

　すぐ近くのウーを捕つかまえたそれは、なんと若者と背中合わせに少女を抱かかえ上げたのである。間かん髪はつを容いれず、背中側に回ったウーの唇から、鋭するどい口こう訣けつが迸ほとばしった。





「我わが意いの如ごとくせよ、如によ意い金きん箍こ棒ぼう！」






　高い音をあげて、如によ意い棒ぼうと火尖槍が激げき突とつする。

　強ごう引いん極きわまりない方法で、ジンとナタの間に入り込んだウーが、火尖槍の一いつ閃せんを防いでのけたのだ。一度はナタの〈渾こん沌とん回かい帰き〉を受けて干からびた如意棒だが、完全には滅ほろぼされなかったためか、ウーの氣チイを充じゆう塡てんされて蘇よみがえったらしい。

　背中合わせのまま、ぐるり、とふたりの身体が回転する。

「愉たのしいなあ、ウー！」

「……うん！」

　うなずきあった少女と若者は、まるで嵐あらしだった。

　猛もう烈れつな勢いで回転しながら、新たな仕掛マニピけ腕ユレータが吐はき出され、少女もまた楽しそうに如意棒を振り落とす。

　ナタへ目がけて。

「──ナタ！」





「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり、八はつ卦けを連つらね巡めぐり結むすびて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」






　少女の左右に、浮ふ遊ゆうする双そう剣けんが現れる。

　トマホークミサイルの直ちよく撃げきすら耐たえて見せた守護宝ほう剣けん。しかし、咄とつ嗟さの発動では本来の『力』を発揮できぬのか、それとも始祖鬼宝たる如意棒には同じ鬼宝を抑おさえ込む『力』があるのか、双剣はたやすく弾はじき飛ばされる。

　少女が、叫さけぶ。





「陰いん陽よう、万ばん刃じん、一いつ切さい断たち切れ！　乾けん坤こん圏けん！」






『要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０３改──〈ソード〉』

「ハハハハハ──っ！」

　さらに、少女の上空から降り落ちた鬼宝の戦チヤ輪クラムが、仕掛マニピけ腕ユレータの刃によって受け流された。

　硬こう度どだけでいえば、乾坤圏の威い力りよくは仕掛マニピけ腕ユレータごと断ち切ってもおかしくないのに、精せい妙みように計算された角度とタイミングが、少女の鬼宝をも無効化せしめたものか。

（違ちがう──！）

　ナタが、否定する。

　それだけでは、ありえない。

　いくら若者の纏まとう〈ツール〉が戦闘用に調整されていても、鬼仙の最終兵器としてつくられたナタの鬼宝を、それだけで防ぎえるはずがない。

「はは、分かった!?」

　笑って、側転ざまに、若者の身体からだが宙を舞まった。

　雨あま粒つぶを斬きり裂きつつ、その手が新たな刃を摑つかみ出す。ナイフではない。ずっと長大で優美な弧こを描えがく──日本刀のフォルム。

　二刀流！

「そうりゃあああああああっ！」

　雨粒を断ち切り、天から地へと双もろ刃はが降り落ちる。

　甲かん高だかい音が、噴ふき上がった。

　火尖槍と、二刀流の刃が嚙かみ合った音であった。その響ひびきで、ナタは違い和わ感かんの正体をやっと把は握あくした。

「如意棒……！」

「お、当たり！」

　にっこりと、ジンがまた笑う。

「そうそ。これもウーから分けてもらった如意棒なの。俺じゃあカタチは変えられないし、定期的にウーの氣チイを注ぐ必要があるんだけどね」

　乾坤圏を防げた理由も、これで明らかになった。同じ鬼宝同士であれば、簡単に破は壊かいしえぬのも当然。

「…………っ！」

　少女の身体が、がくりと前へのめった。

　腹部から、長細い棒が引き抜かれる。

　ウーだった。

　ジンが上空から襲いかかって注意を引いたその間かん隙げきに、背中から飛び降りたウーが、下方からその如意棒を振るったのだ。恐おそるべきは、個々の鋭さや発想より、ナタの感覚さえも誤ご魔ま化かしたコンビネーションの冴さえ。

（……こ、れは）

　激痛とともに、まったく別の感情がナタを捉とらえていた。

　それは、自分でも把握しがたい、極きわめて異質の感情であった。

　このふたりが──ふたりになった途と端たん、まったく違う存在と化したような。

　このふたりが──ふたりになった途端、自分が勝ってはならない相手となったような。

（どうして……？）

　思考は、もどかしいほどに遅おそい。戦闘の最中あってはならないほどにもつれ、錯さく綜そうしてしまっている。それが分かっているのに、ナタには思考を打ち切ることができない。

（……このふたりは……）

　あまりに楽しげなふたりの姿が、瞼まぶたから離はなれない。

（……このふたりは……私たちと……）

「──ナタ！」

　電でん撃げきの麻痺から回復した少年が、その肩かたを抱だいた。

　刹せつ那な、

「おいおい邪じや魔まするなよ、ハセ公！」

　ジンの二刀流が、少年の頭上へと流れる。

『自律オート起動・ブート。攻こう性せいプログラム０３──〈リッパー〉』

　かろうじてその刃を、〈カエアン〉の仕掛マニピけ腕ユレータが受け流した。

　如意棒がカタチを変えた刃は、〈カエアン〉の特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんの半なかばまで切り込んだが、それでも少年が少女とともに脱だつ出しゆつするだけの時間は稼かせいだ。

　そして、もうひとつ。





「──黒こく曜よう喰くらいて拉ひしぎ潰つぶせ、彗すい星せい錘すい！」






　動きかけたウーを、彗すい星せいの一いち撃げきが牽けん制せいしたのだ。

　爆ばく心しん地ちにも似た光景を現出させ、チャイナドレスの少女は深追いせずに巨きよ大だいなモーニングスターを打ち振ふった。

　流れたのは黒球ではなく、鎖くさりの方だった。

　しゅるんと少年の腕に巻き付き、ナタもろともその身体を引き寄せたのである。

「馬ば鹿か！」

　怒ど鳴なり声が、少年の鼓こ膜まくを叩たたいた。

「……蓮リヤ花ンフア」

「何、先走ってんのよ！　つうか何よあれ、あんたの知り合いなんでしょ！　あんたと似たようなおかしな服着てるし、斉天大聖を嫁よめだとか言ってるし、一体全体どういうことよ！」

　チャイナドレスの少女は、憤ふん然ぜんと彗星錘を構え直す。

　ひとつ間ま違ちがえれば、こちらに超ちよう重量の黒球を落としてきそうな勢いだった。

「い、いやいや、俺も何でああなってるか知らねえよ！」

「ふん。だったら、もう少しやる気出しなさいよ。あれだけぶん殴なぐられてるんだから、遠えん慮りよしてる場合じゃないでしょ」

　蓮リヤ花ンフアがぶんと肩を回す。

　こちらはやる気十分──というより、瞳ひとみに宿った光はもはや殺意に等しかった。

　考えてみれば、もともとはこの少女が中ちゆう華か街がいの吸きゆう血けつ鬼き事件の疑いをかけられたことがすべての発ほつ端たんであった。斉天大聖という伝説の名やその実力も、少女の闘とう志しを砕くだくには至らなかったらしい。

「そっちも一発いいのもらったぐらいで、沈しずんでないでよ」

　馳郎に庇かばわれたナタを見やる。

　鬼宝の一撃となれば、被ひ害がいは物理的な衝しよう撃げきにとどまらない。鬼仙を鬼仙たらしめる霊れい質にも深いダメージを刻み、卓たく抜ばつした回復能力はおろか、基き礎そ代謝や自律神経さえも大きく狂くるわせる。ましてや相手は如意金きん箍こ棒ぼう──名だたる始祖鬼宝による一撃なら、いかにナタが鬼仙兵器といえど、ただですむはずもない。

　それが分かった上で、少女は発はつ破ぱをかけた。

　だからこそ、

「……ああ、キミの言う通りだな」

　ナタも、かぶりを振った。

　そんなバケモノが相手だからこそ、ここで弱みを見せれば一気に潰されると、そう判断したのだ。

　身体を持ち上げるだけで、岩でも引き抜ぬくようだった。

　あまりに重すぎる体は、筋肉という筋肉が鉛なまりに置き換かわった気分。如意棒の一撃がもう少し深く決まっていれば、そのまま昏こん倒とうしていたに違いない。

（……九きゆう竜りゆうさえ使えれば）

　一いつ瞬しゆん、自らが持つ最大の鬼宝を思った。

　九きゆう竜りゆう神しん火か罩とう。

　だが、解放状態のナタにさえ自由にならぬ始祖鬼宝は、やはり沈ちん黙もくしたままだった。前の隼はや人とのような〈おに〉はともかく、同じ鬼き仙せん兵器である斉天大聖は敵ではないと、そう判断しているのかもしれない。

「ナタ」

　もうひとり、呼びかけがあった。

　こんな状じよう況きようなのに、その少年の声で安心してしまうことに、少女は微び笑しようした。

「悪い。おかしなことに巻き込んだ」

「いいや。……多分、もとは私の問題だよ」

　馳郎へかぶりを振って、この元動物園に乗り込む前に別れた鬼仙──太タイ乙イー真シエ人ンレンを思う。




　──『あ。僕はここで待たせてもらっていいですかね』

　──『いやほらね。僕がついていっても戦力にならないのは知ってるでしょ？　半日限定で〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉の封ふう印いんを解けるようにしておくし、どうもさっき占うらなったのだと、今日の僕、動物の多いところは凶きようだそうでして』




　適当なことを言ってたが、おそらく事態の発端はあの男とつながっている。

　しかしそれがどのように絡からんで、どのようにもつれて、目の前のふたりを連れ出したのか。

　とりわけ、あの若者を。

　白翁になるはずだったと言い、斉天大聖を嫁と豪ごう語ごする灰岡ジンという男を。

（……どこまで、計算の内だ？）

　分からない。

　混こん迷めいした事態はナタにも推測を許さない。

　しかし、それでも可能な限りの冷静さを搔かき集め、ひそやかに少年へ告げた。

「馳郎」

「ああ」

　小さくうなずいた少年が、そっと手を握にぎる。

　その体温が今は何より心強かった。

「まず、一いつ旦たん退ひいてから──」

　言いかけたときだった。




「──いいやあ残念。もう終わりさ」




　ジンの声が招いたように、ごろり、と巨大な影かげが転がったのだ。

「な──！」

　馳郎が息を詰つめる。

　大の男の背せ丈たけほどもある、金属の球体だった。つい先ほど、少年自身が排はい出しゆつさせた五連高フアイ電離気ブ・プ体投ラズマ射砲カノン。

　そのひとつの表面に、ジンがぽんと触ふれたのだ。

　コートの袖そでからしゅるしゅるとコードが伸のびて接続し、機械音声が流れた。

『ハッキング終しゆう了りよう。構造分ぶん析せき完かん了りよう。四機がアクセス前に緊きん急きゆう停止。一機のみ限定的な制せい御ぎよ権獲かく得とく』

「まさか──」

　少年の顔が一気に青ざめる。

　血管にドライアイスでもぶちまけられた感覚。その意味が分かればこそ、その恐きよう怖ふを少年は思い知った。

　コードが接続された部分から、球体がぱっくりと口を開いたのだ。

「は、いい玩具おもちやだよな。いつもながら、ハセ公はとろいけどいい仕事してくれるよ！」

　ジンが笑う。

　嗤わらう。

　嘲わらう。

　その腕うでへ、分解した金属の球体がまとわりつき──今や砲ほう門もんと化して、低い起動音と新たな機械音声を奏かなでる。

『要リク請エス起ト・動ブート。〈武アー器セナ庫ル〉、連結シーケンス閉へい鎖さおよび同期シーケンス終了。単独砲門構造形成開始。特とく殊しゆ攻こう性せいプログラム０２改──〈ヴリトラハン〉限定起動』

「ナタ！　蓮リヤ花ンフア！」

　少年が振り向き、ふたりを逃にがすべく手を握る。

「ちょ、あんた！」

「馳郎！」

「──早く！」

　少年の声にこもった響ひびきが、半はん端ぱな抵てい抗こうをさせなかった。

　ふたりとも、すぐさま離り脱だつへと移る。ほとんど更さら地ちになった廃はい墟きよの、それでも樹木と建物が残ったあたりへ駆かけ込もうとする。タイムラグはほぼゼロ。数十メートルを飛び越こえる鬼仙の脚きやく力りよくをもってすれば、人間の視界から消え失うせることなど造作もない。

　しかし。

　それほどの速度を相手に、巨大な砲門はぴたりと照準を据すえた。

　静から動へ極きよく端たんに移る鬼仙の回かい避ひ行動を、いかに人工知能といえど予測できるはずもない。ならば、これは砲門を扱あつかうジンの側の能力。先にもその一いつ端たんを見せた、異様なまでの反応速度。

「……さあ」

　数万度にのぼる高電離プラ気体ズマの砲ほう弾だんにさえ劣おとらず、若者の唇くちびるが獰どう猛もう残ざん忍にんたる笑えみを刻む。




「さあ！　綺き麗れいさっぱりいってみようかあ！」




　咆ほう吼こうとともに。

　閃光ひかりが──すべてを包み込んだ。




　　　　２




　高熱は、元動物園の地表部を洗い流した。

　砲弾といえるレベルに圧縮され、ごく限定された範はん囲いのみを神の怒いかりのごとく蹂じゆう躙りんする、最さい先せん端たんの科学の申し子。本来ならば五機の砲門が連結して放たれるはずだったが、ジンが支配した一機のみでも、廃はい棄きされた元動物園を破は壊かいするには十分すぎた。

　折しも勢いを増した雨あま粒つぶの助けを借りて、巻き上がった粉ふん塵じんが落ち着くのに、数十秒ほどかかったろうか。

「……おおう、思ったより凄すごかったなあ」

　のんきな声が、元動物園にこだました。

　いや、もう元という呼こ称しようでも符ふ合ごうすまい。

　高電離プラ気体ズマの砲弾が突つき抜けた部分は、あまりの熱に地面が抉えぐり取られ、表面はガラス状と化している。降りしきる雨が当たるたび、じゅっと音をたてて蒸発する有様だ。射しや撃げき範はん囲いに制限をかけられた高電離プラ気体ズマはおよそ百メートルほどで自然放散するようにできていたが、そうでなかったなら、黄坂市のどれだけを吞のみ込んだことだろう。

　見下ろせば、輻ふく射しや熱ねつだけで顔の産うぶ毛げがちりちりと焼ける。

「んー、なんだかんだで死なないと思ったんだけど……こう、漫まん画がみたいに埋うもれて倒たおれてるようなのになるかなって」

　額にことんと手をあてて、ジンが目を細めた。

　その腕の中から、ウーがきょとんと顔をあげる。

「……あれで死なない人、いるの？」

「いやいやいや！　ハセ公のしぶとさには、俺一目おいてるからね!?　あれってば何百人も死んだ火災事故で、俺と一いつ緒しよに生き残ったサバイバーだからね！」

「…………」

　少女が、ほんの少し唇を尖とがらせた。

　それから、ひょいと若者の腕の中を抜け出た。

「ウー!?」

　若者の呼びかけを背に、とん、と高電離プラ気体ズマが抉った地点に飛び降りたのだ。

「おいおい、ウー！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　まだ数百度の熱は残っていように、首チヨ輪ーカーの少女は平然とうなずいた。

　本人ばかりか、その身体からだに纏まとったゴシック風の衣装さえ燃え上がる様子がない。染しみひとつない白い手を持ち上げ、いまだしゅうしゅうと音を立てる地面へ無造作に突き立てると、それは肘ひじまで入り込んだ。

「ふおっ!?」

「…………」

　数秒ほどで引き抜ぬき、ウーは無表情に振ふり返った。

「多分、生きてる」

「え？」

　瞬まばたきした若者に、金きん髪ぱつの少女は言葉を続けた。

「あたしと姉さん、つながってるから。それに、光が当たる直前、樹きが動くの見た」

「樹？　樹ってそこらへんに生えてる？」

　前面にあった林は、今の高電離プラ気体ズマによって薙なぎ払はらわれたのだが、そういえば最後のナタたちはその近くに駆け込もうとしていた。

　とん、と少女が地面を蹴ける。

　舞まい上がった身体は、再び若者のすぐそばへと戻もどる。

「……今調べたら、土の内側に掘ほり起こした跡あとがあった。……あの逃がし方、知ってる」

「へえ、鬼き仙せんか何かの知り合い？」

「前の戦いくさで、〈庭師〉とか言ってたと思う……」

　それ以上は覚えてないのか、言葉は曖あい昧まいに途と切ぎれた。

「まあ生きてるならいいさ。やりすぎたかと心配しちまった！　じゃ、捜さがそうか！　あ、その前に腹ごしらえすっか？　派手にやらかして腹も減っただろ!?」

　ジンが踵きびすを返す。

　揚よう々ようと歩き出そうとして、その足が止まった。

　コートの袖を、少女の白い指先がつまんでいたのである。

「──お、何、ウー？」

「…………」

　首チヨ輪ーカーの少女はうつむいたままだった。

「なんだよ」

　と、若者がもう一度訊きき、ぐりぐりと頭を拳こぶしで挟はさみ込もうとしたところで「熱あつっ！」と手をはねのけた。残留していた熱は、人間にはまだこらえきれない温度であった。

　そんな若者を見上げ、少女は小さく囁ささやいたのだ。

「……ジンが、あたしよりあの子のこと、大事みたいに言うから」

「いやいやいや、んなことないって！」

　あわてて、ぶんぶんとジンが両手を上下に振る。

「そりゃハセ公は腐くされ縁えんだけど、男と女じゃ違ちがうっしょ！　友情と愛情をいっしょくたにしたら、あっちもこっちも商売にならないっしょ!?　あ、いやむしろ商売にはなるのか！」

　表情を忙いそがしく変え、狼ろう狽ばいしつつも返したが、まったく言い訳になってない。

『商売になるならないは、基準として不適切かと存じます』

　コートの機械音声にまで突っ込まれる始末である。

　一いつ拍ぱくの間をおいて、

「……あの子の方が、ジンを知ってる時間長い」

　これは、ぽつりとウーが告げた。

　しばし、若者も考えるように顎あごを撫なでた。

　それから、手を動かしかけて──今度は耐たい熱ねつコートの袖に手のひらを引っ込めてから、ぽんぽんと少女の頭を撫でたのである。

「時間は、これから埋めてきゃいいだろ!?　あの姉さん捕つかまえなおして、ハセ公のヤツ適当にぶっちめて、ついでに適当に人間攫さらってお前の腹を満たしてきたらいいんじゃねえの。こう見えて、旦だん那な様ってば人殺しとか大得意だぜ!?」

　誠実で、真しん摯しで、それでいてあまりに倫りん理り感に欠けた内容。

　しかし、

「……うん！」

　少女は、まるで最高の告白を聞かされたように、目を輝かがやかせてうなずいた。

　その顔を見て、ジンも満足げに笑った。

「じゃあ、改めて行こうか。まずは逃げたハセ公とお姉さんを捕ほ獲かく。障害になりそうな鬼仙のお嬢じよう様さまは排はい除じよ。邪じや魔まするようなら、中ちゆう華か街がいの長老も五ご岳がく三さん山せんとやらの鬼仙も、なんなら白鳳六家もまとめてすっとばさないとな！」

　陽気に、若者が宣言する。

　今にも鼻歌を歌い出しそうな、軽い足取り。少女もそれを追って、若者よりもずっと短い歩ほ幅はばで一いつ生しよう懸けん命めいに並ぶ。

　しとどに降る雨だって、むしろ祝福だと嘯うそぶくよう。

　雨音のリズムに、ステップを踏ふむ。




　可愛かわいらしいワルツを踊おどるみたいにして、ふたりの姿は初夏の夜よ闇やみへと消えていったのであった。
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　──無数の針に、突き刺さされる。




　身体中、まんべんなく。

　背中から指先まで、鋭するどい痛みで満たされている。感覚という感覚が痛みにすりかわり、執しつ拗ように自分のカタチを刺し激げきする。

　いや。

　それさえ、徐じよ々じよに遠のいていく。

　自分をここに留めている痛覚が、どんどん遠ざかっていく。

　それはひどく甘美な誘ゆう惑わくだった。

　この波に身を任せていれば、激痛から逃のがれられる。誰だれかの承しよう認にんも、電子サインも必要ない。ただ自分はこの痛みだけを手放せばいい。そんなのはとても簡単で、当たり前の行こう為いだろう。

　だけど、頭の中で何かが引き留めた。




　──『ああ、だったら賭かけるか？』

　──『お前が千円持ってるんだったら、それでいいだろ。全財産なんだから文句なんかねえよ』




　誰かの声。いつかの声。

　肌はだを炙あぶる熱。

　炎ほのお。

　煙けむり。

　そして、どこまでも対コン照トラ的ストな──蒼あおと紅あか。




　──『だって、助かったのは君たちだけなんだから』




　どくん、と心臓が高鳴った。

　自分の底の底にある、原初の声が身体を震ふるわせたのだ。痛みに抗あらがうにはあまりにも小さな、しかし無視することもけしてできない、そんな声。

　そして、ほぼ同時に、身体の外でも事態は進行していた。

　少年の纏ったジャケットから、かすかな電子音声が流れたのだ。

『──マスターの生命反応微び弱じやく。緊きん急きゆう事態と認識します。モードの移行を開始』

　その音声の内容を、少年の意識は認識していない。

　ただ、意識の外で、確かにカラダは聞いた。

『モード移行失敗。制せい御ぎよプログラムおよび人工筋肉機構に致ち命めい的てきなエラー発生』

　ひどく、切ない音だった。

『〈コキュートス〉の使用および高電離プラ気体ズマ防護による破損と判断。外骨格装そう甲こう中破、マニピュレータ二機大破、赤外線センサーおよびスターライトスコープほかセンサー類九割使用不能、攻こう性せいプログラム八割使用不能、〈武アー器セナ庫ル〉連結不能』

『エネルギー急激に低下。非常用バッテリーに切きり替かえ。破損部分閉へい鎖さ。マスターの生命を優先、外骨格装甲および基幹フレームの溶よう接せつ部分切除を開始』

　ばちばちと、火花の弾はじける音。

　溶とけた金属が擦こすれ合い、それでも無む理り矢や理りに動かし、なお動かぬ部分は自ら切り外していく音。

『切除終しゆう了りよう。──〈カエアン〉、自律モード起動』

　何かが、自分から剝はがれる気配。

　ゆっくりと自分のそばで立ち上がる、四つ足の何か。

（……なんだろう）

　まともに、思考が働かない。だけど、その存在のためにも、自分は痛みを手放してはならないと、そう感じた。

　気配は、どこかを向いている。

「──は。前から糞クソ犬のようだと思っていましたが、なんのことはない。その服は本当に糞犬だったんですね。もっとも主あるじを選ばない犬など、忠犬というより糞クソ駄だ犬けんというべきだと、私は思いますが」

　新たな声。

　知っている気もしたが、ろくに考えられない。今の自分はただ感覚したものを受け流すだけのモノだ。

　口の悪い何かが、近づいてくる。

『接近者への勧かん告こく。その場での停止を要よう請せいします』

「なんですか。停止しろですって？　ああ、燕えん雀じやく安いずくんぞ鴻こう鵠こくの志こころざしを知しらんや。仮かりにも助けてあげたのに、その判断も付かないんですか、糞クソ壊こわれかけの糞駄犬。やはり主が主なら、付き人も付き人ですね。──いや、これだと腐れお嬢様に付き添そわされてる私の格も問題になりますから、一いつ旦たん引き下げましょうか」

　新たな相手は、長々とため息をついた。

　自分の近くの気配は、それでも揺ゆるがない。凛りんとして立ちふさがったまま、ぴくりとも動こうとしない。これに比べれば、きっと岩や山の方がずっとせっかちだと思えるぐらい。

「ああもう。機械のくせに物覚えの悪い。いや機械だから悪いんですかね。昔からからくりの類たぐいは苦手なんですが、ここまでがらくたの石頭だと黄巾力士の方がまだ扱あつかいやすい。分かった。分かりましたよ。仕方ないから、もう一度言ってあげます」

　観念したように、相手は改めて告げる。

「あなたの糞くだらない糞最低な糞ご主人様を、私が助けてあげると、言ってるんですよ。この少シヤ影オインがね」




　　　　３




「──だーかーら！」

　次の声が聞こえるまで、どれぐらいの時間がかかったのだろう。

　分からない。

　少年にとって、時間とはただ痛みに切り刻まれた回数だ。ひたすら痛みの波に堪たえ忍しのんでいて、ようやっと薄うすらいだ頃ころに、やっとその声を意識したという──それだけのことだった。

「一体いつ目覚めるのよこいつ！」

　聞き覚えのある声だった。

　それが判別できる程度には、思考能力が回復していた。

　対して、もうひとりの声が嚙かみつくように反発する。

「言ったでしょ！　人間の身体からだは鬼き仙せんほど適当にできてないんだよ！　氣チイさえ吸ったらだいたいなんとかなるのと一いつ緒しよにしないでちょうだい！」

「て、適当!?　鬼仙が不死属性を保たもてるのは人間のあらゆる構造を研究して、極きわめたからよ！」

「極めた後は放置してるじゃない！」

「放置じゃなくて修しゆ行ぎようよ！　あ、あたしはまだそんな年寄りじゃないけど！」

　喧けん々けん囂ごう々ごうと、ふたりの少女が対立する。

　それはしばらく睨にらみ合って、すぐに片方の気配がうつむいた。

「だって……！」

　と、声が、震えたのだ。

　その響ひびきだけで、こちらの胸がつかえてしまいそうな震え方だった。

「だってリコは……お兄ちゃんが……」

（リ……コ……？）




　その声が──意識の蓋ふたをノックした。




「っ……」

　ぶるり、と身体が震える。

　喉のどの奥から、熱いものがこみあがった。それはとどめようもなく圧力を増し、少年の意識もまた現実へと浮ふ上じようさせた。

「くはっ！」

　吐はき出す。

　身体を痙けい攣れんさせ、何度となく咳せき込む。その内に、暗くら闇やみだった視界に光が射さして、ぼやけながらも輪りん郭かくを露あらわにしていった。

　痛みと、ほかの感覚が蘇よみがえる。

　緑の部屋だった。

　おびただしい観葉植物が広い部屋を埋うめ尽つくしており、いっそ熱帯ジヤ密林ングルのごとき様相を呈ていしている。その植物の隙すき間まにこれでもかと様々な機材が詰つめ込まれていて、広い部屋を研究所ラボだかなんだか分からないものにつくりかえていた。

「これって……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　ベッドから持ち上げた身体が重い。いまだ頭には霧きりがかかったようで、それでいて思考とは別に、唇くちびるから言葉が滑すべり出た。

「……リコ。お前の部屋か」

「お兄ちゃん！」
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　いっぱいに涙なみだをためて、白衣の少女がベッドにすがりついたのだ。

　年は、十五、六。明るい色の髪かみを、赤いリボンでポニーテールにまとめた少女。身体は小こ柄がらで、纏まとった白衣はだぶついてしまっている。そのアンバランスさが、不思議と似合ってもいた。

　──名前は、戌いぬ見みリコ。

　馳はせ郎ろうの義理の妹であり、白はく翁おうの管財人たる少女。

（……なんで、リコが……）

　散り散りになる思考を、懸けん命めいにつなぎとめる。

　よくよく見れば、すぐにも抱だきつきたいのを堪こらえているみたいだった。それで、自分の上半身から服が脱ぬがされていて、ゼリー状の物体が塗ぬり込められていることに気づく。

「と、わ！」

　胸むな元もとを隠かくそうとして、びりっと痺しびれるような痛みを感じた。

「あ、まだ動いちゃ駄だ目め！　被ひ覆ふく剤ざいが安定するのにまだ一時間はかかるから！」

「被ひ覆ふく……剤？」

「ひっどい火傷やけどだったのよ」

　と、これは隣となりからチャイナドレスの少女──蓮リヤ花ンフアが顔を突つき出した。

　ふんと視線をそむけたままで、なぜだか髪の先を指でいじっている。ひどく苛いら立だった風であり、同時に安あん堵どしているようにも見えた。

「あ、ああ。あの、それで、薬を？」

「うん」

　リコがうなずく。

「蓮リヤ花ンフアさんが連れてきたから、あわてて先月実用化に成功したばかりのサンプルを持ってこさせたの」

「て、俺、モルモットかよ！」

「ちゃ、ちゃんと安全性は確かく認にんした品だもん！」

　ひそやかに白翁の財産で運営されている会社には、いくつもの製薬会社が含ふくまれている。詳くわしく聞いたわけではないが、最さい先せん端たん技術を導入するため、リコが直接運営している会社も多いらしい。

　馳郎に塗と布ふされた薬も、そうした技術のひとつだったろうか。

（火傷……ジンのあれで……）

　ゆっくり、記き憶おくがつながっていく。

　記憶と心とが本来の機能を取り戻もどす。

　それと同時に、一番重大なことが、馳郎の脳のう裏りに蘇よみがえった。

「ナタは!?」

「あ……」

「…………」

　リコと蓮リヤ花ンフアが、それぞれに言葉を濁にごした。

　納なつ得とくできない馳郎が、無理にでもベッドから起きあがろうとする。少年にとって、こればかりは無視できなかった。鐘しよう楼ろうのように揺り返す激痛も、彼を止めるための鎖くさりにはならなかった。

　すると、

「──あの鬼仙兵器なら、見つかりませんでしたよ」

　もうひとり、植物の間に溶とけ込んでいた長身の青年が姿を現したのだ。

　隠れていたわけではない。しかし、あまりに観葉植物と気配が一体化していたため、馳郎には認識できなかったのだ。

　背の高い男だった。

　病的なまでに、蒼あおい長チヤ袍ンパオ。

　右手の拳こぶしを左手で包み込んだ仕草は、拱きよう手しゆと呼ばれる中国の礼法である。

「────！」

　少年が、目を見開く。

「なんです、その愚ぐ鈍どんな顔つきは。もう少し感謝して欲しいところですが、俗ぞつ界かいの異人には恩人への礼れい儀ぎも分からないですか？　いっそ焼き尽くされた方が、くだらない魂こん魄ぱくの清算もできて良かったかもしれませんね」

「少シヤ影オイン──！」

　そこにいたのは、二ヶ月前の事件で蓮リヤ花ンフアとともに少年と争った──植物使いの鬼仙であったのだ。

「なんで、お前が……」

「もともと、もう戻ってる予定だったのよ。あんたを雇やとったのも、こいつが延々と遅ち刻こくしたせいだもの」

　蓮リヤ花ンフアの説明に、そっと少シヤ影オインがうなずく。

「ええ、私も驚おどろきました。まさか帰き還かん早々、腐くされお嬢じよう様さまが大好きな焼き蛙がえるよろしく真っ黒くろ焦こげとは思いませんでしたから。いつのまに、自分自身と好物の区別もつかなくなったんです？」

「て、少シヤ影オインがいない間に事件があったから、あたしが延々駆かけずりまわることになったんでしょ！」

「私は軽けい々けいな行動は慎つつしむよう言い残していたはずですよ。中ちゆう華か街がいの長老とて、きちんと説明すれば軟なん禁きん程度ですんだでしょう。それを我が慢まんできなかった短気な性質は、どちらかといえば腐れお嬢様の数多くの欠けつ陥かんのひとつと心得ていますが」

　言葉面はもちろんのこと、口調の冷たさがなおさら拍はく車しやをかける。

　一応付き人のはずなのだが、相変わらず、まったくそうは思えない関係だった。

　そんなふたりを見て、少年が口を開いた。

「お前が……助けてくれた？」

「ええ、こうしたんですよ」

　少シヤ影オインが指を動かすと、近くの観葉植物がくるりと動いた。

　おじぎ草みたいに丸まった枝と葉が、土を一ひと握にぎり包み込むと、そのまま根本に潜もぐり込んだのだ。

「幸い、元動物園だけあって、樹木には事欠かなかったですからね。あなたがたを確保した後、地下で排はい出しゆつさせました。ただ、あの鬼仙兵器──ナタについてはその後の行方ゆくえが分かりません。一応、あの斉天大聖たちに捕つかまってないらしいことまでは確認しましたが」

「捕まっては、いない……」

　それで、肩かたの力が抜ぬけた。

　極限まで張りつめていた精神こころがほどけ、本来の疲ひ労ろうが頭をもたげたのだ。それでもまだ倒たおれるわけにはいかなかった。ぎゅっとベッドのシーツを握にぎりしめ、顔をあげた。

「お前……少シヤ影オインは、あの斉天大聖ってヤツのこと、知ってるのか？」

「…………」

　少シヤ影オインが、かすかに眉まゆをひそめた。

　ちらと隣に視線をやると、蓮リヤ花ンフアがぶうと唇を尖とがらせた。

「もう関かかわっちゃってるんだから仕方ないでしょ」

「では、腐れお嬢様と馳郎様の、糞クソ藁わらをつめた鳥頭でも分かるよう手短に」

　一礼して、少シヤ影オインが言葉を継つぐ。

「もともと、私はあの鬼き仙せん兵器の扱あつかいを決めるために、大陸に戻っていたんですよ。五ご岳がく三さん山せんの内、交流のある二岳三山の代表に集まってもらった分、ずいぶん会合も長引きましたけどね。うっかり自分の足が根付いてしまわないかと、気をもんだぐらいですよ」

「扱いって……ナタを、帰還させるかどうかってことか？」

　この数ヶ月、その話は馳郎にとって最大の懸けん案あん事じ項こうであった。

　白鳳六家からも、ナタを返へん却きやくした方がいいのではないかと、そういう意見が出ていたほどだ。

　ごくり、と唾つばを吞のみ込む。

「ええ」

　肯こう定ていして、少シヤ影オインは告げた。

「結論を言えば、あの鬼仙兵器──ナタの管理は白翁であるあなたに、監かん視しはひとまず私たちに委ゆだねられるということです。私と蓮リヤ花ンフア様の監視下に限定はされますが、すぐさま鬼仙兵器を返却したり、廃はい棄きしたりする必要はありません」

「……あ」

　これは馳郎ではなく、近くで聞いていたリコが漏もらしたのだ。

　胸むねを撫なで下ろし、大きくため息をついている。この義妹いもうとにとっても、ナタの問題はずっと棘とげのようにひっかかっていたからだ。

　馳郎も、ぎゅっと胸元で拳を握りしめた。

　しみじみと嚙かみしめるように、息をつく。今、隣にナタがいたなら、どうやって喜びを分かち合っただろう。

「じゃあ、あれはどうして……」

「お歴々がもはや立ち枯がれた老木並みの扱いとはいえ、犬に小便をさせない程度の権けん威いはあるんですけどね。これを不服とした鬼仙が、ひとり無断で下山したんです」

　少シヤ影オインがこれ見よがしに顔をしかめる。

「名を、太タイ乙イー真シエ人ンレン」

「太乙タイイー……？」

　訊きき返した馳郎に、少シヤ影オインは短く返した。

「ナタという人間の少女を、鬼仙兵器につくりかえた男ですよ」

「────っ！」

　その言葉で、少年が握りしめたシーツに、皺しわが寄った。

「こちらの世界では有名な方でしてね。二度の大戦でもかなりの功績をあげたぐらいに優ゆう秀しゆうなんですが、その思考はおよそ他人に理解できないというか、五岳三山のなお外に遠ざけられた鬼仙の中でも随ずい一いちの変わり者。そして、よりにもよってかの鬼仙は、自分の管理下にあった秘宝を連れていきました」

「秘宝って、じゃあそれが……」

「斉天大聖。ナタの後につくられた、もうひとつの糞クソ鬼き仙せん兵器でございます」

「……ウー」

　首チヨ輪ーカーの少女を、思い出す。

　解放状態のナタと正面からぶつかって、ひけを取らなかった初めての相手。

　その名も高き、斉天大聖。

「その糞鬼仙兵器が、どうしてあの灰岡ジンという男と一いつ緒しよになって暴れてたのかは分かりませんけどね。ただでさえ浮うき世よ離ばなれしていた太乙タイイーが、外界の人間と親しかったなんて話は聞きませんし、あまりに行動が無む軌き道どうすぎます。……何らかの理由で斉天大聖が暴走して、あのジンが拾ったということですかね」

　しばし悩なやんだ後、少シヤ影オインが自信なげに付け足した。

　彼らが知るよしもないが、これは太乙タイイーからナタが聞いた話と同一であった。

　馳郎が、軽く眉をひそめた。

「でも、そのウーには、〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉みたいな制せい御ぎよ装置はついてなかったのか？」

「昔聞いた話ではあったはずなんですけどね」

　伝説通りであれば、孫そん悟ご空くうの頭には緊きん箍こ児じという封ふう印いんがなされていたはずだ。

　斉天大聖の暴ぼう虐ぎやくを封ふうじるため、仏が与あたえたという秘宝。もちろん現実が物語を倣ならうものではないが、ナタに〈七鍵勅書〉があった以上、同じタイプの制御装置をつくらないとは思えない。

（一体、どうなって……）

　じんじんと存在を訴うつたえてくる痛みを堪こらえ、少年は思考に埋まい没ぼつする。

　分からない。

　すべては、いまだに霧きりの中だ。

　あまりにも大きな渦うずの中に投げ込まれ、自分もナタも抜け出ることがかなわない。せめて渦の全ぜん貌ぼうだけでも知ろうとしてるのに、今は推測すら難しい。

「ともあれ、すぐには動けないでしょう。あなたは脳のう味み噌そのかわりにビ×グソが詰つまってるような考えなしですが、ひよわで哀あわれな人の身には違ちがいありますまい。こちらとしても白翁の後こう継けい者しやがいちいち倒れられては、作業に差し支つかえます。千円ボディガードなどという道楽はやめて、ボケ老人になるまで延々と引きこもっていてはいかがです？」

「道楽──っ!?」

　少シヤ影オインの言葉に、しかし馳郎はうつむいた。

　空気のように混ざり込んだ罵ば詈り雑ぞう言ごんはともかく、指し摘てき自体は間ま違ちがえてない。蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインが事の収しゆう拾しゆうにあたっている以上、白翁としての自分はむしろ後ろで控ひかえているべきだ。

　だが、その当然の理り屈くつを、どうやって吞み込めばいいのか。

　見かねたリコが、言葉を添そえる。

「お兄ちゃん、とりあえず身体からだが落ち着くまで──」

「………………分かった」

　うなずくのに、非常な精神力が必要だった。

　いっそ無む謀ぼうでも無む茶ちやでも、ここで飛び出すことができたなら、どれだけ救われただろう。

「ただ、まだ訊くことがある。リコは、ジンについては聞いたか？」

「蓮リヤ花ンフアさんから、だいたいは」

「そっか」

　徐じよ々じよに増していく痛みと、裏腹に遠のいていく意識をつなぎとめ、馳郎は義妹へと視線を据すえる。

「ジンは、〈カエアン〉とよく似た〈ツール〉ってコートを着ていた」

「……うん」

「あれは、何なんだ？」

「…………」

　リコも、黙だまり込んだ。

　しばらく白衣のだぶだぶした袖そでで口元を覆おおって、

「多分……もとは、〈カエアン〉の定期バックアップだと思う」

　と、漏らしたのだ。

「バックアップ？」

「今でこそクラウドで同期や認にん証しよう管理を徹てつ底ていしてるけれど、昔はそこまでできない時代もあったから。……あの頃ころなら、サーバーごと回収すればバックアップを強ごう奪だつすることもできたと思う。〈ツール〉っていうのは、そこから独自進化を遂とげたタイプなんじゃないかな。聞いてる限り、〈カエアン〉よりも戦せん闘とうに特化してるみたいだし」

　少女の言葉は、自分でも半信半疑といった感じだった。

　可能性としてはほかに考えられないが、それでもそんな可能性はありえないと、そう言ってるようでもあった。

　もしも、ありえるとしたら──

「──それって、やっぱり白鳳六家の誰だれかが？」

「うん。ほかにいないよ。人工知能としての〈カエアン〉は昔から白翁の資産運用に使ってたけれど、それを知ってたのは白鳳六家でもごくわずかだもん」

「……そっか」

　重く、その意味を馳郎は吞み込む。

　ここにきて、要素はさらに増えた。

　敵は、鬼仙ばかりではない。

　ある意味で予想されていたことだが──白鳳六家も絡からんでしまっている。

「『本当は自分が白翁になるはずだった』とも、あいつは言ったよ」

「リコは、そんなの知らないよ！」

「別に、疑ってるわけじゃねえよ。だいたい、俺を無む理り矢や理り白翁にしたてて、お前に何の得があるっての」

　くしゃくしゃと、リコのポニーテールを撫でる。

「ただ、ジンの背後に白鳳六家の誰かがいるなら……」

　ぐら、と視界が揺ゆれた。

　かろうじて保っていた意識が、ついに精神力の限界を迎むかえようとしていた。直ちよく撃げきを回かい避ひしたとはいえ、相手は高電プ離気ラズ体投マカ射砲ノンだったのだ。もしも、ジンと〈ツール〉がもう一機のハッキングに成功していれば、馳郎ごとき即そく死ししていたに違いない。

（〈コキュートス〉を使って……やっとこれ……）

　直前の記き憶おくが、フラッシュバックする。

　以前、ナタの火か焰えん鬼き宝ほう・五ご火か神しん焰えん扇せんと火か尖せん槍そうを防ぐために、〈カエアン〉がつくりあげた防性プログラムだった。冷れい凍とうガスを撒まき散らして高熱を遮しや断だんする特とく殊しゆ機能が、すんでのところで少年の身体を守ったのだ。

「そうだ……〈カエアン〉は……どうなったんだ……」

「まだ調整中。歪ゆがんだフレームとか入れ替かえてるしエラーのチェックはあるし、まだ数日はかかるよ。だから、お兄ちゃんもその間は寝ねてて」

「そっか」

　それで、糸が切れるのを感じた。




「……〈カエアンあいつ〉、大だい丈じよう夫ぶ、だったか」




　ぽそりと呟つぶやいて、ベッドに倒たおれ込む。

　手足がひどく冷たかった。火傷やけどはじんじんと痛むのに、痛み以外あらゆる感覚が鋏はさみで切り離はなされているようだった。

　細々と残った聴ちよう覚かくに、とあるやりとりが聞こえた。

「──さて、もうすぐ朝ですしね。私も眠ねむりましょう」

　ふああと眠そうな、あくび混じりの声。

「あ、こら少シヤ影オイン！　あたしに調査を任せる気!?」

「腐くされお嬢じよう様さまもたまには頭を使わないと、ますます中身が軽くなるでしょう。執しつ事じとしては、主あるじの心身の健康を守るのが務めかと存じます。……どうせ、走り回って、鼻を利きかすぐらいしかできないんですから」

「あんた、何つけたした！　潰つぶされたいの!?」

「……はは」

　いつも通りのやりとりが、今ばかりは心ここ地ちよかった。

　もう、視界は真っ暗だ。瞼まぶたを閉じているという意識はない。ただ単純に、視覚を保つだけの余力も失われたという話。




　ほんのかすかに、笑って。

（ナタ……）

　少女のことを、思って。




　馳郎は、やっと意識を手放したのであった。
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　馳郎が昏こん倒とうして、少シヤ影オインと蓮リヤ花ンフアが別室に移った後、少女はデスクに向かっていた。

　モニターには、いくつもの地図と監かん視しカメラらしき映像が明めい滅めつしている。

　彼女なりのやり方で、ナタやジンを捜さがしていたのである。黄こう坂さか市中のカメラを総動員して、少しでも彼らの手がかりがないか照合の真っ最中だ。無論、中には警察のネットワークも使われているのだが、このあたりは普ふ段だんから白翁の鼻はな薬ぐすりを嗅かがせた賜たま物ものである。

「……、お兄、ちゃん」

　途と中ちゆうで、少女の指が止まった。

　その顔がぎこちなく固まっていて、唇くちびるがとがったりへの字になったりを繰くり返して──やがて耐たえきれなくなったように、つうと雫しずくがこぼれた。

　涙なみだであった。

「リコって、本当に……」

　ぐし、とだぶだぶの袖で拭ぬぐったところで、不意に少女は部屋の奥を振ふり仰あおいだ。

　リコの視線の延長上で、床ゆかからひとつのポッドがせりだしたのだ。

「──ど、どうしたの、〈カエアン〉？」

　と、少女は訊きいた。

　ポッドには、傷だらけのジャケットが浮ういていた。

　さきほどの話にも出たが、〈カエアン〉の本体はいくつものサーバー間で同期管理されており、馳郎のジャケットに備えられているのは端たん末まつに過ぎない。

　しかし、特別な端末であった。

　着用ウエアするラブルコンピュータというカタチを決定したとき、〈カエアン〉が選んだのは最初のチップセット──作製者であるリコにも選せん択たくの理由が分からない──時じ代だい遅おくれのＣＰＵ群だったのだ。

　無論、サポートには最新型の集積回路がふんだんに使われているし、性能の向上に伴ともなって差し替えられてもいるが、この中ちゆう核かくとなるチップセットだけは手をいれたことがない。

　いうなれば、〈カエアン〉オリジナルとでもいうべき存在であった。

「え、と、修理の機材に不備とかあった？」

『そちらは問題ありません』

　機械音声が、告げた。

　幸い、先のチップセットには戦闘でも損傷が見られなかった。

　ゆえに、それらの中核部分だけを摘てき出しゆつし、スペアと入れ替える作業が基本である。これだけなら短時間の作業とも思えるのだが、〈カエアン〉の注文はかなりうるさく、最終的なカタチになるまで何度もチェックと部品の入れ替えを繰り返すのが常だった。

　お気に入りの服の組み合わせを探してるみたい、とはかつてのリコの言葉である。

『泣いてらっしゃいましたか』

「え、えと、あ」

　慌あわてて、少女が腫はれ上がった目を隠かくす。

　やがて、観念したように指の隙すき間まが開いて、儚はかない泡あわみたいなため息をこぼした。

「リコって本当に、お兄ちゃんに迷めい惑わくかけてばかりだよねって」

『迷惑とは？』

「お兄ちゃんが白翁になる必要なんてどこにもなかったの。こんなお金や権力を手に入れて、お兄ちゃんの気がやすまったことなんて一度もないと思う。──リコが一いつ緒しよじゃなかったら、きっと保留なんかじゃなくて無理矢理にでも拒きよ否ひしてたよ」

　八年前。

　あの事件当時、リコはまだ八歳に満たなかった。そんな遺産受け取れるかと喚わめいていた少年が、これからひとりぼっちになる少女のことを教えられて、初めて黙りこくったとき。

「……リコは、お兄ちゃんに守ってもらったのにね」

　黙ったままの少年が、ひたすら苦く悩のうして顔を歪めてごつごつと自分の頭を叩たたいて──やがて、ぶっきらぼうに差し出してくれた火傷だらけの手を、リコはまだ覚えている。




　──『リコ、でいいよな。呼び名は』

　──『え？』

　──『だって、妹なんだろ』




　──あの手を。

　──あの声を覚えている。

　胸の内に、宝物みたいに抱かかえている。

　妹になったときのことを。

　先代白翁という大恩人を亡なくしたリコにとって、あの手はどれだけ救いとなったことだろう。ボディガードにこだわっている兄馳郎だけど、きっと最初に守ってもらったのは自分なのだと、それは少女にとってささやかで輝かがやかしい誇ほこりでもあった。

　……だからきっと、千円ボディガードなんて夢を止められないのだけど。

『マスターらしいと思います』

　不意に、〈カエアン〉が言った。

「え？」

『昨日、私はマスターに心配されました』

〈カエアン〉の証言に、リコは微び苦く笑しようする。

「そうだね。お兄ちゃんだもんね。心配する方が逆なのに」

『私もそう考えます。マスターらしいとは思いますが、そもそも私の役目はマスターをお守りすることです。私が心配されるのは逆でしょう』

「……〈カエアン〉？」

　機械音声の調子は、当然ではあるが極きわめて平板だ。

　しかし、リコはその内側にほんの少し別のものを聞き取っていた。製作者だからか、長い付き合いだからかは分からない。

『リコ様』

　と、音声は続けたのだ。

『リコ様の管理者権限で、お願いしたいことがあります』

「お願いって？」

　そんな言い方も初めてだった。

　基本的な権限はそもそも〈カエアン〉に与あたえている。自分に相談をせずとも、勝手気ままに新しい機能を付け加えるのが、この人工知能のやり方ではなかったか。

　いや。

　以前にも、一度だけあった。

　馳郎のジャケットには最初のチップセットを使うよう、〈カエアン〉が強く主張したときだった。

『こちらの改造許可をお願いします』

　その言葉とともに、新しい映像が、ポッドの表面に浮かび上がった。

　内容は、極めて簡素だった。

「〈カエアン〉、これって！」

　ポニーテールを振り乱みだし、リコが椅い子すから立ち上がる。

『リコ様はマスターに迷惑をかけたくないと仰おつしやいました。私も同じく思います。そのために必要な案を提示させていただきました』

「だけど、これじゃお兄ちゃんも──」

『マスターは、きっと使いこなしてくださいます』

　そして、

『──お願いプリしますーズ』

　短く、はっきりと、機械音声はもう一度告げたのであった。
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　朝になって、雨は幾いく分ぶん落ち着いてきたようだった。

　今は糸のように細く、地を打つ音も立てず、ただひそやかに世界を濡ぬらしている。季節はじきに梅雨つゆとなるが、その前まえ触ぶれでもあったろうか。

　その部屋の窓からは、湿しめった気配だけが感じられた。

　山手側の高級住宅地でも一ひと際きわ目立つ、白しろ塗ぬりの家屋の二階。

　カーテン越ごしにひんやりとした湿しつ気けだけが伝わる中、長い髪かみの少女は携けい帯たい電でん話わを耳にあてていた。

「ええ、そうです。幸い学校も連休中ですので、もう三日ほど、朝あさ葉ばさんにはこちらの別べつ荘そうで過ごしていただくことになりそうです。──すいません、まさか連れん絡らくしてないとは思わなかったので、ご心配おかけしました」

　終しゆう了りようボタンを押して、少女はひとつ息をついた。

　ベッドに腰こしを下ろすと、柔やわらかく沈しずみ込む。そのまま倒たおれ込みたくなる誘ゆう惑わくに抗あらがって、連絡先からもうひとつのアドレスを引っぱり出す。

　何回かの呼び出し音が途と切ぎれて、少ししてから、

「……向こうの両親には、言い訳しておいたわよぅ」

　と、語りかける。

「私と朝葉の関係だから、これでなんとかなったけれど、もう少し早く言っていただけると助かりますわぁ？」

　近くのぬいぐるみを抱だき寄せて、ぽてんと膝ひざに置く。

　それを抱だき枕まくらみたいにして、ぐるりと回した手で、耳元に携帯電話をあてた。端はたから見ていると、鮮あざやかなフェイスロックみたいに映る。長い髪も濡れたような睫まつ毛げも、白しら魚うおのごとき細い指も優美そのものであるだけに、不ふ機き嫌げんそうな表情がなおさら攻こう撃げき的に映る。

　春はる荻おぎ一いち姫ひめ。

　黄こう坂さか市立高校生徒会、不動の生徒会長の私服姿であった。

「ええ、分かっておりますよぅ」

　何度か、小さくうなずく。

　それから、

「……ナタさん」

　電話先の名を、優やさしく少女は告げた。

「無理をなさるときは、私にも一言言ってくださいましねぇ」

　無理するな、とは言わない。

　この少女にそんな言葉が通じるとは、一姫も思っていなかった。馳はせ郎ろうや手て鞠まりが巻き込まれていることについて、事情の説明をさせようともしなかった。

　ただ、自分の友人を信じた。

　話した回数は少なくとも、あの馳郎が連れてきた少女を信じて、自分の最善を成した。

　きっとそれは、彼女が生徒会長である理由だろう。

　けして無責任ではなく不誠実でもなく、静かに見守ってくれる──そういう安心感が、彼女にはあった。

　それきりで、電話が切れた。

「困った方ねぇ」

　小さく、囁ささやく。

　なめらかな頰ほおに指をおいて、小首を傾かしげる。

「馳郎くんには何度かけてもかかりませんし？　七なな門かどくんに話しても、こういう役には立ちそうにありませんし？　はてさて、どういたしましょうねぇ？」

　ふああ、とあくびがこぼれた。

　恥はずかしそうに唇くちびるを閉じて、一姫はんーと声をあげたままベッドに横たわる。

　眠ねむり姫とも呼ばれる黄坂高校の生徒会長は、ほんの数秒ほどで、今度こそすうすうと穏おだやかな寝ね息いきを立てはじめたのであった。
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「……どう？　一姫ってばなんか言ってた？」

　ショートカットの少女が瞳ひとみを輝かせ、ころんとベッドで転がった。

　いや。

　こちらの形状は、寝しん台だいというべきか。古式ゆかしい天てん蓋がいには飾かざり布がかかり、瑞みず々みずしい足がぱたぱたと毛布を蹴け散ちらしている。

　手鞠朝葉。

　昨日、ウーの襲しゆう撃げきに遭あい、氣チイを吸われた少女だった。

　くりくりした目がまっすぐに見つめる、白いワンピースの相手は──小さくうなずき、少女へと携帯電話を返した。

「ああ、うまく口裏を合わせてくれたそうだ」

　白い帽ぼう子し。

　その下でくくった、長い髪が揺ゆれる。

　整った鼻び梁りよう。意志の強そうな、固く引き結ばれた唇。何よりも、幼げな顔立ちの中でどうしようもなく際だっているのが、その瞳だ。

　何十年も何百年も、世界の営みを見つめてきたような、黒い宝石に似た瞳。

　ナタであった。

「キミにも迷めい惑わくをかけたな」

　心底申し訳なさそうに、少女が頭を下げる。

　ベッドに寝ね転ころがった手鞠は、ぶんぶんと交差するみたいに手を振ふった。

「いいのいいの。要はナタちゃんが変なのに絡からまれて、あたしがその手がかりとして目を付けられてるから、安全なところで引っ込んでてって話でしょ。親に心配かけるのもなんだしね。ナタちゃんと戌いぬ見み後こう輩はいの紹しよう介かいなら安心してお世話になっておくよー」

　意識を取り戻もどした手鞠には、そんな風に告げていた。

　ナタの不死属性──あらゆる鬼き仙せんの『力』を無効化せしめる〈渾こん沌とん回かい帰き〉を用いて、手鞠の身体からだに残留していたウーの氣チイを消去したのだ。

　幸い、学校は連休中。

　生徒会長の一姫にも協力してもらって、言い訳の延長をしたわけである。

「なんか、まだ身体が怠だるいしね。ここって中ちゆう華か街がいみたいだけど、戌見後輩とナタちゃんがお世話になってるとこなの？」

「まあ、そんな感じかな。古い知り合いみたいなものでね」

「わ、すっごい！　やっぱりナタちゃんっていいとこのお嬢じよう様さまだったり!?」

「そこは好きに想像してほしいかな」

　手鞠の言葉に、ナタは淡あわく微び笑しようした。

　いいところのお嬢様。

　そんな言葉と自分とがあまりに不ふ釣つり合いで、ほんの少しだけ嬉うれしかったからだ。誤解されるのが嬉しいだなんて、この街に来るまで想像もしなかったけれど。

「戌見後輩の姿は見えないけど、あいつはどうしたの？」

「……まだ、馳郎はいろいろ忙いそがしいみたいでね。私が代理だよ」

「そっか。ナタちゃん、千円ボディガードの助手だって言ってたもんね」

　こくこくと、手鞠がうなずく。

　そうすると、この少女は栗鼠りすみたいに見えた。考えてみれば、学生食堂でいつも大盛りをかっ込んでいる手鞠は、森で餌えさを頰ほお張ばっている小動物のようなものかもしれない。

　その視線が、ふと天てん井じようを向いた。

「戌見後輩かあ」

「あ、あいつがどうか、したかな？」

　露ろ骨こつに詰つまったナタに対して、手鞠はベッドの上であぐらを組んで、うーんうーんと首を傾げ始めたのである。

「いやさ。あたし夢見心ごこ地ちだったんだけど、なんかあいつに先せん輩ぱいっぽいこと言ったような気がするんだよね。中華街のどっかで倒れちゃって、ここに運んでもらったときだったかなあ。……仕事も大事だけど、ぶっ倒れるまで働くのはもっと大事だとか」

「そ、それでは意味が通じないのではないか？」

「だよねえ。なんだっけ」

　きょとんと瞬まばたきし、宙を睨にらんで、

「……あ、そうだ！」

　何か思いついたらしく、ごそごそと自分のポケットへ手をつっこんだ。

　あっちこっちを探しすぎて怪あやしげな体勢になった少女に、ナタが眉まゆをひそめる。

「手鞠？」

「あった！」

　ぱっと、その顔が輝かがやいた。

　小さな巾きん着ちやく袋ぶくろから差し出されたモノに、さしもの鬼仙兵器が戸と惑まどったのだ。

「……それ、は？」

　やっとのことで尋たずねた質問に、手鞠はにっこりと笑え顔がおで答えた。

「うん。あたしは戌見後輩にちゃんと払はらってなかったからね。だから、千円」

　そう。

　今はナタにとっても馴な染じみとなった、この国の紙し幣へい。

　学生でも一、二時間もバイトすれば手にはいるだろうその金額に、白い帽子の鬼仙はどうしようもなく狼狽うろたえた。

「わ、私が、受け取るのか？」

「だって、ナタちゃんが助手なんでそ？　一回トラブル守ってくれたんだからちゃんっと払わないと！　これからもせっせと戌見後輩をこきつかうために、こういうケジメはつけとかないとね」
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「……あ、ああ」

　ひどく困こん惑わくした顔で、少女はその紙幣を受け取った。

　まるでその紙切れが、自分を縛しばりつける〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉などよりも遥はるかに重いと、そういうようでもあった。

「じゃ、頑がん張ばって！　戌見後輩はいくら使ってもいいから！」

　ぐっと、手鞠が力こぶをつくって見せる。

「……ああ」

　曖あい昧まいに笑って、もう一度ナタもうなずいた。

　押されるように、部屋を出る。

　扉とびらを閉じてから、少しの間そこに背をもたせかけていた。だいたい数秒ぐらいのこと。それから目を開けて、長い廊ろう下かの向こうを見つめた。

「待っててくれたのかな」

　と、囁いた。

　はたして、応こたえはあった。

「そういうわけでもない。ただ、どう声をかけたらいいか分からなかったものでね」

　廊下の窓を細い雨が濡ぬらし、雲を透すかした光が、壮そう漢かんの分厚い胸を照らし上げている。

　黄色い道士服。髪かみと顎あご髭ひげはともに灰色で、岩を積み上げたような逞たくましい体つきだった。およそ四十ほどと思われる年ねん齢れいだが、深みのある眼まな差ざしと凛りん然ぜんとした姿勢にこそ、積み上げた時間が滲にじみ出ていた。

　黄坂市中ちゆう華か街がいの長老──黄フアンであった。

「先ほど君が突然現れただけで、こちらとしてはいっぱいいっぱいなのが本音だよ。その名も高い鬼仙兵器を、この狭せま苦くるしい住まいに招いてお恥ずかしいばかりだ」

　ゆるりと、大きな肩かたをすくめる。

「それに、失礼ながら、俗ぞく人じんの生活に気を回すとも思わなかった」

　手鞠の携けい帯たい電でん話わを借りて、言い訳の補強をしたことだった。

　ナタは、心外というように、唇をへの字にした。

「私もこの国に来て二ヶ月だからな。生活に必要な建前ぐらいは判別がつくとも。だいたい失礼というなら、そこで怯おびえている人仙の方がよほどだろう」

　ちら、と視線をやると、長老のすぐ隣となり──廊下の隅すみで縮こまっていた球体が、びくんと躍おどり上がったのだ。

「ふひっ！」

　と、声まであげた。

　以前馳郎に、包パオという名前を告げた相手だった。ほとんど人体の構造を無視して膨ふくれあがった身体が、ぶるぶるぶると痙けい攣れんして、思い切り頭を押さえたままさらに遠くへと避ひ難なんする。

「お、俺様、鬼仙兵器に怯おびえてなんかいませんよ！　いませんからね！　俺様怯えさせたら大したモンっスよ！」

「まあ、これは気にしないでおいてくれたまえ」

　苦く笑しようした長老がとりなして、改めて訊きく。

「ところで、ひとりでどうするのかね？　聞いたところでは、新しい白はく翁おうのところには君が無事なことも伝えてないのでは？」

「……馳郎が、少シヤ影オインに運ばれたのは見た」

　あの戦いから意識を取り戻した後、馳郎が無事リコのもとへ移動したのを確かく認にんして、ナタはその場を去ったのだ。

　中華街のこの館やかたは、前にウーと感応したときに突つき止めていた。

　幸い、先の戦いでウーが消しよう耗もうしたためか、周囲の徘はい徊かい者たちはいなくなっていた。長老たちからしてみれば、徘徊者たちと入れ違ちがいにナタという鬼仙兵器を迎むかえたわけだから、その心労たるやいかばかりか。

　もっとも、そんなことはおくびにも出さず、壮漢はもう一度問うた。

「なるほど。では、今後は？」

「本当なら、太乙タイイーを問とい詰めたいんだが……」

　かすかに、少女が言いよどむ。

　かの仙せん人にんが持つ〈七鍵勅書〉によって、ナタの『力』が解放されたのは半日限り。

　すでに封ふう印いんは、再び元の効力を取り戻している。ウーの情報を求めるにも、戦うための力を得るにも、あの奇き怪かいな鬼仙ともう一度会う必要がある。

　だが、

（……おそらく、まともには喋しやべらないだろうな）

　そうも思ったのだ。

　あの鬼仙が話したのは、単にもうひとりの鬼仙兵器──ウーが制せい御ぎよを離はなれたということのみ。あんな灰はい岡おかジンという若者など、出てくるはずもなかった。

　ならば、太乙タイイーからの情報には、偽いつわりでないにせよ欠けがある。

　それも、おそらくは意図的に隠かくされた欠けが。

「ああ。太タイ乙イー真シエ人ンレンの噂うわさなら、極東の私の耳にも届いたことがある。ずいぶん奇き矯きような人ひと柄がらだと伝え聞いているが」

「それは穏おだやかな話だね」

　少女は、端たん的てきに評価する。

「実際に会った者なら、奇矯どころではすまないよ。あれのせいで消えた国も、一国や二国じゃきかないんだから」

　いくつかの過去を思い出して、ナタは暗い顔になった。

　かつて大戦に自分が投入される以前から、太乙タイイーの名は轟とどろいていた。

　いわく真人。

　いわく鬼き宝ほう狂ぐるい。

　いわく仙人殺し。

　いかなる権力にも迎げい合ごうせず、ただ自分の欲よく望ぼうを満たすためだけに強大な鬼宝をつくりつづける鬼仙きっての取とり扱あつかい注ちゆう意い物件。

　それでいて、五ご岳がく三さん山せんがあれを滅ほろぼせないのも、利用価値が高すぎたためだ。

　大戦を勝ち残るため、太乙タイイーのつくりだした様々な鬼宝は、誰だれもが喉のどから手が出るほど欲しがった。実際、彼のつくりだした鬼宝がどれほどの戦果をもたらしたかは、最終兵器となったこの身が一番の証しよう拠こであろう。

　同時に、あれが早々に五岳三山を離れて隠いん居きよしたのも、狡こう兔と死しして良りよう狗く烹にらる──戦時が終わり、必要なくなった人材から粛しゆく清せいされるという故事を再現しないために違いない。

（なら、ウーは……）

　少女は、思う。

　自分が封印された後、創つくり出されたもうひとりの鬼仙兵器。




　──『だってあたしはね。お姉ちゃんを助けに来たんだもの』

　──『本当だよ？　そのために、あの太乙タイイーから逃にげたんだから』




　強くウーと感応しているナタだが、あの言葉に噓うそ偽いつわりは感じられなかった。

　ならば、あの少女はどのように創りあげられ、どのような教育をなされた結果、ああいう動機を持つに至ったのか。

「──ひとつ、耳に入れておこう」

　不意に、長老が言った。

「何だい？」

「新しい白翁とは、少しの間だが有意義な話をさせてもらった。中には、君のこともあったよ」

「──私、の？」

「ああ。最終兵器としての君をどう扱あつかうのかと、そう訊きいたのさ。──誰かを守るということは、誰かを守らないということだ。いいや、時には誰かを傷つけることさえ意味する。今、君の先せん輩ぱいが襲おそわれたこの状じよう況きようは、君があの兵器を保護したためかもしれない、とね」

　少女の呼吸が、かすかに途と切ぎれた。

　耳を塞ふさごうとした自分の動きに気がつき、精神力の大部分を動員して制止する。

（…………！）

　怖こわかったのだ。

　あの少年が、自分のことを悪く言ったりしないなど、そんなことは分かってる。

　それでも、胸に広がる暗い感情は止まらなかった。

　同時に知っていたからだ。あの少年が誠実であることを。

　誰かに真正面から問われたなら、あの少年はいい加減な答えなど返さないと、それも十分に知っていたからだ。

「こう言っていた」

　と、長老は続けた。

「──先輩がこうなったのは、俺のせいかもしれません、と」

「っ──」

　ひどく、口の中が苦い。

　視界が暗くなる。膝ひざががくがくと震ふるえ出す。最終兵器などというお題目はかけらも残さずに消し飛び、少女はこのときひとりぼっちの子供に過ぎなかった。

「……それから、こう言ったよ」

　それを見て、長老はさらに加えたのだ。




「だけど俺は、未熟だから、あいつを守ります──だとさ」




　言葉は、百年を隔へだてて口にする水のように、少女の内側へ染しみ渡わたった。

「……馳郎、らしいな」

　帽ぼう子しで、ナタは顔を隠した。

　肩が震えるのを必死でこらえた。

　本当に怖かったのだと、実感した。今まで何度となく繰くり返され、拒きよ絶ぜつされてきた歴史は、自分の芯しんまで蝕むしばんでいたのだと、

　だからこそ、少年の言葉は、本当に──

「あいつは……本当に……馬ば鹿かだ」

　少女は言う。

　心底から罵ば倒とうする。

　どうしようもなく、希求する。

　長老は何も言わず、少女の拳こぶしの中ではくしゃりと音がした。

「だったら私も……やれることを……しないといけないじゃないか」

　たった一枚の千円札が、とてもとても大切に握にぎりしめられた音であった。
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　雨のせいか、中ちゆう華か街がいの人通りも極きよく端たんに減っていた。

　開いている屋台は、いつもの半分ほど。食しよく欲よくを誘さそう様々な香かおりも、今ばかりは六月の雨に洗われてしまっている。そんな中をひたひたと歩く人々の影は、まるで墨すみ絵えのようにも見えるのだった。

　そんな通りの、雑居ビルのひとつ。

　屋上から見下ろすとある影は、ひどく奇怪な姿をしていた。

　衣服や顔かたちではない。中華街であれば真しん紅くのチャイナドレスはまま見かける格好であったし、気が強そうな白い美び貌ぼうは、思わず振ふり返って見つめてしまいそうなほどだ。

　──ただし。

　その少女は、棺かん桶おけを担かついでいたのである。

　大きく背中からはみ出したサイズは軽く二メートル超ちよう。対して少女自身はごく平均的な身長となれば、これは遠近感からおかしくなってくる。

　ばかりか、その棺桶から人の声がしたとなれば。

「どういうつもりです？」

　人の耳には届かぬほどの、かぼそい声こわ音ね。

　しかし、この少女に限っては、聞こえてないふりをするのも不可能だった。

　街を見下ろしたまま、ぶっきらぼうに返す。

「何よ」

「一体全体、何をなさってるんです？　鬼仙が風邪かぜをひく心配もないですが、ひょっとして雨に濡ぬれる健康法でも開発なさったんですか？　いや腐くされお嬢じよう様さまの場合風邪のひとつもひかれた方が、馬鹿ではないという証明になりますのにね」

　棺桶からの慇いん懃ぎん極きわまりない声は、もちろん少シヤ影オインのものだった。

　鬼仙の中でもとりわけ陽光に弱いこの青年は、昼の間、少女に背負われて移動しているのであった。

「さっきも言ったでしょ。あたしらはあの斉チー天テイア大ンダー聖シエンを捜さがすって」

「ですが、もうその必要はないでしょう？」

「少シヤ影オイン？」

　訊きき返した少女吸きゆう血けつ鬼きに、棺桶からの声が改めて告げる。

「中華街からの疑いが晴れた今、腐れお嬢様が躍やつ起きになって斉天大聖を捜す理由はないのではありませんか？」

「長老には、鬼仙の事故は鬼仙で解決しろって言われたけれど」

「ええ。だから申し上げているのですよ」

　まだ分からないのですかというように、嫌いやみたらしいため息をつきつつ、棺桶はこう付け加えた。




「あの場では言いかねましたが、私たちにとって最上の結果は、ふたつの鬼仙兵器──ナタとウーの双そう方ほうが潰つぶしあうことじゃないですか」




「……、少シヤ影オイン」

　少女が、ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。

　かすかな呼吸の間を無視して、さらに棺桶は言葉を継つぐ。

「ナタと斉天大聖。あの時じ代だい遅おくれな鬼仙兵器の双方が倒たおれれば、私たちがナタを管理するため、この蛮国に滞たい在ざいする必要もなくなります。くだらない俗ぞく事じにかまけず、山へと戻もどればいいのです」

「ふざけないで！」

　ぴしゃりと、蓮リヤ花ンフアがはねつける。

　言葉だけにとどまらず、裏拳で棺桶を殴なぐりつけた。ごおんと特大の太たい鼓こでも鳴らしたような音が天空に突つき抜ぬけ、「ごぐほおっ！」と嫌な叫さけびが棺桶の中にこだまする。

　しばらく少女が肩かた越ごしに棺桶を睨にらんでいると、

「……糞お嬢様」

　口元を布か何かで拭ふくような音の後、呼びかけの罵倒レベルをひとつ落とし、改めて棺桶が言った。

「ずいぶん白翁へのひいきが過ぎませんか？」

「あいつ？」

　む、と蓮リヤ花ンフアの眉まゆが寄せられる。

「なんで、そこで馳郎が出てくるのよ」

「……いえ、ナタを保護しようとするのは白翁様との関係のためかと思いまして」

「わけわかんないこと言わないでよ」

　じっとりとした少女の視線を、棺桶が認にん識しきしたかどうか。

　ひとつ咳せき払ばらいして、話題を切り替かえる。

「だいたい、相手は鬼き仙せん兵器──あの最終兵器の後期型ですよ。蓮リヤ花ンフア様がのこのこ出て行ってどうなさるつもりです？」

「勝てるわよ」

　あっさりと、蓮リヤ花ンフアが言った。

　その発言が、あまりにも軽い雰ふん囲い気きだったために、

「は？」

　と棺桶も漏もらしたのだ。

「だから、勝てるっての」

「腐れお嬢様、おかわいそうに本当に脳のう味み噌そが腐れてしまって……」

　いともたやすく呼こ称しようが元に戻り、さめざめと棺桶が泣きはらす。

　その棺桶を──今度こそたまりかねた少女が、ぐおんと振り回したのだ。

　鮮あざやかな一本背負いであった。

　屋上の建材が砕くだける。蜘く蛛もの巣状にひびが入り、防水シートが片かた端はしからちぎれ、途と轍てつもない衝しよう撃げきとともに棺桶が半ばまで埋うまった。

　内側に人間がいるとしたら、どれだけ打ち付けられたかは想像を絶する。それこそ飛行機の墜つい落らくにも匹ひつ敵てきするのではないか。

「だーかーら！　ちゃんと聞きなさいよ！　あいつは鬼仙兵器だけど、別に鬼仙の大戦を終わらせるための最終兵器ってわけじゃないでしょ！　確かにナタと同じぐらい強いかもしれないけれど、それはあたしたちが勝てない相手ってことじゃないわよ!?」

　どのような工法によるものか、傷ひとつない棺桶を踏ふみにじって、少女が言う。

　すると、

「……あ、気づかれました？」

　不意に、まったく別の声が近くから聞こえたのだ。

「────っ！」

　少女が跳とびすさった。

　咄とつ嗟さに棺桶を背負って、屋上の縁へり近くで着地した少女が、大きく目を剝むいた。

「あんた……」

　そして、こほんと血混じりの吐と息いきの後、棺桶からも同じく声がこぼれたのだ。

「あなたは……」




「お嬢様は初めまして。少シヤ影オインはおひさしぶりですねえ」




　ひどくにこやかに、影は笑った。

　糸のように細められた目。極ごく上じようの墨すみを思わせて黒い、腰こしまで垂れた髪かみ。服装は上下が一体となった緑の深しん衣いであった。よくよく見れば、しめやかに降る雨が、この男の身体からだだけは濡らしてないことにも気づいただろう。

　会ったことはなくとも、この状じよう況きようで合がつ致ちする人物はひとりしかいない。

　蓮リヤ花ンフアが、呻うめく。

「太タイ乙イー真シエ人ンレン……！」

「是シー。──取り引きに参りました」

　至し極ごくゆっくりと、太乙タイイーは首を縦に振ったのであった。

　刹せつ那な。

　反応は、激げき烈れつだった。

「仙せん人にん殺し──！」

　少女が消える。

　超ちよう筋力による跳ちよう躍やくは、短たん距きよ離り瞬しゆん間かん移動にも酷こく似じした。

「腐れお嬢様！」

　少シヤ影オインの制止も聞かず、彼を封ふうじた棺桶が唸うなる。

　彗すい星せい錘すいを使わなかったのは、威い力りよくよりも速度を優先したためだ。彗星錘を起動するまでの時間を稼かせぐ、牽けん制せいの意図もあった。

　だからこそ、その結果は少女にも思い至らなかった。

　轟ごう音おんとともに、棺桶が炸さく裂れつする。

　その一いち撃げきに回かい避ひも防ぼう御ぎよもままならず、太乙タイイーの身体があっけなく横方向に吹ふっ飛んだのだ。

「え……」

　少女が、瞬まばたきした。

「あー……」

　と、再びため息が棺桶から漏れる。

　屋上の壁かべに激げき突とつしたまま、漫まん画がのようにめりこんだ太タイ乙イー真シエ人ンレンが白目を剝いていたのである。

　ぴくり、とも動かない。

「ちょ、ちょっとあんた……」

　茫ぼう然ぜんと、蓮リヤ花ンフアが呼びかけようとしたところで──その身体が壁から抜け出て、正面から転げ落ちる。

　自発的な行動というよりは、重力のなせる業わざであったろう。

　がちんと額から床ゆかに正面衝しよう突とつしたことでようやっと意識を取り戻したらしく、「あいたあっ！」と悲鳴をあげつつ、ようやく太乙タイイーが起き上がった。

「ひ、ひどいですねえ。もう少しで滅ほろぶところでしたよ。──あ、折れてる！　これ腕うでが複雑骨折してますよ！　どうしてくれるんですか！」

　手を振ふっただけで、ごきゃごきゃ、と骨が折れる音が聞こえた。

　太乙タイイーの顔が赤くなり、青くなり、激痛を通り越こした無表情でそっと手を添そえるとゆっくり手のカタチが戻っていく。

　鬼仙ならではの回復力ではあった。

　もっとも、ろくに氣チイを込めてない一撃であったからこそだ。殴ったのが彗星錘であったなら本当に滅んでいたかもしれぬ。

「あ、あの……」

「だから、止めようとしましたのに。仙人殺しとは言われてますが、その安直でくだらない異名は、太乙タイイー本人が鬼仙を殺したことによるものではありません」

　少シヤ影オインが、いつもの毒どく舌ぜつを織り交ぜながら、棺かん桶おけの内側から滔とう々とうと語る。

「彼自身がつくりだした鬼宝──ナタやウー、また彼女たちの持ついくつかの鬼宝や支し族ぞくに分け与あたえられた鬼宝によるものですよ。また、ほとんどの鬼宝は大量の氣チイを必要とするため、鬼宝づくりに特化した太乙タイイー自身には使えないというのも有名でした。ですよね？」

　最後は、ひいひいと涙なみだ目で手足をこする太乙タイイーに向けたものだった。

　すると、太乙タイイーは曖あい昧まいに笑いながら肯こう定ていしたのだ。

「あはは、なにしろ鬼宝をつくるのに最も効率のいい不死属性に調整しちゃいましたからねえ。戦いとかそういう野や蛮ばんなことはほかの鬼仙に任せればよろしい。僕は僕のつくった鬼宝の美しささえ堪たん能のうできればそれでいいんです」

「お弟で子しの方々も、それでずいぶんと滅んだはずですが」

「あは。まあ仕方ないですよね。現実は厳しい。たとえ鬼仙であろうとも、天の理ことわりからは逃のがれられない」

　太乙タイイーは、目を細めて、曇どん天てんを見上げる。

　どこか、狐きつねを思わせる目であった。

　それを油断なく見つめて、そっと蓮リヤ花ンフアは間合いを詰つめた。

「じゃあ、滅ぼされにきたってわけ？」

「いやいやいや」

　ぶんぶんと、太乙タイイーが手を振る。

　それで、ひっつきかけた骨がまた剝はがれたのか、「あいったあああっ！」と再び悲鳴をあげて、涙目で手をなでさする。

「こんな貧弱な身体でわざわざやってきたことを評価してくださいよ。せめて話を聞くぐらいの価値はあると思うんですが、いかが？」

「──腐くされお嬢じよう様さま」

　少シヤ影オインが声をあげる。

　よく考えろ、ぐらいのニュアンスを込めた呼びかけであったが、

「腐れ腐れ、うるさい！」

　振り向きもせず、棺桶が殴りつけられる。

　ぐわんぐわんという反はん響きよう音とともに沈ちん黙もくした棺桶をおいて、少女は深呼吸した。

　それから、

「──取引って何よ？」

　と、訊きいたのだ。

　にこにこと、太乙タイイーは笑った。

　こちらの脳のう髄ずいに忍しのび寄るような笑い方であった。

「至極単純ですよ」

　す、とその手が深衣の懐ふところから、古びた巻物を取り出したのだ。

「こちらが斉天大聖の制せい御ぎよ鬼き宝ほう──〈緊きん箍こ児じ〉を操る〈緊きん箍こ呪じゆ〉にございます」

「な……！」

　蓮リヤ花ンフアと──これはさしもの少シヤ影オインも驚きよう愕がくしたのだ。

　ナタに埋め込まれた〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉に相当する、もうひとつの鬼仙兵器を操るための鬼宝。存在こそ予想されていたが、よもやこうもあっさりと目の前に現れるとは。

「あんた、それは……」

　混乱でもつれる舌ももどかしく、蓮リヤ花ンフアが訊く。

　対する太乙タイイーは、独特の笑えみを深めるばかり。

「いえ、さっきも話しましたけれど、僕はほとんどの鬼き宝ほうを使えませんもので。せっかくの〈緊箍呪〉ですが、文字通り宝の持ち腐ぐされというわけですよ」

　この場にナタがいたなら、噓うそだと喝かつ破ぱしたことだろう。

　少なくとも、ナタの〈七鍵勅書〉はこの青年自身が使ってみせたのだから。仮に本当だとしても、だったらウーと戦う前に、どうしてその鬼宝を渡わたさなかったのか。

「どうです？　こちらの〈緊箍呪〉、魅み力りよく的には映りませんか？　あ、無む理り矢や理り奪うばおうとするなら、破ってしまいますからね？」

「…………」

　少女が黙だまり込む。

　あまりにも、この男の考えは得体が知れなかった。

　貼はり付いたような笑みだけが、こちらを執しつ拗ように観察している。下へ手たに考えれば考えるほど、泥どろ沼ぬまにはまっていくような気がした。

（──ん、やめ！）

　だから、切り替かえる。

　海千山千の陰いん謀ぼう家を前に、自分が裏を読んで何がしかの意味があるとも思えない。だったら、さっさと話を進めて勘かんに任せた方がマシだ。

「さっさと言いなさいよ。目的は何？」

「さすが朱しゆ砂さの公こう女じよは話が早い」

　太乙タイイーの賞賛を無視して、形の良い顎あごをしゃくる。

　すると、真人は巻物を懐へ戻もどし、

「あなた方にこれをお譲ゆずりしますので」

　一いつ拍ぱくおいて、こう告げたのだ。




「──この戦いに介かい入にゆうするのを、やめていただけませんか？」




　　　　＊




　二度目の目覚めは、ゆるやかだった。

　するすると、視界の端はしから闇やみが去っていくような感覚。疲ひ労ろうは抜ぬけきっていなくても、意識はつられて浮ふ上じようしていく。

　見慣れた天窓に、晴れ間の光が射さしていた。

　背の高い観葉植物の葉が、その光を受けて、濡ぬれたように揺ゆれている。

（……雨が、止やんだのかな）

　ぼんやりと、思った。

　心ここ地ちよい陽光に、腕をあげようとして、もうひとつの事実に気づく。

　腕にかかった淡あわい重みの正体に、少年は微び笑しようした。

「リコ」

「ん……」

　眠ねむそうに、白衣の袖そでで少女が目を擦こすった。

「あ、お兄ちゃん」

「ずりおちんなよ」

　優やさしく、少女の頭をベッドの端はしに下ろし、立ち上がった。

　慎しん重ちように身体からだをチェックする。

　腕と足をゆっくりと曲げ、伸のばし、ついで肩かたや腰こし、背中の筋肉なども入念に確かめる。自分の身体がどの程度使い物になるか知っておくのは、ボディガードとして基き礎その基礎だ。たとえ馳郎が無む茶ちやに無茶を重ねるタイプとはいえ、むしろだからこそ、こうした点検は怠おこたらない。

　数分ほど静かにストレッチを行い、次の数分は軽く跳とび、シャドーボクシングみたいに手足を振り回しはじめた。馳郎が訓練した戦せん闘とう技術は、クラヴ・マガやシステマといった軍隊格かく闘とう術とよく似ている。

　動きは徐じよ々じよに速く、鋭するどくなる。

　パンチを躱かわし、相手の懐ふところに滑すべり込むフットワーク。

　ナイフの下をかいくぐり、関節の逆を取る一連の型。

　端で見るリコにも、少年の想定する相手が視えるほどだった。

　イメージトレーニングの相手は、素人しろうとから腕うで利ききのプロまで千差万別。ひとつとして過小評価することも過大評価することもなく、淡たん々たんと少年はウォームアップを重ねる。

　つまるところ、いかにして相手の初撃を回かい避ひし、短時間で制圧して自身と護衛対象の安全を確保するか、という技術である。少年の骨格や素養を懸けん案あんし、〈カエアン〉が世界中の格闘術を比ひ較かく検討した上で、彼ひとりのために組み上げた技術体系。

　かのジャケットがなくても、伝えてくれたものは残っているのだと、そのことを少年は深く嚙かみしめた。

「……うん」

　一通りを終えて、薄うすくかいた汗あせを拭ぬぐってから、少年は義妹いもうとへと振り返った。

「すごいな。ほとんど痛みが消えてる。これだけ動いてもちょっとひきつるぐらい」

「……お兄ちゃんの馬ば鹿か」

　対して、ぷすうと頰ほおをふくらませて、リコが抗こう議ぎする。

　目覚めてすぐ放っておかれたことよりも、つい少年の動きに見とれてしまったことが不満だと、そう言うようだった。──もちろん、馳郎が気づくはずもないのだが。

「言っておくけど、そんなの鎮ちん痛つう剤ざいと栄養剤が効いてるだけなんだからね？　ほとんどⅠ度の熱傷ですんでたから新薬もよく効いたし、被ひ覆ふく剤が人工皮ひ膚ふとしても機能してくれてるけれど、ホントは一週間ぐらい安静にしてなきゃいけないんだから」

　じっと、上うわ目め遣づかいに言いつのられる。

　その様子に、馳郎はたじたじと引き下がり、両手を合わせた。

「や、その、ごめん」

「…………」

　深く、ポニーテールの少女はため息をついた。

「どうせ、お兄ちゃんは人の話を聞かないんでしょ。分かってる。妹だもん」

「え、ええと、そんなにまったく一言も聞かないってことは──」

「──でも、肝かん心じんなところは絶対譲ゆずらないよね？」

「……お、うあ、うぐ」

　ぱくぱくと、金魚みたいに口を開閉する少年である。

　賢妹リコの側はつとめて冷静を装って、部屋のモニターへと視線を移す。

「ウーと灰はい岡おかジン、ナタはこっちで捜さがしてるから。まだ〈カエアン〉は調整中だけど、何か分かったらそっちの端たん末まつにデータを流してあげる。だから、リコと連れん絡らく取れるようにしててよね」

「分かった」

　素す直なおに、少年がうなずく。

　端末というのは、これもリコ特製の品のことだ。市し販はんの携けい帯たい電でん話わに偽ぎ装そうしてあるが、中身は予算度外視の特注品。クラウド化された〈カエアン〉と繫つなぐことで、たいていの電子作業は可能な代しろ物ものだった。

　ただ回線の優先度も白翁特権で確保されており、周囲を圧あつ迫ぱくしてしまう事情から馳郎はあまり使いたがらないのだが、背に腹は代えられない。

　いくつか状じよう況きようを確かく認にんしてから、もうひとつ付け加えた。

「蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインは？」

「向こうは向こうで、ウーとか捜すって」

「そっか」

　と、少年はうなずいた。

　蓮リヤ花ンフアについてはボディガードの依い頼らいを請うけ負おってるし、ナタを連れ戻す気はないとも言っていたが、別に目的が完全一いつ致ちしてるわけではないのだ。とりわけ大陸から少シヤ影オインが戻ってきたなら、こちらに話せないこともあるだろう。

　それはそれで、当然のこと。

（……だけど）

　とも、少年は思った。

　最後の、蓮リヤ花ンフアの顔が、脳のう裏りをよぎったのだ。




　──『ひっどい火傷やけどだったのよ』




　自分の髪かみをいじくった少女の、拗すねたような、苛いら立だったような顔。あの顔をさせたというだけで、ちゃんと謝らなければいけない気がした。

「……とりあえず、〈ヘリオス〉は動かせるか？」

　人工知性が操縦する漆しつ黒こくのバンについて、尋たずねる。

「そっちは大だい丈じよう夫ぶだけど、どうするの？」

「ああ。まずは、やっぱナタを見つけないと」

「でも、まだナタちゃんは手がかりもないよ！」

「それは──」

　言いよどんで、少年は困った顔になった。

　軽くこめかみを搔かき、

「なんとなく、分かるから」

　と、口にしたのであった。




　　　　３




　──その夕暮れ。




　紅くれないに沈しずむ校舎は、静かというより透すき通って見えた。

　部活の休日練習も一通りが終わったようで、見える範はん囲い内には人っ子ひとりいない、ただ、しんとした静せい寂じやくだけがわざとらしく張り付いている。

　雨上がりのグラウンドに、ほんの少しだけ残った水たまり。

　湿しめり気けを含ふくんだそよ風の、思いがけない柔やわらかさ。

　かすかな、水の匂におい。

　影かげ絵えのごときこの世界は、ともすれば現実から切り離はなされているようだ。

「…………」

　正門をくぐって、馳郎は新校舎の扉とびらを開いた。

　もちろん鍵かぎがかかっているのだが、このへん生徒会庶しよ務むの手鞠が自分の遊び用に複製していて、その隠かくし場所を馳郎も心得ている次し第だいだ。根がわりと真面目まじめな七門などはしょっちゅう文句をつけるのだが、そのたび言いくるめられたり買収されたりしている。

　校舎の内側は、なおさら異世界だった。

　電球ひとつ点ついておらず、斜ななめに窓から射さす夕暮れの光が乱反射して、どこかしら万まん華げ鏡きようめいても見える。

　階段を、上っていく。

　一段一段、かつかつと響ひびく足音は、それ自体が生き物のよう。

　途と中ちゆうで生徒会室に入り、今度はそちらのロッカー裏に隠してある鍵を持って、屋上への階段へ足をかける。新校舎の屋上は普ふ段だんから施せ錠じようされており、おかげで生徒会の楽園となりはてているのだが、実のところもうひとりだけ常連がいる。

　もうひとりだけ、賓ひん客かくがいると言うべきか。

「……やっぱり」

　と、馳郎は微笑した。

　目を突つき刺さす、鮮あざやかな赤光。

　だけど、手をかざすことはしなかった。もっと大事なことが──燃えるような夕焼けの中で、ぽっかりと浮うかび上がった白い人ひと影かげが、視界に入ったからだ。

　驚おどろくほど白い、中ちゆう華か風ふうのワンピース。

　同じように白い帽ぼう子しをかぶり、少女は屋上の柵さくに触ふれていた。

　自分の接近など、校舎に入る前から気がついていただろうに、少女は素知らぬふりで夕焼けを見つめている。

（……ああ）

　以前も、こんなことがあった。

　あのときは、片目のつぶれた黒猫エイジヤ が、少女の隣となりにいたのだけど。

　あの夕ゆう陽ひのある場所ぐらい──ずっとずっと遠くの国からやってきて、ずっとずっと遠くの国へ去ってしまうのではないかと、そんなことを思ったのだけど。

　そう、心配したのだけど。

「……ふう」

　深呼吸する。

　いつもなら、〈カエアン〉がこちらの脈みやく拍はくを感知して軽口を叩たたいたり、行動を促うながしたりするところだろう。それがないのがかすかに寂さびしくて、同時に自分自身でやらねばならないのだと、思い起こさせてくれた。

「ナタ」

　声に、ぴくんと白い帽子がはねた。

　だけど、すぐには反応してやらないぞとばかりに、辛しん抱ぼう強く振ふり返らない。それでいて、こらえきれない感じにぴこぴこと後ろ髪がみが揺ゆれているのが、ひどくこの少女らしかった。

　だから、

「ナタ」

　もう一度、心を込めて呼んだ。

　今度は、きちんと少女が動いた。

「う、うむ」

　こほんと咳せき払ばらいして、手を後ろに組み、振り返る。

　それでもまだ視線を合わさないよううつむき気味で──こちらを見上げかけるや否いなや、思い切り帽子を引き下ろしたのである。

「や、や、やっぱりやめ！」

「おい！」

　思わず突っ込んだ馳郎を前に、帽子を引き下げた少女の耳が先せん端たんまで赤くなる。

　熟する林りん檎ごの早回しみたいな、見事なまでの紅潮ぶりだったのだが、肝心の少女はそのまま頑がんとして動かない。

「な、なんだか顔を合わせられないんだ。分かれ。分かってくれ」

「……ん、お、おお」

　少年も、なんとなくその気持ちが分かってしまった。はぐれてしまった子犬が、まっすぐ飼い主のところへ戻もどるのを躊ちゆう躇ちよするような、そんな感じ。

　微び苦く笑しようして、できる限り優やさしく尋ねた。

「じゃあ、どうしたらいい？」

「……ほしい」

　もごもごと、消え入りそうな声でナタが言う。

「何？」

「も、もうちょっとだけ、ゆっくり、こっちに、並んでほしい」

　帽子は片手で押さえたまま、もう片手の指で柵をつついていた。

「はいはい」

　素直に従って、馳郎は少女の横に並び、一いつ緒しよの柵に背中を預けた。

　少女の耳は林りん檎ご色いろのまま。隣に並んだせいでますます意識してしまって、自分の顔も熱くなるのを感じた。飛び出しそうなぐらい心臓が大きく鼓こ動どうしてしまい──きっと鬼き仙せんである少女の耳には、それも聞こえているのだろうと思った。

　どくん、どくん、とどうしようもない音。

　心の音。

　やがて、

「……ちゃんと、歩けるんだな？」

　心配そうに、訊きかれた。

「ああ。リコや蓮リヤ花ンフア──後、少シヤ影オインのおかげでな」

「良かった」

　ナタは、小さくため息をついた。

　細くて、しかし長くて、今にも泣き出しそうなぐらいで、少女の小さな肺からすべての空気を絞しぼり出すようだった。

　すべての勇気を絞り出すようだった。

「……キミが、蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインに運ばれていったのは見ていた。だったら、きっと死ぬはずはないってそう思ってた」

「ああ」

　少年はうなずく。

　何百、何千という死と滅ほろびを見てきた少女の見立てが間ま違ちがうことはありえまい。

　だからこそ、ナタが非情だとは思わなかった。むしろ、こういうとき少女が選びそうな道は──

「春までの私なら、黙だまっていなくなっていたよ」

「……ああ」

　これも、肯こう定ていする。

　最も少年が怖おそれたのは、その選せん択たくだったからだ。

　街から離れられてしまっては、ナタを捜さがすのはぐっと難しくなる。相手の狙ねらいがナタで、ふたりの間にある種の感応が結ばれているというならなおさらだ。

　完全に鬼仙同士の戦いに移行した場合、いかな白翁の権力をもってしても、介かい入にゆうできるかどうか。

「じゃあ、今はどうなんだ？」

「…………」

　少女が、沈ちん黙もくした。

　真っ白なワンピースの胸を押さえ、緋ひ色いろの空を見上げ、何度となく呼吸を整えた。

　それから、初めて少年と視線を合わせ、

「キミから、情報収集しようと思う」

　えへん、と少女はワンピースの胸を張ったのだ。

「は？」

　さすがに、馳郎が目を丸くする。

　少年にしても、まったく思いがけない提案だった。

「俺、から？」

「うむ」

　自信満々に、少女が首を縦に振る。

　白い帽子がつられて動き、夕ゆう映ばえに綺き麗れいな残像をつくった。そんな単純な仕草が本当に見み惚とれるほど美しく、たったひとりの観客馳郎は釘くぎ付づけとなっていた。

「手鞠に千円もらったからな。自分なりにこの事件のことを調べてみようと思ったのだが、いかんせん手段がない。ほとほと痛感したのが、私はこの世界に情じよう報ほう網もうを持ってないことでね。それでまあ、いろいろ考えてみた」

　人さし指を持ち上げ、つらつらとナタが語る。

「あのジンは、キミの幼なじみだと言ってただろう」

「お、おお」

　こくこくと、少年が再度うなずく。なんだかこの屋上に来てから、うなずいてばっかりだった。

　それを見て、満足げに少女は続けた。

「だったら、キミから話を聞くのが一番だ。ほら、理り屈くつがつながったろう」

「…………」

　意表をつかれて、少年は間ま抜ぬけな顔をしていた。

　なんだか、ミステリー小説の犯人に、実はキミが探たん偵ていだったんだろうと言われたような顔だった。

「は、はは」

　ついで、身体からだをくの字に折って笑う。

「ははは、そらそうだよな！」

「そうだろう。これでも一時間ほど考え込んだんだぞ」

　ワンピースの細い腰こしに両手をおいて、ナタはうんうんと自分で相づちを打つ。

　馳郎は困ったように頰ほおを搔かいて、訊き返した。

「ここなら、俺と会えると思った？」

「うむ。きっと見つけてくれると思っていた」

　少女の眉まゆが、かすかに哀かなしげな皺しわを寄せる。




「……無ぶ様ざまで滑こつ稽けいな私を、この場所で、キミだったら、きっと見つけてくれるだろうと思っていたよ」




　少し、間があった。

　馳郎が、一言ずつ区切って訊いた。

「……どうして、無様だって思うんだ？」

「ここを、離はなれたくないから」

　夕映えを、少女は振り返る。

　そうすると、白い人ひと影かげは緋色に溶とけてしまいそうだった。

「ここでいいことがあったから。ここでいろんな人と話せたから。ここでみんなでお弁当を食べて、他た愛あいないことで笑って、馳郎と一緒にはしゃげたから。自分でもここにいていいんだと、そんな錯さつ覚かくにおぼれられたから」

　少女の言葉は、哀あい切せつとも悲ひ嘆たんとも違ちがう複雑な感情を帯びて、夕ゆう闇やみの屋上を流れていく。

「それだけで、私はたくさんの人に迷めい惑わくをかけようとしているんだ。実際、あんなによくしてくれた手鞠だって、危あやうく死にかけるところだった。それだけでも私は──あの斉天大聖と変わらないだろう」

「…………」

　少年は、すぐには口を開かない。

　それは違うと、言い返すことをしない。

　あの、中ちゆう華か街がいの長老にも指し摘てきされたことだった。──今のこの状じよう況きようは、君がナタを保護したためかもしれない、と。

「キミも言われたんだろう？」

　実際、少女も悪戯いたずらっぽい瞳ひとみでこちらを見つめたのだ。

　だから、少年はうなずいた。

「ナタも、あの長老に会ったんだな」

「そうとも。手鞠を治してやらなきゃいけなかったからな。そのとき、キミの答えも聞いたぞ」

　人さし指をくるくると回して、少女は記き憶おくを反はん芻すうした。




「だけど俺は、未熟だから、あいつを守ります──と、返したんだって？」




「……う……あ、それは」

　馳郎が口ごもる。

　目の前で復唱されると、気き恥はずかしいどころではない。

　こほんこほんと咽むせかえった少年を好もしげに見やって、ナタはもう一度ため息をついた。少女の身体からこぼれた空気は、恥はじらうように世界に溶けた。

「……キミの、せいだぞ？」

　かすかにうつむき、困ったように囁ささやいた。

「……キミのせいで、私は弱くなった。今こそ街を出なければいけないのに、それができなくなった。これが無様でなくてなんだ。これが滑稽でなくてなんだ？」

「悪い」

　これは真面目まじめに、馳郎も返した。

「本当だよ」

　少女が詰つめ寄る。

　さらに半歩、息がかかるほどの距きよ離りまで。

　向かい合った少女の顔は、ちょうど馳郎の胸むな元もとあたりから見上げる形になって、どちらともなく硬こう直ちよくした。

　退ひいたら負けだとか、わけのわからないことで頭がいっぱいになって、少年の呼吸が止まる。かあっと上ってきた熱で、夕映えに負けないぐらい顔が真っ赤になり、さっきの倍も高鳴る心臓を嫌いやというほど意識した。

　その胸へ、そっと少女の柔やわらかな指が触ふれた。

　電流が、走ったみたいだった。

「き、キミが、私をこうしてしまったんだから、ちゃんと責任を取ってくれるのかな？」

「、責任？」

　言いよどんだ馳郎の顔を、むっと少女が覗のぞき込む。

「分からないんだったら──こうしてやる」

　とがめる口調とともに、その顔がすっと近づき。

　ぺろ、と少年の頰を舐なめたのだ。

「──ん、好吃ハオチー」

　天上の美味を味わったとばかりに、満面の笑えみを浮うかべた少女へ、少年が頰を押さえて声をあげる。

「ナタ！」

「なんだ？　これぐらいの詫わびはあってもいいだろう？」

　ナタが、自分の唇くちびるの感かん触しよくを確かめなおすように、指で触れる。

「そ、そうじゃなくて！」

「……氣チイも欲しかったけれど、馳郎も怪け我がしたところだから我が慢まんしたんだぞ。私の抑よく制せい力をもっと褒ほめ称たたえてくれてもいいと思う」

「……う」

　そんなことを、どこか拗すねた顔で口にするものだから、馳郎も言い返せずに口ごもってしまった。

　ただ、ぽそ、とだけ呟つぶやいた。

「そういや蓮リヤ花ンフアにも、ナタに血を吸われたことがあるのかと訊きかれたけど……」

　声は小さかったが、結果は迅じん速そくで強きよう烈れつだった。

「────っ！」

　今度は、白い帽ぼう子しの少女こそが、凄すさまじい勢いで振ふり向いたのである。

「それで、キミはどうしたのかな？」

「ふえ？」

　きょとんと顔をあげた馳郎へ、少女は嚙かみつくように接近し──慌あわてて、ほんの少し距離をとって、視線を右往左往しはじめたのだ。

「い、いや、仮に、もし仮に、それでキミが蓮リヤ花ンフアに血を吸われていたとしても私がどうこう言うようなところではまったくないわけだが、それはそれとしてどうしても気になってしまうのも仕方がないというような気もするし、こう、その、なんとか、キミにだけは、いろいろ汲くみ取ってもらえたら……」

　ぼそぼそ、と語ご尾びが消えてしまう。

　その様子が思いがけなかったためか、馳郎も瞬まばたきして、なぜだか干ひ上あがった喉のどでつっかえつっかえに返答した。

「い、いや、蓮リヤ花ンフアに、吸われたわけじゃないけど……」

「……本当に？」

　少女が、訊き返す。

　なんだか泣きそうな声であった。

「ほ、本当に」

　あまりに真しん剣けんに見つめられて、かくかくと馳郎が首を上下させる。

　それでやっと安心したのか、ぎゅっと手の甲こうで目め尻じりをぬぐい、ナタは唇をほころばせたのだ。

「そ、そうか。そうなんだな。信じるぞ。信じたからな」

　自分に言い聞かせるような口調で、少女が何度も口にする。

　そうすると、まるで臆おく病びような小動物みたいだった。

「じゃ、じゃあ、最初の話に戻もどっていいかな？」

　とも、言った。

「最初の話？」

「忘れたのか？　情報収集だよ。手鞠に千円もらったんだから、私はちゃんと千円ボディガードの助手として、仕事をしなきゃいけないんだ」

「……ああ」

　馳郎も納なつ得とくする。

　同時に、この少女からそんなことを申し込まれたのが愉ゆ快かいな気分でもあった。

「いいよ。何でも訊かせてやる。まずはジンのことだっけか？」

「うん」

　夕ゆう映ばえを背に、少女は柔らかく微び笑しようした。

「時間がかかってもいい。不完全でもいい。ただ、キミの口から私は聞きたいんだ」

「……少し長くて、支し離り滅めつ裂れつな話になるぞ」

「いいよ。キミの言葉なら」

　言われて、少年ははにかむように頰の火傷やけど跡あとを搔かいた。

　それから、

「じゃあ、最初に俺も知らなかったこと──リコが調べてくれた、今のあいつの話をしようか」

「今の、灰岡ジン？」

「ああ」

　一いつ拍ぱくおいて、馳郎は続けた。

「今のあいつは……なんでもその筋では有名な、殺し屋なんだとさ」




　　　　＊




　日が落ちる頃ころに、もう一つの場所でも動きはあった。

　至し極ごく狭せまい、古びたホテルの一室だった。

　おまけ程度のデスクに電話機。それだけは大きめのベッドがひとつ置いてあって、白いシーツの上からか細い声があがった。

「……起きた、の？」

　若者の胸から、少女が眠ねむたげに身を起こす。

　ひどく気だるげで、ここから離はなれたくないという様子であった。金きん髪ぱつがはらりとこぼれて、ほんのりと紅潮した頰ほおにかかる。

　名な残ごり惜おしげに、少女はもう一度頰ずりした。

「──ああ、よしよし」

　ぽんぽんと、若者の手が少女の背や頭を適当に叩たたいた。

　くすぐったげに、少女が目を細める。そうすると、飼い慣らされた猫ねこみたいな顔になった。値段も気位もとびきり高くて、その分美しいのよと嘯うそぶくような猫だ。

「もう少し、こうしてたかった」

「つか、俺が珍めずらしく無む償しようで働いてるのは、お前がおねだりしたからなんだが？」

「うん。お姉ちゃんも欲しい。絶対欲しいから、今は我慢する」

　あっさりと、少女が前言を撤てつ回かいする。

「わがままなヤツ！」

　対して、若者の呆あきれたような口調は、微み塵じんの嫌けん悪おも含ふくんでなかった。

　いかにもミスマッチなこのふたりは、そういう関係で結びついているらしかった。

　灰岡ジン。

　ウー。

　人間と吸きゆう血けつ鬼き。

　白翁になるはずだったという若者と、もうひとりの鬼き仙せん兵器。

「……ありがと、ジン」

　ウーが若者の首もとにすがりつく。

　すんと小鼻が蠢うごめいて、彼の匂においを楽しんでいるようでもあった。

「なんだよ、今いま更さら」

「あたしね、ジンに会えて本当に嬉うれしい。一秒一秒、生きてるって感じするの。この百年で初めて」

「生きてるねえ」

　片かた眉まゆを芝しば居いがかった感じにあげて、若者は皮肉っぽく唇の端はしを歪ゆがめる。

「生きてるも何も、お前と出会ったのはお前を殺したときだろが」

「……ふふ」

　首チヨ輪ーカーの少女が、淡あわく媚こびを唇に含ませて笑う。

　指先で脇わき腹ばらを──骨と骨の間をなぞって、

「ジンの、人殺しを見ちゃったんだもんね」

　にこにこと笑った。

　無む邪じや気きで、透とう明めいで、どこまでも深い愛情に満ちた笑みだった。

「……あのとき、すごく驚おどろいた。見つけられたからって、何の躊ちゆう躇ちよもなく、いきなりあたしを刺さすんだもん」

「俺も驚いたっつの！　気配もなく現場に現れたと思って、じゃあ仕方ないよなって挨あい拶さつしたら、切っ先しかナイフ刺さらねえんだもんよ！　狙ねらったの骨と骨の間だぞ！　いつのまに、この世界に鉄てつ腕わんアトムができたのかと思ったよ！」

「あとむ？」

「俺の小さい頃に、新しいの放送してたんだよ」

　肩かたをすくめたジンが、言い訳みたいにぼそぼそと付け加える。

「でも、ジン、すぐに刺し直したじゃない。眼球を。〈ツール〉の電流まで使った」

「おお。まともに刺さらないんじゃ、目玉か口の中しかねえもん！　でも、両方やってああこれで安心と思ったら、お前すぐさま起きあがってくるじゃん！　怪我とか全部治ってるし！」

　それは、灰岡ジンと少女の出会い。

　とある殺し屋と鬼仙兵器とが交かわした、噓のような偶然。

「……凄すごかったあ」

　ウーが、若者の胸むな元もとに頰ずりする。

「意識と意識の間に滑すべり込むみたいだった。あんなの達人とかどうとかじゃない。そういう風に生まれた人しかできない」

　ジンとのやりとりを、思い出しているのだった。

　仮にも斉天大聖を称しようする少女は、けして鬼宝のみにその戦力を頼たよっているわけではない。ナタと渡わたり合った一幕でも分かるように、身につけた武術も一流。まして鬼仙としての感覚は、人間のそれを大きく超こえている。

　なのに、この若者は──

「だからね、この人と一いつ緒しよにいたいと思ったの。……あなたに殺されて、本当に嬉しい」

「俺もまあ、殺しを見た相手を放っておくわけにいかねえしなあ？　まあ、ついでに嫁よめにしておくのも面おも白しろいしな！」

「ついで？」

　少女が、きゅっと唇くちびるを尖とがらせる。

　その頭が、すぐに若者の手で、くしゃくしゃと搔き混ぜられた。

「拗すねるなよ！　もちろんこっちも一ひと目め惚ぼれに決まってるだろう!?　だって、俺が殺しても死なない女だぜ！」

　誰だれが、そんなことを信じられるだろう。

　出会ってすぐに──殺し合ってすぐに、そのふたりが恋こいに落ちたなどと。

　そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしすぎる偶然と感情が、このふたりの出会いだなどと、誰が認められるだろう。

「……ま、さすがに、お前の姉さんを捜さがしてハセ公の名前が出てくるとは思わなかったけどな。偶然としちゃあいろいろできすぎてるし、白翁側にしろ鬼仙側にしろ糸引いてるヤツはいるんだろうが、それでもこればっかりは見み逃のがせないわな」

「……どうして？」

　ことりと、吸血鬼が首を傾かしげた。

　ジンは軽く肩をすくめる。

「俺もねえ、あいつと遊びたかったんだよ」

　笑えみに、ぞろりと黒いものが混じった。

「遊ぶんならさ、やっぱ全力でないと駄だ目めだ。俺もあいつも六、七歳だった頃はまあ、じゃんけんや鬼ごっこですんだんだけどさ。年とったんだからいろいろできるわけじゃん。今遊ぶなら、それ全部使い切るぐらいの本気でないと」

　赤い舌が、自分の唇をなめずった。

「全力でやって……それでも俺を負かしてくれるぐらいの相手でないと」

「ジンが、負ける？」

「可能性の話だよ。でもな、あいつだったら、きっと俺が知らない答えを出してくれる。俺と違ちがうやり方を見せてくれる。きっときっと、あいつは俺が無む理り強じいすれば無理強いするほど、予想もしない結果で魅せてくれると信じてる──」

　熱っぽい吐と息いき。

　うわずった口調。

　郷きよう愁しゆうよりもずっと深く、快楽よりもずっと甘く、若者の本質が覗のぞいたかのようだった。

　不意に、空気に鉄の臭においが混ざった。

「……ジン。駄目」

　ウーが、言葉を遮さえぎった。

　少女の鋭するどい爪つめがジンの頸けい動どう脈みやくのあたりを触ふれて、肌はだを切り裂さき、かすかな血を滲にじませているのだった。

「ちゃんと、あたしの方を見て。あたし以外見ないで。──でないと殺しちゃうから」

「いいよ」

　ジンも、あっさり言った。

「お前が気にくわないときは殺せよ。最初からそういう夫ふう婦ふ関係だろ、俺ら」

「殺し合うときだけは、ジンがあたしの方だけを見てくれるもの」

「殺し合ってるときだけは、俺も退たい屈くつから逃のがれられるからな」

　ふたりの視線は、ねっとりと粘ねん質しつに絡からみ合う。

　しかし。

　波が引くように、殺意は去った。

　あるいは、殺意そのものが彼らにとっては食しよく欲よくや睡すい眠みん欲よくと変わらぬ、日常の一ピースであるかのように。

「……ずるい」

　と、ウーは囁ささやいた。

　血を滴したたらせた指が滑すべり、愛いとしそうに若者のそれとつながれた。

「許したくなっちゃう」

「許しとけ」

　うなずいて、若者は陽気に片目をつむる。

「嫉しつ妬とさせたおわびにさ！　終わったら新しん婚こん旅行に行こうか！」

「……新婚旅行!?　すごい！　ジンは何を食べたい？」

「食い気が先か！　ま、俺が食いたいモノは決まってるけどさ」

　少女の身体からだをもう一度引き寄せようとする。

　そこで、機械音声が聞こえたのだ。

『──マスター、よろしいですか？』

　壁かべにかけたコートであった。〈カエアン〉よりやや低いトーンの声は、その分主マスターのジンに似合っていた。

「おお、〈ツール〉」

『準備が整いました』

　短く、それだけをコートは告げた。

〈カエアン〉に匹ひつ敵てきする人工知性が何の準備を整えたのか、ジンもウーも問い返しはしなかった。

「おっし！」

　二の腕うでを叩たたいて、若者はベッドから立ち上がる。

　少し残念そうに、ウーもその後を追った。ちゅ、と自分の中指へ口づけると、たちまちこぼれた血が漆しつ黒こくのドレスとなって少女の身体を覆おおった。

「んじゃあ、宣戦布告といきますかあ！」

　ひどく陽気に、そんなことを若者は口にしたのであった。







　第三章　天の理
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　──しばし、時間はさかのぼる。




「──この戦いに介かい入にゆうするのを、やめていただけませんか？」

　太乙タイイーの言葉は、ふたりの鬼き仙せんを釘くぎ付づけにした。

　ウーを操あやつるための〈緊きん箍こ呪じゆ〉まで取引材料として出して──その申し出が、これだったことを理解しかねたのだ。

　棺かん桶おけに籠こもった少シヤ影オインさえも沈ちん黙もくし、蓮リヤ花ンフアは柳りゆう眉びをきつく寄せた。

「何が、目的なの？」

「ああ、目的ですか。んふふ、気になります？」

　一いつ瞬しゆん、真人と呼ばれる鬼仙は瞑めい目もくした。

　数秒して、うっすらとその目を開き、嫣えん然ぜんと唇をほころばせたのである。

「見たいんですよ」

　歌うように、鬼仙は口にした。

「見たい？」

「天の理ことわりは、あのナタに新しい道を指し示しました。それは、千年を費ついやしてきた僕にさえ、事前には読み取れない道でした」

「……何のことよ」

「分かりませんか？」

　意外そうに眉まゆをひそめて、太乙タイイーが言う。

「あの少年ですよ」

「馳はせ郎ろうのこと？」

「ええ。白はく翁おうとやらの後こう継けい者しやを名乗っているらしい──戌いぬ見み馳郎という少年です」

（──どうして、馳郎が？）

　蓮リヤ花ンフアは、ますます混乱を深くする。

　少女の知る限り、太乙タイイーと馳郎の間に交流はなかったはずだ。鬼仙と〈おに〉を仲立ちする白翁なわけだから、間接的に交流している可能性はあるが──だとすれば『白翁とやら』という言い方は迂う遠えんすぎる。

　関係なく、太乙タイイーは先の言葉を続けた。

「僕の卜ぼく占せんではね。細かい差異はあれども、ナタはあなた方に連れ戻もどされてるはずだったんですよ。裏切り者のエイジャは無む惨ざんに死んで、そもそもあんな少年と出会うはずもなかった。僕の予想を覆くつがえすような卦けなど、欠片かけらもなかったんです」

　しみじみと、太乙タイイーは述べる。

　卜占──占うらないと言いつつ、すでに勝負のついた囲い碁ごや将しよう棋ぎの棋き譜ふを、ただ読み上げているようだった。

「なのに、現実はそうならなかった」

　熱っぽく、太乙タイイーは言ったのだ。

　嫌いやな汗あせが滲にじむのを感じながら、蓮リヤ花ンフアが反論する。

「占いのひとつやふたつ外れたところで何よ。恋こい占うらないに励はげむ女の子じゃあるまいし、別段あんたに影えい響きようあるわけじゃないでしょ」

「ありますとも。それも、僕ひとりに限ったことじゃありません。有象無象のつながりはともかく、今回動いたのはひとつの世界を揺ゆるがす変化です。それはつまり、天てん道どうに通じる変化ということです」

　天道。

　太陽が空を通過する経路であり、それ以上の運命を指す言葉でもある。

　大陸のある種の思想は、これらの運命論に基もとづいている。それに応じて、八はつ卦けという一大理論がつくられたぐらいだ。八卦の概がい念ねんは天地自然ありとあらゆるものを表現し、その起源は伏ふつ羲きと呼ばれる神にさかのぼるともいう。

「いいですか？　たまに、そういうことはあるんです。かの劉りゆうの姓せいを持つ農民が皇こう帝ていを志こころざしたとき、太たい公こう望ぼうなんて釣つり人びとと王が出会ったとき、世界は道理をねじまげ人の隣となりに寄り添そう。そのほとんどは無ぶ様ざまな結果に終わりますが、天道に触れるという現象はすばらしい。──以前より僕は、そうした天道の変わる瞬しゆん間かんを、この目で間近で見たいと考え続けていたのですよ」

　太乙タイイーの、焦こがれるような声は高く高く響ひびく。

　ようやっと雨が止やみ、黒い雲の切れ間から陽光が差した。斜ななめにかかった光の階段こそが天道だと言わんばかりに、太乙タイイーは顔をあげた。

「そして、今回ばかりはかなうかもしれない」

　光とともに、笑えみが広がった。

「僕のもとには、もうひとつの鬼仙兵器があるのですから」

「……もう、ひとつ？」

　しばらく黙だまり込み、蓮リヤ花ンフアは当然続くべき問いを口にした。

「ひょっとして、あなたは……そのために、自分からウーを解放したの？」

「もちろん」

　嬉うれしそうに、太乙タイイーがうなずく。

　いつのまにか、手元に円形の器具が浮ういていた。細かい幾き何か学がく模様と漢字が組み合わさった、不思議な円えん盤ばんだった。

　羅ら盤ばん。

　もしくは、羅ら経けい盤ばんともいう。

　さきほど話に出た八卦を、視覚的に捉とらえるための器具だ。

　おそらくは鬼宝か、それに準ずる神秘の力を秘ひめた品なのだろう。

「風水の示した道は完かん璧ぺきでした。ナタが戌見馳郎という星を得たように、斉チー天テイア大ンダー聖シエンもまたこの都市で自らの星を得ると、そういう卦が出たのです」

「星……」

　その単語に吞のみ込まれるように、少女が口にした。

　たかが占いと撥はねつけたものの、蓮リヤ花ンフアも太乙タイイーのすべては否定できなかったからだ。

　実際、彼の言葉には十分な裏付けがあった。

　鬼仙の大戦において、太タイ乙イー真シエ人ンレンが重宝されたのは、鬼宝をもってのみではない。風水や八卦を利用した、さまざまな戦術眼や未来視もあってのことだ。

　千年の時を経へた大鬼仙の、力。

「確信して、僕は斉天大聖を解放しました。何度も何度も計測し、天道に続くと信じたその時間と場所でね。──もっとも、少し問題もありましてね。いやはや、よほど封ふう印いんしていた僕が憎にくかったのか、直後に斉天大聖に殺されかけたんですよ。ほうほうのていで逃にげ出したものの、しばらくは動けなくて参りました」

　あはは、と太乙タイイーが笑う。

「…………」
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　蓮リヤ花ンフアは、息を止めた。

　だからこそ偶ぐう然ぜんとは思えぬほどの──奇き跡せきが起きたと、太乙タイイーは語っているのだ。

　斉天大聖の名を持つ鬼仙兵器と、白翁と関かかわりをもつ殺し屋が一目で恋こいに落ちるという、そんな偶然が起きたのだと。

「……正気じゃないわ」

「正気と狂きよう気きの境さかいを、まさか鬼仙の口から聞くとは。そもそも正気など打ち捨てたから、生命の輪を外れ、不死属性を得るに至ったのではないのですか？」

　そこまで言って、太乙タイイーはああと独ひとり合が点てんした。

「いえ、あなたは特別な方でしたね。この数十年でたったひとり生まれた、鬼仙の子」

「…………っ！」

　少女が、歯は嚙がみする。

　しかし、今回ばかりは、少女を援えん護ごする別の声があがったのだ。

「──失礼ながら、そこまでにしていただけますか」

　冷ひえ冷びえとした声こわ音ねは棺桶のものだった。

　まるで冥めい府ふから吹ふきつけるような、聞く者の芯しんを凍こおらせる響き。

「腐くされお嬢じよう様さまにこれ以上腐れた話を吹き込むのでしたら、先にそのビ×グソの脳のう髄ずいから砕くだいて肥料にでもしてさしあげましょう。千年もぐずぐずに爛ただれた味み噌そなら、さぞ良い栄養になるでしょうね。ああ、私、ここしばらく五ご岳がく三さん山せんにひきこもったゲロカスどもの相手ばかりだったので、いささか機き嫌げんがよろしくありませんよ？」

　少シヤ影オインであった。

　本人が棺桶の中では微び妙みようにしまらないのだが、それでも今の言葉には周囲をひしぐだけの『力』があった。

　場合によっては、たとえ陽光を浴びてでも抵てい抗こうするぞと、そういう気き迫はくが発散されていた。

「これはこれは。〈庭師〉様」

　おどけて、太乙タイイーが手をあげる。

　ちら、とその視線が一瞬足あし下もとをさまよい、厳しいものを含ふくんだ。たった一歩、今の気迫で真人は後ずさっていたのである。

　棺桶は慇いん懃ぎんに告げた。

「その汚きたない口からひりだしたい言葉は、これで全部ですか？　でしたら腐れお嬢様から是ぜ非ひを下してもらえば──」

「まだよ」

　しかし、蓮リヤ花ンフアが、棺桶の発言を押しとどめたのだ。

「まだ訊ききたいことがあるわ。──じゃあ、どうして今いま更さらになって、そのウーを操る〈緊箍呪〉を渡わたそうとするわけ？　それって矛む盾じゆんしてない？」

「ああ。別に、星を得た彼らの行く末を見守りたいわけではありませんから」

　急に、太乙タイイーの態度はよそよそしいものとなった。

「どういうことよ」

「僕が知りたいのは、星を得たことが彼らの『力』を変えたかどうかなのです」

「力……っ？」

　蓮リヤ花ンフアの黒い瞳ひとみに、一筋、稲いな妻ずまのごとき啓けい示じが走った。

　彼の言う意味を、悟さとったのだ。

「あんた、まさか……」

「互たがいに星を得たとなれば、それは天道と天道のぶつかりあいでしょう」

　太乙タイイーが、笑う。

「僕が見たいのはただひとつ。互いに星を得たナタと斉天大聖の戦いです。星を得たことで、あのふたりのどちらが上回ったのか、それを知りたい。天道と天道の激げき突とつは、いかなる形に世界を歪ゆがめるのか、それを見ずにいられない」

　笑みはどこまでも濃こく、真人の顔を広がっていく。

　塗ぬりつぶしていく。

　あるいは、さらけ出されているようでもあった。この太タイ乙イー真シエ人ンレンという仙せん人にんの本質が、天道という話題によって炙あぶり出されたようにも見えた。

　好こう奇き心しん。

　あるいは知ち識しき欲よく。

　それのみによって、この太乙タイイーはナタとウー──ふたりの鬼き仙せん兵器を激突させようとしているのだ。

「……腐れお嬢様」

「ええ」

　棺かん桶おけからの呼びかけに、ひとつ少女はうなずいた。

　太乙タイイーを、見つめ直す。

「取引と言ったわね」

「おお、決まりましたか！」

　歓かん喜き極きわまった様子の太タイ乙イー真シエ人ンレンに、

「──決まったわ」

　凛りん然ぜんと、少女は口にしたのであった。
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　──その屋や敷しきは、月光館と呼ばれていた。




　誰だれともなく、自然発生的に呼ばれた名前である。

　大正時代を思わせる和わ洋よう折せつ衷ちゆうのつくりに、月を模した門もん扉ぴの紋もん章しようが印象的だったためだろう。あるいは月の館やかただとか、もっと簡単に月の家などとも呼ばれており、たまに流れてくる異国の音楽も、近きん隣りん市民たちが見たこともない舞ぶ踏とう会を想起させた。

　その月光館に出入りしてる子供と、近くの孤こ児じ院いんの男の子が仲良くなったのは、単純に年ねん齢れいと距きよ離りの問題であった。

　よく遊ぶ公園で、よく顔を見かける相手。

　それだけで、子供彼らには十分。

　子供同士のことだから、大して自分の事情を話すこともなく一いつ緒しよに遊ぶようになった。

　どこにでもある、どこででも当たり前のこと。ただ肝かん心じんのふたりにとっては──それもまたどこにでもあるように──特別だった。

　無二であった。

　仲がよい、というよりももっと別の感情を、ふたりの子供は共有していた。

　惹ひかれあう、というのだろうか。奇き妙みような引力がふたりを結びつけていたと言ってもよい。いちいち喋しやべらなくても、お互いに何をしようとしてるか分かったし、そのくすぐったいようなはち切れるような感覚こそ、当時の彼らにはすべてだった。




　──『とろくせえな、ハセ公』

　──『うるさい、ジン』




　新しい遊びを始めたり、ひとつの決着がついたときの、それは合い言葉だった。

　冬には、雪へ身を投げ出して遊び。

　春には、キャッチボールを飽あきず繰くり返し。

　夏には、一緒に虫を捕とりあって、ジンの持ってきたスイカを食べて。

　いつも、くだらない悪戯いたずらをけしかけるのは灰色の瞳ジの子供ンで、ぶつくさ言いながらも付き合ってしまうのは孤児院の馳男の子郎の方だった。この立場は、見つかって謝らされるときには反対になって、馳郎の側が最初に頭を下げ、渋しぶ々しぶ連れてこられたジンが嫌いやそうに従うのが常でもあった。

　主に悪わる知ぢ恵えを働かせるのがジンで、後始末に奔ほん走そうするのが馳郎だったと言ってもよい。

　ただ、そんな馬ば鹿かげたやりとりも楽しかった。

　ひたすらに、痛快だった。

　一体どれだけ本気で笑って、本気で怒おこって、本気で走ったことだろう。少なくともふたりでいるときは、景色のすべてが、さあどう遊ぶんだと訊いてくる遊技場のように見えたのであった。

　きっと、こんな時間がずっと続くのだと、思っていた。

　──あの日まで。

　デパートが燃えて、馳郎とジンが生き残ってしまった日まで。

「あの日、ジンが同じデパートにいるなんて知らなかったんだけどな」

　馳郎が、小さくため息をついた。

「俺や白翁のおっさんとは、別の場所にいて、やっとのことで逃げてきた非常口であいつに出会った。もう指一本動かしたくないぐらい疲つかれてたのに、それでも目が点になったよ」

「……そういえば、あのときの言葉も君たちだったな」

　ナタが、そっと囁ささやく。




　──『だって、助かったのは君たちだけなんだから』




　事故直後、馳郎にかけられたという言葉。

　あの言葉は、明らかに複数に呼びかけていた。てっきり馳郎と白翁のことかと思っていたが、この数日後に死んだ白翁が「助かった」などと言える状態のはずがない。

　今まで気づかなかった自分は本当に馬鹿だな、とナタは胸の内で呟つぶやく。

「そこで、何があったんだい？」

　改めて、訊いた。

　馳郎が、何事か口にしかけて、頭を搔かいた。

「他人からすれば、何がってほどのことでもないよ。多分呆あきれるだけ。だから今まで言わなかったんだし」

「聞かせてくれ」

　もう一度、頼たのんだ。

「まだ燃えてる最中のデパートを見て、あいつが言ったんだよ。すげえきらきらした目で。嬉うれしそうな顔でさ」

　胸に詰つまった岩を吐はき出すように、少年は続けて言った。




「──綺き麗れいだなあ、って」




「…………」

　ナタが絶句する。

　放心のあまり、そうした言葉を口にするなら理解もできよう。だが、あのジンの態度と今の馳郎の証言を考えれば、そんな当たり前のものであるはずもなかった。

「思わず摑つかみかかったよ。わけわかんないぐらい腹がたってさ。いくらなんでも、それは許しちゃいけない気がした」

　苦く笑しようして、馳郎が話を続ける。

「ろくに覚えてないんだけど、周囲の大人がすぐには止められないぐらい、ひどい喧けん嘩かだったらしい。そらもうよっぽどえげつなかったんだろう。救助活動を終えたばかりの隊員さんが数人がかりで、やっと押さえつけてくれたんだとさ」

　ばつの悪そうな顔で、苦笑した。

　かすかに遠い目になって、空を見上げる。

「──それ以来、ジンには会ってない」

　言い終えた。

　すでに、とっぷりと陽ひは落ちていた。

　屋上から見える地平線を、残光だけが未練げにわだかまっている。多分十五分ほど話していただろうと、馳郎は思った。長いような気も、短いような気もした。

　自分のハジマリ。

　千円ボディガードなんて夢を持つより、以前の物語。

「……そうか」

　と、ナタも言った。

　いつのまにか、少女と少年は並んで座っていた。

　屋上の壁かべにもたれかかり、プラネタリウムでも見ているかのように、星が輝かがやき出すのを眺ながめていた。

「キミは、あのときボディガードを志したんだよな」

　ナタが、また言った。

「じゃあ、ジンは……」

「……多分、そうなんだと思う」

　少年も、うなずいた。

　あまりに、安直な考えではある。

　少年がとある決意をしたのがその日だとしても、ジンが同じとは限らない。なのに、馳郎もナタもそれが一番自然だと、なぜか確信していた。

「殺し屋、か」

　ぽつりとこぼれた声が、夜空に散っていく。

　あまりに相反する、その在り方。何がふたりを分けたのかと、無意味であっても考えずにいられない。

　黒く染まっていく夜空の下で、少年と少女はひとつの想おもいを共有していた。

　辛つらいのか、悲しいのかは分からない。

　ただ同じ色の感情だった。

「──キミは、あの幼なじみと戦えるのかい？」

「それは……」

　少年の言葉が、止まる。

　こつんとふたりの肩かたが触ふれあった。同じ温度で同じ呼吸。

　そのまま、少女の頭が、もう少しでもたれかかろうとしたときだった。

「──わっ！」

　馳郎が、びくんと跳はねたのだ。

　制服のポケットにいれている端たん末まつから、突とつ然ぜん着信音がこだましたのである。

「は、馳郎？」

「や、リコかな」

　取り出した端末に触れて、少年の顔がこわばった。

『よお！』

　と、液えき晶しよう画面から、威い勢せい良よく若者が手を振ふった。

　紅の髪かみ。灰色の瞳ひとみ。何もかもを愉たのしむように歪ゆがんだ唇くちびる。もう六月だというのに、肩から羽織った漆しつ黒こくのコートがこの若者に限っては不自然に映らない。

　灰はい岡おかジン。

「ジン、お前──！」

『おいおい！　どうして番号が分かったのかなんて訊きいてくれるなよ!?　お前のとこの〈カエアン〉だってこの程度の芸当はやってのけるだろうしな！』

　人差し指をこちらに向けて、器用にウインクしてみせる。

　相変わらずの、顔をそむけたくなるようなテンションと陽気さで、同じく液晶を見下ろしたナタが拳こぶしを握にぎったときだった。

　さらに、

『お兄ちゃん──!?』

　端たん末まつ液えき晶しようの下か端たんに、もうひとつのウィンドウがポップアップしたのだ。

　だぶだぶの白衣とくるんとしたポニーテールを見るまでもなく、こちらは馳郎の義妹いもうとたるリコであった。

「リコ！」

『今、白翁のネットワークが突然九十七％まで停止したの！　あわてて原因究明と復旧をしてるところに、こっちの回線へ無む理り矢や理り割り込まれて──』

　混乱した様子のリコに向いてか、ジンが軽く肩をすくめてみせる。

『当然だろ？　もともと同じ〈カエアン〉のつくったネットワークだ。そら〈ツール〉だって割り込めるさ』

『──同じ、〈カエアン〉？』

　リコが、その言葉に反応した。

『それ、どういうことなの。やっぱり、リコが知らない間に〈カエアン〉のバックアップから複製してたの！』

『……今はまったく違ちがう存在です』

　これは、ジンが纏まとったコートから、機械音声が訂てい正せいする。

〈ツール〉。

　もうひとつの、人工知性。

　しかし、今はその正体を確定させるよりも先に、少年の声が割り込んだ。

「──待て、リコ」

　馳郎が、ふたりの会話を押しとどめたのだ。

「ネットワークを停止したって、何だ？」

『く』

　身を折って、ジンは笑えみを浮うかべた。

　リコは、すぐには答えられなかった。

『いよう。どんな気持ちだ？　白翁の資産と権力止められたのは？』

「な……」

　馳郎が絶句する。

　旧友ジンの言葉の意味は悟さとりながらも、受け入れることができなかったからだ。それも当然かもしれない。自分自身把は握あくもしていない白翁の資産を突然止められたと言って、どうやったら納なつ得とくできるだろう。

『うっひゃひゃひゃ！　とりあえず丸一日ほどは緊きん急きゆう資産もホットラインも使用中止！　ああもうやりたい放題しちゃって気持ちいいのなんの！』

「あなたが、やったの──！」

　リコの言葉に、ジンは腹を抱かかえて笑い出す。

　本当におかしくてたまらないと、そういうようだった。

　ひらひらと片手を振って、

『大したこっちゃない。あくまですぐ動かせる資金の口座三百七十八ヶ所やホットライン百五十二通りについて、パスワードを書き換かえたり、凍とう結けつさせてもらったりしただけだよ。ついでに関連する銀行のデジタルデータを吹ふっ飛ばしたから、今いま頃ごろＳシステムＥエンジニアたちが青い顔だろうな』

『どうやって……リコと〈カエアン〉のつくったネットワークを!?　いくら〈カエアン〉のバックアップを複製しても、そんな深くまで干かん渉しようできるわけ──』

『──できるさ』

　断言とともに、若者は笑みを深めた。

『もともと、〈カエアン〉をネットワークの主しゆ軸じくに据すえたのは白翁の膨ぼう大だいな資産を管理するためだろうが。だったら、管財人にも知らさない非常用コードをつくっておくのはまあ普ふ通つうのことだ。そっちだって予想はしてたんだろ？　セキュリティを慌あわてて強化した跡あとは結構あったみたいだし』

　先生が生徒をたしなめるように、人差し指を振る。

『〈ツール〉のことを知った段階で洗い直したんだろうけれど、非常用コードはネットワークの前提に組み込まれてるわけだしな！　どうしようもなかったっしょ！』

「…………」

　しん、と声が絶えた。

　馳郎だけでなく、端末を見守るナタも、こればかりは沈ちん黙もくして見守るしかなかった。

　かろうじて概がい要ようは知れても、迂う闊かつな口を挟はさむことなど許されない。たとえ鬼き仙せんでも最終兵器でも、その例外ではありえない。

　これは、そういう戦いだった。

『そんなの、おかしいもん！　あなたが言ってるのが本当でも、そんな非常用コード誰だれでも使えるようなものじゃないよ！　〈カエアン〉のバックアップだって無条件に新しいマスターを迎むかえたりしない！　当時のマスターである白翁様はもちろん、仮想超ちよう自我を含ふくめた複数の認にん証しようがないと、絶対悪用されないようにしたんだから』

　声を絞しぼり出すように、リコが反論する。

　実際、それは〈カエアン〉の製作者として譲ゆずれない部分だったろう。もともと〈カエアン〉はリコが友達が欲しくてつくりあげたプログラムだ。それが牙きばを剝むき、自分ばかりか兄にまで危害を及およぼすなど、けして認められない事象だった。

　しかし、

『正当な理由ならあるさ！　だからこそ〈ツール〉も俺を認めてくれたんだしな！』

　大げさにうなずいて、ジンがコートの肩かた口ぐちを叩たたいたのだ。

　そして、こう告げた。




『ハセ公に全財産あげた白翁の爺じいさん、俺の祖父だったのさ！』




『え……』

「ジン──！」
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　リコと馳郎の顔色が、再び血相を変える。

『つまり、俺は白翁の直系の孫ってわけ。まあ、灰岡は六家のさらに外の分家だし、俺の母親──白翁の娘むすめってのは、白翁本人に知られぬよう隠かくされていたらしくてさ。古い家だし、政治的にいろいろあった結果らしいぜ？　ヒャヒャ、なんかこういうと時代劇っぽくて格好いいな！』

　いかにも他人ひと事ごとのごとく、大きくコートの肩をそびやかす。

　白はく鳳ほう六家の内情。

　先月の事件で、空うつほ北ほく斗とと空隼はや人との兄きよう妹だいに出会った今なら、その言葉も現実味を帯びてくる。仮にも白翁の血筋となれば、その程度のことはやりかねないと、誰もが思わされたのだ。

『んでもってさ。あのデパートが燃えた翌日、呼び出された病院で爺さんに言われたんだよ。──お前を白翁にするつもりだった、って』

（……だから）

　と、馳郎は思う。

　だから、ああ言ったのか。

　本当は、俺が白翁になるはずだったんだ、と。

　誇こ張ちようでも偽いつわりでもなく、ジンの言葉は真実であったのか。

『だけど、賭かけに負けたからその話はご破算。代わりに、お前にはこいつをやるって、このコートをもらったわけ』

　コートの襟えり元もとを引っ張った若者に、リコが問う。

『……白翁様が、自分から、〈カエアン〉のバックアップを渡わたしたの？』

　それなら、理解はできる。

　リコの目を盗ぬすむ必要もなく、幾いく重えに設けられた厳重なセキュリティを突とつ破ぱする必要もない。ただ〈カエアン〉のバックアップに、「これからは灰岡ジンを新たなマスターと認証せよ」と、そう告げるだけでいいのだ。

　だが、疑問は残る。

　先代の白翁は、何のつもりで、そんな禍か根こんを残したのか。

　そもそも、どうしてジンに譲るつもりだった白翁の座を、馳郎との賭けに供したのか。

　それとは直接関係ない──しかし、自分には重大な質問を、馳郎は口にした。

「先代の白翁があのデパートにいたのは、お前がいたからか？」

『多分な。俺の様子を見に来てたんじゃねえの？』

「……そうか」

　小さく、息をつく。

　長らく、少年の胸につかえていたことだった。

　あの場で、自分が白翁と出会ったのは、単なる偶ぐう然ぜんだったのかどうか。

　答えは、ここに示された。少なくとも、ただの偶然ではなかったと。

『でもまあ、そんなのはどうでもいいんだ。白翁の座なんざお前が持っていってくれてせいせいしてるしな！　あの爺さんがお前に賭けを持ちかける気になった理由は、少しばかり興味があるけど、それだって今は二の次だ。なんせ愛妻におねだりされちゃってるもんでさ！』

『……うん！』

　ジンの隣となりでは、すがりついたウーが頰ほおを赤らめている。

　だが、このふたりの性質を思えば、微笑ほほえましい光景でないことは確かだった。

「何が、したいんだ？」

　馳郎が訊く。

　対して、ジンは右手を指鉄でつ砲ぽうの形にして、

『決けつ闘とうしようぜ！』

　明るく、告げたのだ。

「決闘？」

『おお！　背中くっつけて三、二、一、バーンって感じで！　もちろん、お前の出す賭け金はナタな！』

　どこまでもジンの口調は軽く──内容は裏腹に重く。

　指鉄砲をつくった手で、悪戯いたずらっぽく自分のこめかみをさして、べえと舌を出す。

　馳郎は、端たん末まつの液えき晶しようを見下ろしたまま、口を開く。

「受けなかったら、どうする気だ？」

『あちゃあ』

　この世の終わりとばかりに、若者が天てん井じようを仰あおぐ。

『お前、面おも白しろくねえな!?　こういうのは一回断ったところを、俺が持ちかけた条件であきらめて受けるってのがお約束だろ！』

「お前のやり方は分かってる」

　短く、馳郎が言った。

　今度は、リコが黙だまり込む番だった。

　盤ばん面めんと主導権は義妹リコから兄馳郎へと移り──ふたりの後こう継けい者しやが対たい峙じする。

　馳郎とジン。

　今の白翁と、白翁になるはずだった者が。

『分かった分かった！　じゃあ興ざめだけどバラしちまうよ！　何もなしだとお前決闘受けてくれないだろうし、これからだいたい十二時間──夜明けあたりに、大々的なパーティを開くことにしたぜ！』

　両手を開き、滔とう々とうとジンは語る。

『電気全部カット！　信号全部でたらめ！　水道からガスから鉄てつ道どう網もうから全部差し止めの、ライフライン・ノーサンキューパーティ！』

「な……！」

　これは、さしものナタが目を見開いたのだ。

　現代日本にはいまだ疎うとい少女でさえ、いや疎い少女だからこそ、突とつ然ぜん都市部から生せい活かつ基き盤ばんを奪うばわれたらいかなる災さい厄やくが起こるか、まざまざと想起しえたのだろう。

　しかし、

「…………」

　この場で最も激げき昂こうしそうな馳郎は、ただジンを見つめていた。

　若者の一挙手一投足を見落とすまいと、その瞳ひとみを液晶に凝こらしていた。

「白翁の資産を止めたのは、このためか？」

『おお！　だってお前、無む辜この人命とかかかっちゃったら普ふ段だんの自重とか抑よく制せいとか全部うっちゃるだろ!?　フルに使ってごり押しされたら、事件が起こる前から自衛隊や駐ちゆう留りゆう米軍動かしかねないじゃんか！　まあ、あくまで当座の凍とう結けつばかりだし、デジタル以外での復旧手段も用意してるだろうから三日かそこらもあれば元通りかね。でもま、今回のパーティやってる間は十分だよな』

　にかっと笑い、思い出したように手を叩いた。

『あ。そうそう、今の内にお礼言っておかないと！　スムーズにパーティ開けるのは、お前が黄こう坂さか市を私物化して、あっちこちの公的機関にバックドアつくりまくってたおかげだかんな？　いやあ、前の〈武アー器セナ庫ル〉とか、お前ほんっとイカレてるぜ！』

『ふざけないで！　お兄ちゃんは、自分のためにそんなの使わない！』

『俺だって自分のためじゃねえぞ？』

　抗こう弁べんしたリコへ、わざとらしくジンが肩かたをすくめた。

『ウーがせがむからさ。こいつがナタが欲しいっていうから、俺なりの全力をつくしてるだけ。そんな俺とハセ公がどれだけ違ちがうっていうんだ？』

『えへ』

　若者の腕うでを抱だきしめ、ウーが頰ずりする。

　そんな少女の頭を撫なでながら、

『ま、もちろんハセ公のことだから、鬼仙とナタがやりあったときの被ひ害がいが少ないようにとか、そんな気を回した結果だろ？　でもまあ、だからってやったことの意味が変わるわけじゃねえやね！　お、それとも正義のためだからオールオッケーとか言っちゃう!?』

「言わないよ」

　ぽつり、と馳郎が答えた。

「俺も、自分の行こう為いがそんなことだなんて、一度も思ってない」

『おお、さすがハセ公。分かってくれて親友としては嬉うれしい。いやあ、これで正義のつもりだなんて胸を張られたらどうしようかと思ってた！　正義の自警団ってのはいっろいろやばいからさあ！　海外じゃ、「誰だれが見張りを見張るのか」なんて洒落しやれた物言いするんだってさ。ハハハ、漫まん画がなんだけどな！　な、な、せっかくだから最高に豪ごう勢せいな決闘でパーティにしようぜ！　こう、関係ない市民もなるだけ巻き込まれるような、派手で綺麗なヤツ。ハセ公なら分かってくれるよな！』




「……受けてやるから、黙れ」




「馳郎！」

『お兄ちゃん!?』

「それが、お前の頼たのみなら、受けてやる。だからくだらない真似まねをするな」

　怒ど気きが、言葉から漏もれ出ていた。

　どうかすると、少年の身体からだからゆらめく陽炎かげろうが見えそうなほどの、圧あつ倒とう的な感情だった。リコやナタですら、少年がこれほどの憤ふん怒どを発はつ露ろするのを初めて見た。

「悪い、ナタ」

「いいよ。……むしろ、そんな困った顔をしないでほしい。私だってキミと同じ気持ちなんだから」

　これは、ナタがうなずいた。

　ふたりで、端末の液晶へ向かい合う。

『オーケー』

　若者も軽く身を退いて、片目をつむった。

　緋ひ色いろの髪かみから一筋だけ汗あせが伝い、それさえ喜ぶように薄うすい唇くちびるをほころばせて、隣のウーを引き寄せた。

　ひどく無む邪じや気きに、笑っていた。

『……はは、そうだよ。お前はそうじゃなくちゃ。やっぱり遊ぶならハセ公だよな』

「もう、遊びじゃない」

『最後の喧けん嘩かも、決着ついてないものな』

　ジンが言う。

　燃えるデパートと黒く煤すすけた空。痛みも火傷やけども忘れて、殴なぐり合った幼い拳こぶしと拳。

　八年の時を経へて、その続きを若者が持ちかける。

『じゃあ……決闘の場所を決めようか？』




　　　　２




「──午後十時に、中ちゆう華か街がい？」

　時間と場所を聞いて、蓮リヤ花ンフアが眉まゆをひそめた。

「なんで、こっち鬼仙の縄なわ張ばり使ってんのよ。そりゃウーはこっちの問題だから文句はないけれども」

「中華街だったら、白翁のネットワークとか関係なく、長老の口くち添ぞえである程度統制がきくからだよ。夜が更ふけると一気に人が減るし、もともとそっちの縄張りだったせいで白翁としての仕し掛かけも最低限しかないしな」

「相変わらず小こ賢ざかしい頭はよく回るのね」

　呆あきれたように、口にする。

　近くの椅い子すに座って、心ここ地ちよさそうに足を伸のばす。

　アンティークと思おぼしい、大陸風の彫ちよう刻こくがなされた椅子だった。なんだかんだと言いつつ、やはり自分が使う品は故郷のものがお気に召めすらしい。周囲の調度もいかにも高級そうな白磁の壺つぼや飾かざり棚だなばかりで、蓮リヤ花ンフアの説明によれば唐とう代まで遡さかのぼるものも少なくないということだった。

　中華街の東──昨夜、長老と出会った東とう龍りゆう街がいの館やかたである。

　外側は至し極ごく平へい凡ぼんなコンクリートビルでありながら、内側は道教の寺院となっており、その応接室に蓮リヤ花ンフアたちが招かれているものだった。

　蓮リヤ花ンフアと馳郎、それにナタの三人である。

　合流して早さつ速そく、それぞれの情報共有をはかって、まずはジンとのやりとりを話していた次し第だいだ。

「で、そっちはその、太乙タイイーってヤツはどうなったんだ？」

「殴ったわよ」

　あっけらかんと、少女が答えたものである。

「殴った!?」

「だって面めん倒どうくさいことばっかり言うんだもん。取引とかどうとかいっちいち……ええと、そう、しゃらくさいのよ。頭きたから、少シヤ影オイン入り棺かん桶おけでもう一発ぶんなぐってやった」

　鼻を鳴らして、ぷんすかと小さな拳を振ふる。

　可愛かわいい仕し草ぐさであったが、少女の怪かい力りきを知るものならば唾つばを吞のみ込むだろう。

「とりあえず少シヤ影オインの代わりに棺桶にぶちこんで鎖くさりかけたけど、そっちで牢ろう獄ごくか何か用意してくれる？　いつまでも少シヤ影オインに見張らせてるわけにもいかないし」

「お、おお」

　さしもの馳郎も、相手に同情してか、一いつ瞬しゆん合がつ掌しようしてしまった。

　二ヶ月前、少女とやりあったときは〈カエアン〉が全力で防ぼう御ぎよしてさえいなしきれなかった怪力である。あの棺桶の重量でぶん殴られたとなれば、ちょっと結果は想像したくなかった。

　ちょっぴり自じ慢まんげに腕を組んだチャイナドレスの少女が、ところでと話題を切り替かえた。

「じゃあ、先代白翁って一体何をしたかったわけ？　聞いてる限りだと、これでもかと不和の種をばらまいてるようにしか思えないんだけど」

「……そうだな」

　少年も、かすかに目を細めて考え、

「いや、やっぱり分からない。リコもそう言ってた」

　と、かぶりを振った。

　ジンとのやりとりが終わった後、リコはぎゅっと唇をかみしめて、しばらくうつむいた後に言ったのだ。




　──『白翁様が、非常用コードをつくっていたのは、多分本当』

　──『だけど、〈カエアン〉のバックアップだとかジンの話なんて、リコは聞いたこともなかった』




　その言葉に噓うそはあるまい。

　ならば、死に瀕ひんした先代白翁は何を思い、何をしようとしていたのか。

　すべては謎なぞだ。考える時間すら、与あたえられてはいない。

「いよっし」

　蓮リヤ花ンフアが、ぐるりと腕を回す。

　ナタと馳郎のふたりを見やって、

「んじゃ、とりあえず太乙タイイーの馬ば鹿かを脅おどして〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉を提出させよっか。ナタを解放状態にさせとかないとね！」

「……いや、それはしない」

「は!?」

　かぶりを振った馳郎に、蓮リヤ花ンフアが、目を剝むいた。

「何言ってるの！　この前、解放状態のナタで、それでも負けたんでしょ！　〈七鍵勅書〉の封ふう印いん付きで勝てる相手じゃないのは分かってるじゃない！　いつもの喋しやべる服だって修理中なんでしょ！」

「……え、や、その」

　少女の言いぐさに、馳郎が瞬まばたきした。

　本気で怒おこっている顔をまじまじと見つめてから、頭を搔かいて口を開いたのだ。

「……ホント、お前、人がいいのな。それとも、鬼仙がいいっていうのか」

「…………！」

　蓮リヤ花ンフアが、もごもごと口ごもる。

　人差し指を突つきつけようとしたまま、しかし突きつけるべき相手が見つからなくて、ふらふらと虚こ空くうをさまよう。顔は耳まで真っ赤、唇はひどくふやふやしたへの字で、形も安定しない。

　かろうじて、ごくりと唾を吞み込み、

「し、し、し、心配したわけじゃないわよ！　あんたがあっさり負けたりしたら、こっちに迷めい惑わくがかかるからだもの！　ホントだからね！」

「分かってるよ」

　はいはい、と馳郎がいなす。

「そこはまあ、なんとかするって。だいたい太乙タイイーを迂う闊かつに刺し激げきして、〈七鍵勅書〉でナタが操あやつられたりしたら元も子もないだろ？」

「……う」

　それは考えてなかったのか、蓮リヤ花ンフアが押し黙だまった。

　馳郎は、淡あわく微び笑しようする。

　この少女との付き合いはさほど長くないのだが、それでもらしいなあと思わされたからだった。それだけ濃こくて、密度の高い時間を過ごしたのだと、今いま更さらになって少年は実感していた。

　それから、身体ごと少女に向き直り、頭を下げた。

「──蓮リヤ花ンフア」

「な、何よ急に！」

　面めん食くらった少女へ、少年は真しん摯しに口を開いたのだ。




「代わりにひとつ、頼みがあるんだ」




「…………」

　その隣となりで、ナタがそっと自分の頰ほおをつねった。

　先ほどから、妙みように不ふ機き嫌げんそうにふたりの会話を見つめていたのだが、自分でもそうした表情を取る理由が分からないというようだった。

　何百年という年月を経た鬼仙兵器をしても、自分の胸の内は判別しがたい。

（……私は）

　やいのやいのと言い募つのるふたりが、ひどく遠くて眩まぶしかった。これほどすぐ近くにいるのに、空っぽで寂さびしい心持ちが離はなれなくて、自分がとても臆おく病びような生き物になった気がした。

　同時に、ある光景が瞼まぶたから離れなかった。

　──あの若者にしなだれかかっていた、もうひとりウの鬼仙兵器ー。

　自分は、ああなりたいのだろうか？

　それとも、もっと別の関かかわりが欲しいのだろうか？

（……欲しい？）

　胸が、痛んだ。

　異様に、喉のどが渇かわく。頭がぼうっとして熱に浮うかされているかのよう。

　ウーの思念を受けて以来、間欠的にナタを苛さいなむ衝しよう動どうが、今も少女の内側でざわついていた。どうしようもなくおぞましく、それでいて甘い衝動だった。

「ナタ？」

　少年が、振り返った。

「え」

　と、自分の手元を見る。

　いつのまにか少女の手は、少年の肩かた口ぐちに背後から触ふれていた。ばかりか、とろりと開いた唇くちびるが、少年のうなじまで近づいていたことに気づき、わっと声をあげて少女はたたらを踏ふんだ。

「あ、いや……私は……なんでもなくて」

　言い訳にもなってない言葉を連ね、さらに数歩退しりぞく。

　まともに顔も合わせられないといった感じに、白い帽ぼう子しを引き下げ、

「す、すまない！　私は自分で思っていたよりもずっと不ふ埒らちなようで──！」

　ちょうど、そのときだった。




「──取り込み中かな？」




　応接室の木製の扉とびらが開き、新たな人ひと影かげが落ちたのだ。

「長老」

「や、問題があったなら一度席を外すが」

「え？　いや、大だい丈じよう夫ぶです。ちょうど蓮リヤ花ンフアへのお願いも終わったところですし」

「そうかね？」

　不満ありげな蓮リヤ花ンフアと、白い帽子をぎゅっと目元まで引き下ろしたナタを交こう互ごに見やって、ふむと長老はうなずく。

　道士服の壮そう漢かんの表情には、なんとも形容しづらい──居い心ごこ地ちの悪そうでいながら、同時に面おも白しろがってもいるような、悪戯いたずらっぽい色が浮き上がっていた。

「──では、君がそう言うのなら、おふたりにはいささかの我が慢まんをしていただいて」

　と、神しん妙みように前置きしてから、本題を切り出した。

「申し出通り、東中ちゆう華か街がいの住民はおおよそ避ひ難なんさせた」

「……ありがとうございます」

「西中華街は管かん轄かつの違ちがいもあって完かん璧ぺきとは言い難がたいがね。それでも被ひ害がいは最小限に抑おさえられるだろう。華か僑きようの絆きずなは水よりも濃い。いささかの反目や軋あつ轢れきはあっても、こうした災害には一丸となってくれるだろう」

「西は、長老を認めてないんですか？」

「まあいろいろあってね」

　言葉を濁にごして、長老は咳せき払ばらいする。

　それから、もうひとつ尋たずねた。

「ところで、あの先せん輩ぱいには何も言わなくていいのかな？」

　ほかでもない。

　手て鞠まり朝あさ葉ば。ウーに血を吸われた少女のこと。

　馳郎はかすかに顔を曇くもらせ、一度眼をつむってから口を開いた。

「……先輩の様子は、どうです？」

「うむ。ナタ殿どのの不死属性が効いたらしくて、穏おだやかに寝ねているよ。幾いく分ぶん体力は落ちているようだが問題はあるまい。もちろん私と一いつ緒しよに、すぐここを離れる予定だ」

「じゃあ、いいです」

　少年は、かぶりを振ふった。

　あの人に言えることがあるとしても、それは千円ボディガードの依い頼らいを果たした後──ジンとウーを打ち破った後だろう。

「分かった。ただ、向こうからは伝言がある」

　長老が言った。

「伝言？」

「いいか戌見後こう輩はい。あたしの千円を無む駄だにしたら、怒るぞ多分怒るぞめっちゃ怒るぞそのへんちょっと覚かく悟ごしておけよ、だそうだ。──失礼、一言一句違たがわず伝えろと言われたのでね」

　やや恥はずかしそうに付け足したのは、見事に口調も声こわ音ねも再現していたためだ。

　この人らしくて、あの人らしいな、と思った。

　だから、

「──必ず」

　と、思わず微笑してしまったのであった。




　　　　３




　風が強かった。

　淡く、潮の香かおりを含ふくんだ風だ。

　中ちゆう華か街がいでも、これぐらいの高さに上ると、海からの風が直接届くらしい。

　楼たかどのである。

　大陸様式の屋根が、夜空に優美な曲線を描えがいている。建設当時、現地から取り寄せたという瓦かわらは、日本のそれとは異なる艶つやと趣おもむきを保っていた。原色の赤と黄という一見奇抜な取り合わせも、年月を経へて相応に落ち着き、むしろ異国の歴史と伝統を想起させる好例として結実していた。

　朱しゆ雷らい閣かく、という。

　黄坂市の中華街でも一ひと際きわ古く、シンボルになってきた建物だった。

　老ろう朽きゆう化かもあってすでに閉へい鎖さされたその建物の最上階に、馳郎は立っていた。

　テラスである。

　月光が、ほろほろとこぼれている。昨夜からの雨雲は去り、ちぎれた欠片かけらがいくつか空を漂ただよっているきりだ。観光客の姿もすでになく、見下ろす建物の屋根たちが大きくうねって、まるで黒い海原うなばらのように見えた。

　覗のぞき込めば、そのまま溺おぼれてしまいそうな漆しつ黒こくの海。

「……馳郎」

　ふと、名が呼ばれた。

　少年の後ろに、白い帽子とワンピースの少女が佇たたずんでいたのだ。

　夜空の月は満ちており、白ずくめの少女をなおさら皓しろく彩いろどっている。ともすると、少女自身が淡く発光しているようにも見えた。

「来たぞ」

　と、少女が告げた。

「近くか？」

「うむ。あの娘ウーの感情が伝わってくる。ほとんど垂れ流しみたいなものというか、耳元でガンガン怒ど鳴なられている気分かな」

「きつくないか？」

　馳郎が尋ねたのは、その思念によってナタが苦しめられたのも聞いたからだ。

　夢遊病のように夜の街を出歩いたのは、ウーの吸血衝動が伝でん播ぱし、少女に影えい響きようを及およぼしたせいだと知らされている。

「なんとか」

　と、ナタが微笑した。

　言葉ほど余よ裕ゆうのある表情ではなかった。もともと苦痛を表に出さない少女であることを思えば、たった今もどれほどの衝動に耐たえているものか。

「もう少し、ごめんな」

「ああ」

　嬉うれしそうに、少女が笑った。

　どうしてこんな場面でそんな嬉しそうに、とも思うのだが、あえて訊きかなかった。なんとなく分かるような気も、それは少し傲ごう慢まんすぎるような気もした。

「──キミがいるからだよ」

　風に紛まぎれた囁ささやきは、少年の耳までは届かなかった。

　届かないように、意図された囁きだった。

　代わりに、

「──ジン」

　と、少年は低く口にする。

　はたして、返事はあった。

『──準備はできたかよ、ハセ公？』

　若者の声が、聞こえたのである。

　馳郎は振り返らない。朱雷閣の周囲に、いくつものマイクとスピーカーが設置されているのは、すでに把は握あくしていた。同じ白翁の技術を使っているならば、超ちよう小こ型がたの器具を散布するぐらいはたやすいだろう。

『ん？　〈カエアン〉は間に合わなかったのか？　てっきりあの蓮リヤ花ンフアとかいう鬼き仙せんもついてくると思ったんだがな』

　スピーカー越ごしの声に、怪け訝げんな感情がこもった。

　少年の纏まとう制服がカモフラージュしたものでないことも、何らかの装置によって見み抜ぬいているらしい。

「気にするな」

　かぶりを振った。

「だいたい、これから決けつ闘とうするんだろうが。相手にいちいち拳けん銃じゆうの有う無むとか尋ねるのか？」

『お、ハセ公のくせに生意気言ってくれるな』

　すぐに、声は調子を取り戻もどす。

　もう何年も繰くり返してきたような掛かけ合いだった。このふたりが昨夜数年ぶりに再会したばかりと、誰だれが信じられるだろう。

　続けて、馳郎が告げた。

「俺が勝ったら、二度とナタに手を出すな」

『へえへえ、なんぼでも約束してやるよ。んじゃ、ルール解説からいこうか』

　若者の声も極きわめて気軽に、気楽に三文判を押して、鼻歌みたいに言葉を継つぐ。

『決闘のルールは極めて単純。どっちかがどっちかを潰つぶすか降参させたら勝ちな』

「そりゃ分かりやすいな」

　言いつつ、馳郎はかすかに腰こしを落として、踵かかとをあげる。

　猫ねこ足あし立ち。

　さりげなく、ナタが少年の背中に回ってカバーする。

「……馳郎」

「ああ」

　うなずいて、意識を集中。

　前後左右のみならず上空も含めて、いかなる方向から襲おそいかかられてもいいように集中力で網あみを張る。〈カエアン〉のない今、せめて自分の能力は最大限に働かせねば、勝ちの目など見えるはずもない。

　ナタと背中合わせに、それぞれの死角を補い合う。

　無論、人間である自分が鬼仙の超ちよう感覚に釣つり合うべくもないが、精せい一いつ杯ぱいに研とぎ澄すます。

『カウントダウンといこうか？　背中は向けられないけど三からかな？　三──』

　無む邪じや気きな声。

　夜空を響ひびき渡わたり、風とともに吹ふき抜ぬけていく。

　まるで、子供がかくれんぼでも始めるかのような、裏表などない明るい響き。

　そして、

『二──一──』

　違い和わ感かんは、足あし下もとから伝わった。

「────っ！」

　三半規管を揺ゆらす、その地鳴り。

　ぐるり、と天地が回った。

『スタートだ！』

　途と端たん、馳郎の立っていた朱雷閣が土台から揺らぎ、大きく傾かたむいたのだ。

「馳郎！」

　こらえきれず滑かつ落らくしかけ、少年がテラスの柵さくをつかむ。

　拍ひよう子しに、見えた。

　朱雷閣から伸のびる路地の一角。

　その真下に、こちらを仰あおぐ若者の姿があったのだ。

「ジン──！」

「おお、ハセ公！」

　スピーカー越しではない、若者の肉声。

　ジンの唇くちびるが歪ゆがむ。

　コートの内側から、五本の仕掛マニピけ腕ユレータが生える。あたかもヒトガタの蜘蛛くものごとく、五本の鉄の腕と、二本の人の腕が広がった。

「さあ、楽しい楽しいパーティを始めようぜ！」

　笑ったジンが、すぐ隣となりの、もうひとりの人ひと影かげにうなずく。

　同時、口こう訣けつが轟とどろいた。





「花か果か山ざん水すい簾れん洞どう美び猴こう王おうの血をもって、汝なんじの兵器は始祖たる鬼宝に乞こい願ねがう！」






　花果山水簾洞美猴王。またの名を、こうも言う。

　斉天大聖と。

　あるいは、ウーと。

　その瞳ひとみは、すでに火か眼がん金きん睛せいと染まっていた。





「──天に昇のぼりて三十三天、地に潜もぐりては十八層獄ごく」







「一万三千五百斤きん、天上天下もろともに砕くだけ！　如意金箍棒！」






　始祖鬼宝が、少女自身よりも遥はるかに巨きよ大だいな──外周だけで、優にトレーラーほどもあろうかという巨棒と化して、再度伽が藍らんを打った。

　今度こそ、朱雷閣は耐えられなかった。

　天も砕けよとばかりの轟ごう音おんとともに、壁かべも柱ももろともにへし折れ、砕けた窓のガラスが雨のように降り落ちる。膨ぼう大だいな質量の崩ほう壊かいは、紙を引き裂さくよりもたやすく人間を圧あつ搾さくするだろう。

「──くそっ！」

　柵を、自ら少年は乗り越こえた。

　崩壊よりも速く落下しつつ、少年の身体からだが回る。

　制服の袖そでから、別の建物へと一筋の線が伸びたのだ。

　リコが端たん末まつと一いつ緒しよに渡してくれた、いくつかのボタン。制服に縫ぬい付けられたそのボタンのひとつが、細く強きよう靱じんなワイヤーを吐はき出したのである。無論〈カエアン〉のように勝手にバランスを補整してくれたりはしない。少年自身のバランス感覚だけが頼たよりだった。

　手て応ごたえが、あった。

　ぐん、とワイヤーを引っ張る。

　弧こを描えがいて、少年の身体が伽藍から別の建物へと流れ、さらにもうひとつのワイヤーを射出して新たな孤に身を任せる。あたかもアメリカンヒーローのごとき空中機動を経て、少年の身体は安定を取り戻す。

　ぐるりと回転して、逆の手で新たなボタンをむしりとった。

「ジン！」

　若者の姿は、崩壊していく伽藍の外側にあった。いかに朱雷閣が崩壊するのかも、あらかじめ〈ツール〉がシミュレーションしていたものか。

（なら──！）

　さらにワイヤーを放ち、大きく死角へと回り込む。

　油断があるなら、その油断を打つ。

　拳こぶしに握にぎったボタンが、かち、と音をたてた。こちらのボタンは捕ほ縛ばく用のネットとなっている。投とう擲てきした地点で周囲の相手を拘こう束そくする仕組みだ。

　同時、崩くずれ落ちる楼ろう閣かくからは、別の影かげがまっすぐに流れた。

　もちろん、少年は知っていた。





「古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝の兵器は芭ば蕉しよう扇せんの三番目の娘むすめに乞い願う」






　口こう訣けつを叫さけぶ白い少女の瞳も、また火か眼がん金きん睛せい。

　ナタが通常状態でも扱あつかえる、三つの鬼宝のひとつ。





「──三さん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫べ、五ご火か神しん焰えん扇せん！」






　鬼宝の扇おうぎから放たれる業ごう火かは、空中を踊おどる竜りゆうの舌のごとく大地を舐なめ回す。

　まさに三昧であり、狂風であった。

　たったひとりの少女の手になるとは到とう底てい信じられぬ、炎ほのおの狂きよう宴えん。

　しかし、もしも天空から俯ふ瞰かんするものがいれば、気づいたかもしれない。その炎がジンとウーのふたりではなく、まずウーを追い立てるように放たれたことを。

　炎の手から逃のがれるべく、ウーが地面を蹴けった。

（いける──！）

　少年の脳のう裏りに、確信がよぎる。

　ふたりで、ジンを狙ねらう。

　まず司令塔とうたるジンを落とすのが、少年と少女の考えた戦略だったからだ。

　炎に吞のみ込まれるのが自分だけならば、消しよう耗もうを避さけるため、ウーも始祖鬼宝たる筋きん斗と雲うんは使わずに済ますだろう。そう考えた通りであった。

　ゆえに、今度は馳郎が引き離はなされたジンを追い詰つめる。

「──そこ！」

　馳郎の手が、ボタンを投擲する。

〈カエアン〉の支し援えんはなくとも、少年自身の性能スペツクが変わるわけではない。五火神焰扇の爆炎に、視覚と聴ちよう覚かくが幾いく分ぶんでも削そがれた隙すきを穿うがつべく、ボタンは一直線に若者の足下へとひた走る。

　周囲の数メートルに亘わたって、金属糸の網が撒まき散らされた。

　立て続けに、空気を灼やく紫し電でんも網を波打たせる。いかなる暴徒も捕とらえる網と電でん撃げきの二重束そく縛ばく。これを耐たえ抜かれたとしても、また〈ツール〉の仕掛マニピけ腕ユレータや、如によ意い棒ぼうを変じさせたナイフによってネットが断たち切られた後の手段も、馳郎は考え抜いていた。

　ここは数秒稼かせげればよいのだと、そうした発想の攻せめ手。

　──だが。

　少年も、この結果は想像しなかった。

「残念、こっちだよ」

　炸裂地点にいたはずの若者が、噴ふき出した網のすぐ外で笑っていたのだ。

　ほとんど短テ距離レ瞬間ポ移動ートめいた異常。

　だが、その動どう揺ようも少年は抑おさえ込んだ。戦いの最中の混乱は、不利を招くことはあっても勝利を呼ぶことはない。そんなことはボディガードなら当たり前のこと。

　新たなワイヤーを放ち、少年はパートナーへと託たくす。

「ナタ！」

「分かってる！」

　うなずきよりも早く、大地に降りた少女が新たな口こう訣けつを発した。





「古き七支族の血を借りて、汝の兵器は四宝ほう剣けんの六番目の双ふた子ごに乞い願う」

「其は両儀ぎなり四象なり、八はつ卦けを連ね巡めぐり結びて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」






　少女の両手に握られたるは、守護宝剣。

　武術のことわざで、刀は百日、槍やりは千日、剣けんは万日という。習熟するためにそれだけの年月がかかるほど、剣が高度な術理を持つとの教えだ。ナタの身に刻まれた武功は万日ばかりか、その十倍に匹ひつ敵てきする。

　自ら放った五火神焰扇の残り火も踏ふみ散らし、若者へと加速。紅あかと蒼あおの双剣は疾しつ風ぷうと颶ぐ風ふうを重ね、仇きゆう敵てきを討うつべく無む尽じんに振ふるわれた。

　火花が連続した。

　ほとんどひとつの音と思われるほどの、凄すさまじい打だ撃げき音。

「────！」

　ナタが、目を見張った。

　五本の仕掛マニピけ腕ユレータが、少女の連撃をからくも防いだことは驚おどろくにあたらぬ。純じゆん粋すいな戦せん闘とう面では〈カエアン〉を凌しのぐとさえ思われる〈ツール〉なら、その程度のことはやってのけると、先の作戦でも考えられていた。

　しかし、今の最後は──

「……いやあ、怖こわい。ハラハラしたぜ」

　ジンが、笑えみを深めた。

　二本の陰陽剣と、若者自身が持つ二本の刀が嚙かみ合っていた。

「人間が、私に……！」

　思わず、ナタが漏もらしたのも無理はあるまい。

　人間が、鬼仙ナタの術理と反応速度に追いつくなど、ありえることではなかったからだ。

〈ツール〉の支援があるといっても、人工筋肉による強化には限界がある。

　中身が人間に過ぎない以上、四し肢しを使っての行動は本体の骨格や筋肉に制限されるのだ。これを無理に超こえたなら骨折や筋肉断だん裂れつですめば幸い、最悪の場合骨が内臓に突つき刺ささって死亡することすらありえると、馳郎からも教えられていた。

　いや。

　それだけではない。

　前の戦いで、気づくべきだった。

「ジン……お前……！」

　わずかに遅おくれて着地した馳郎も、小さく呻うめく。

（こいつも……氣チイを収しゆう奪だつされてるはずなのに……？）

　何度も事件に遭あい、それなりの抵てい抗こう力を身につけた馳郎でさえ、近くで鬼宝を行使されると疲ひ労ろうを覚えるのだ。

　なのに、ジンにはまったくその気配がない。

　突とつ然ぜん、巨大な影が、ナタとジンの頭上を覆おおった。

　崩壊する伽藍の破は片へんが、ここまで押し寄せたのだ。申し合わせたようにふたりの姿が互たがいに後方へと跳はねて、距きよ離りを取り合った。

　そうしてから、ジンがふふんと頰ほおをゆるめた。

「何だ？　不思議なのはどれかな？」

　両手でくるりと回した日本刀が、コートから突き出した鞘さやへと収まる。

　馳郎は地面を踏みしめ、ナタを庇かばうように身を乗り出してから、口を開いた。

「どうしてナタに追いつける？　どうして氣チイを吸われない？」

「ありゃ単刀直入」

　つまらなそうに、若者が天を仰あおいだ。

「だったら、こういうことだよ。──ウー」

「え」

　駆かけつけてきたもうひとりの鬼仙兵器を、若者はその手に抱だきかかえ──後ろから抱きかかえる格好で、柔やわらかな首筋に顔を埋うずめたのだ。

「ジ、ジン！」

　抗あらがおうとする少女を、若者の唇くちびるが黙だまらせた。

　浮うき出た鎖さ骨こつへと口づけ、すうっと持ち上げるように赤い舌が動く。ちろちろと見せびらかすように蠢うごめいた舌が、そのまま白い歯を剝むき出す。淫いん靡び極きわまりない仕草は、しかし次の瞬しゆん間かんまったく別の意味を持った。

　そのまま、頸動脈へとかぶりついたのである。

「…………っ！」

　さしもの馳郎が、喉のどをひきつらせた。

　少年だけではなく、ナタもまた硬こう直ちよくした。

　鉄錆さびた臭においが空気を満たし、ジンの黒いコートを汚よごした。

　若者の喉が、動いた。

　二度、三度。

　ごく、ごく、と何度となく喉は動き、その内側で嚥えん下かしたものを想起させた。

「吸きゆう血けつ鬼きの血を吸う人間……てのも乙おつだろう？」

　ようやく、若者が唇を離す。
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　血染めの唇で、こういうことだよとばかりに笑ってみせた。唇だけでなく、垂れた血は若者自身の首元まで染めた。

　拭ぬぐっても完全には取り切れず、途と中ちゆうで諦あきらめて言葉の方を続けた。

「面おも白しろいもんでな。最初にやってみたのは単なる好こう奇き心しんだったんだけど……それ以上の結果があった。ああ、どうやら、俺はそういう〈おに〉だったらしいな。まあ〈おに〉としちゃ角つのもないできそこないだが、変へん生じよう属ぞく性せいだけは珍めずらしかったってとこか？」

　変生属性。

〈おに〉を〈おに〉たらしめる、神秘の在あり方。

　空北斗の風を操あやつる力はもちろん、リコの異様なほどの演算能力も、その一種ではないかと言われていた。

　ならば、ジンのそれは──

「鬼仙の血を……啜すする〈おに〉」

　ナタの声もまた、かつてない震ふるえを伴ともなった。

　まるで、それは天敵のような。

　悪夢のような。

　悪あく魔まのような。

「……ジン」

　若者の腕うでの中で、か細く少女が名を呼んだ。

　ひどく熱っぽい響ひびきだった。痛みを堪こらえているのか、それとも快楽に悦よろこんでいるのか。

「おお、悪わりぃ。人前で睦むつみ合うのはほどほどに、だよな？」

「……知らない」

　不満げな少女に優やさしく口づけて、突き放す。

　ほんの少し乱暴なのが嬉うれしかったみたいに、ウーはしどけない表情をつくった。

「さあて」

　ゆっくりと、若者がうなずく。

　蛇へびのごとく粘ねばっこく、湿しめり気けを帯びた、啜り泣なきのような声であった。




「そろそろ、ウォームアップは終わりにするか？」







　第四章　死神の花嫁
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「太陰化生　水位之精　虚危上應　亀蛇合形

　周行六合　威攝萬霊　無幽不察　無願不成

　劫終劫始　翦伐魔精　救護群品　家国鹹寧」






　暗くら闇やみへ、ひそやかに声が流れていた。

　単なる音にあらず。ある種の意思と──神秘の呪じゆ力りよくを込められた声だった。

　棺かん桶おけである。

　地下の一室に横たえられ、何重にも太い鎖くさりを巻き付けられた棺桶だ。大陸風の意い匠しようをなされた、ひどく古めかしくも堅けん固ごそうな木と金属の塊かたまり。





「數終末甲　妖気流行　上帝有勅　吾固降霊

　闡揚正法　蕩邪辟兵　化育黎兆　協贊中興

　敢有小鬼　欲來現形　吾目一視　五嶽摧傾」






　詩文にも聞こえるが、抑よく揚ようは極めて平へい坦たん、

　しかしその内側には恐おそるべき熱と技術が秘ひめられ、声こわ音ねの誘ゆう導どうに従って呪力──鬼仙たちは氣チイとも呼ぶ──無む形ぎようのエネルギーが蠢うごめき出す。





「急速急来応願」






　結果は、すぐに知れた。

　かちゃり、と鎖が外れたのだ。

　あたかも一流手品師の舞ぶ台たいを観みるかのような、鮮あざやかさであった。

　何度か打ち付けるように、内側から打だ撃げき音が聞こえ、ほどなく蓋ふたが横にずれた。そこからひとりの青年が上半身を持ち上げ、なんとも弱ったように首の後ろを撫なでたのだ。

「よしよし、ひさしぶりですがうまくいきました。だいぶ呪じゆ句くがうろ覚えだったんで、ひやひやしましたよ」

　太タイ乙イー真シエ人ンレンが、ひとりごちる。

　魔術である。

　昨日、馳はせ郎ろうに中ちゆう華か街がいの長老が見せたものと、同種の術だった。

　すなわち道術のひとつであり、細かく分類すれば玄げん天てん真しん武ぶ大たい帝てい神しん呪じゆ、という。

　鬼仙と〈おに〉と魔ま法ほう使つかいは、それぞれ別のものとして語られがちだが、別に鬼仙や〈おに〉が魔術を使えないわけではない。もとより、道術は仙術ともいわれるぐらいで、その発はつ祥しようは仙せん人にんの祖までさかのぼる術式であった。

　ただ鬼仙の場合、そんな些さ末まつな技術を磨みがくよりは、不死属性など自らの生態を知った方が、よほど強力で効果的というだけだ。

　もっとも、太乙タイイーの不死属性はいろんな意味であてにならないし、何百年とかけて鬼宝をつくることに特化させた『力』を、今いま更さら野や蛮ばんな戦せん闘とう行こう為いに調節するなど考えただけで吐はき気がする。

　ゆえに、こうした魔術にも手を伸のばすこととなったのだ。

「まあ、若い方々は知りもしないでしょうが」

　ゆるゆると息をつき、棺桶から太乙タイイーは立ち上がる。

　ひんやりとした床ゆかに足をつき、部屋の扉とびらへと手をかける。

「さあ、見せていただきましょう。天道に触ふれた行く先を」

　その瞳ひとみに、恍こう惚こつとした色が宿った。

「ナタと斉チー天テイア大ンダー聖シエン──僕の最高傑けつ作さくが、どちらなのかを」
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　その光景は、馳郎とナタさえも釘くぎ付づけにした。

　──鬼仙吸血鬼の血を啜すする〈おに〉。

　その現実があまりにも理り不ふ尽じんで、あまりにも想定外で、ありえなかったはずの状じよう況きように慄りつ然ぜんと立ちすくむ。ぞくぞくと、冷たいものが血管の内側に注ぎ込まれ、手足から指先までどうしようもなく痺しびれさせた。

「お、前……」

　馳郎が、嗄しやがれ声で問う。

「はは、とりあえずこれがどれぐらい効果あるかが気になるか？　せいぜい栄養剤ざいぐらいなのかドーピングぐらいなのか、はたまたどどんっとサイボーグぐらいのパワーアップなのかってさ？」

　ジンが笑って、とんと足あし踏ぶみした。

　再び、姿が消えた。

「速度はウーより落ちる、かな？」

　次の刹せつ那な、若者の身体からだは少年の頭上にあったのだ。

　さきほどネットを投げられたときにも見せた、瞬間移動じみた跳ちよう躍やく。しかし、これにはナタの身体が反応し、右手の陰いん陽よう剣けんをすぐさま天空へと抜ぬきはなった。

　空中からの一刀と、大地よりの剣けん撃げき。

「────ハ！」

　衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、ジンがぐるりと身体をひねった。

　次に起こったのは、剛ごう腕わんやバランス感覚などで、到とう底てい説明できることではなかった。

　ナタの剣と激げき突とつした瞬間、ジンは刀身に込めた力でベクトルを修正し、自らの身体を大きく回転させて、もう一度夜空へと跳躍したのである。ほとんど重みなどないかのような、無重力の世界でしか考えられぬ動きであった。

　月面ムーン宙返りサルトとばかりにひねりもいれて、若者は元の場所に降り立った。

「うん、いいな、この感じ」

　と、うなずいて見せる。

「なんとなく感覚も鋭するどくなるんだよな？　こう、指先の細さい胞ぼうひとつずつまで感じられるというか、刀の声が聞こえるぞーというか、数十メートル先の街路樹の葉っぱの一枚一枚まで意識を集中できるというか、そういう感じ。お、なんか達人の悟さとりっぽくて、格好良くね？」

　へらへらと笑ったジンだが、その凄すさまじさを見せつけられては言葉も返せぬ。

（……まずい……！）

　馳郎は、ひそかに歯がみした。

　ジンの戦力を読み間ま違ちがったと、認にん識しきしたのだ。

　おそらく、今の封ふう印いん状態のナタとジンはそう大きく変わらない。だとすれば、ここから先の策にも齟そ齬ごが生じる。今の手札を使って、どうやってその齟齬を埋うめるのか。

「どうしたどうした？　この程度で絶望しないでくれよ？　まだまだ先があるって、お前だけのやり方で喜ばせてくれるって、俺に思わせてくれよ!?」

　わざとゆっくりと、ジンが歩み寄ってくる。

　両手に抜いた刀が、月光を反射して輝かがやいた。ほかの人間とていない中ちゆう華か街がいの路地で、その姿は一ひと際きわ不ふ吉きつな殺さつ人じん鬼きのごとく映った。

「ナタ！」

　叫さけんで、少年が新たなボタンをむしり取る。

　投げ放たれた小さなボタンは、空間が焼けつくほどに強きよう烈れつな光を放った。

　閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だん。いっそ圧さえ感じる凄まじい光と音が、あまねく路地を埋め尽つくす。

「────っ！」

　さしものジンが、一いつ瞬しゆんひるんだ。

　若者の瞳には、光量調節のコンタクトレンズが入っていたが、それでも一瞬の硬こう直ちよくを余よ儀ぎなくされたのだ。

「……くっそ、どこに！」

　神経の回復とともに、すぐさま少年の姿を捜さがす。

　またあのワイヤーを使って退たい避ひしたとしても、〈ツール〉のセンサーならば見み逃のがすはずはない。思考命令を下しつつ、若者は目を覆おおった手を下ろした。

　下ろした瞬間、

「な……っ！」

　すぐ前に、いた。

　反射的に出したジンの手を、甲側から馳郎が押さえた。

　逆にとられて身体がついていってしまう。合気道の見本のように、ジンの身体が鮮やかに回転した。

　反応速度や筋力ではない。

　人間の生理的な反応をもって相手を処する技術のひとつ。

（速度と感覚は向上しても、生理機能は変わらないってこと──）

　刹那、打ち倒たおしたはずの馳郎が大きく跳とび退のいた。

「っ──！」

　浅く、血が舞まった。

　若者が纏まとったコート──〈ツール〉の仕掛マニピけ腕ユレータからナイフが飛び出して、馳郎の制服を切り裂さいたのだ。

「ああもう、やっぱり小こ賢ざかしい真似まねしやがるよなハセ公！」

　立ち上がったジンが、土を払はらう。

　下がアスファルトとはいえ、大したダメージはなさそうだった。〈ツール〉の防護機能によるものか、血を吸ったことで鬼仙の回復能力も獲かく得とくしているのかは判然としない。

「危あやうく殺すところだったぜ!?　もう少し盛り上がってから死んでくれよ！」
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「馳郎！」

　ふたりの戦いに駆かけ寄ろうとして──しかし、ナタはできなかった。

　閃光手榴弾の光と音に感覚を閉とざし、そのまま少年を援えん護ごしようとした進路を、もうひとりの少女が塞ふさいでいたのだ。

　同じ鬼仙兵器であれば、五感を閉ざすことなど向こうにもたやすかったのだろう。

「あっちは、ジンの遊びだから」

　区切るように、首チヨ輪ーカーの少女は言った。

「お姉ちゃんでも、邪じや魔ま、させない」

　ゴシックロリータとも、夜会のドレスともつかぬ姿で、少女は距きよ離りを詰つめる。

「──獅シー子ジー、蛇シエ、鷹イン」

　その服が、ちぎれた。

　少女の言葉とともに手首から二の腕まで大きく傷が開き、噴ふん水すいのごとく流れ出た血が服をちぎって、いくつものアカイ獣けものをつくりだしたのだ。

　獅子であり。

　蛇であり。

　鷹であった。

　一度に数十もつくりだされた獣たちは、ナタを中心とする輪をつくった。

「血獣……！」

　見回して、ナタが唇くちびるを嚙かむ。

　そうだった。

　斉天大聖ウーには、この不死属性もあったのだ。

　少女の血を注ぎ込まれた手て鞠まりが異様な怪かい力りきを発揮したことも考えると、今のジンの能力も、ジン単体というよりはウーの不死属性との合わせ技わざというべきか。

　実際、これでジンは角なしなのだ。

　もしも時代が違ちがい、ジンに一本でも角つのがあったなら、彼は文字通り鬼き仙せんに対する天敵であったろう。鬼仙と〈おに〉の海を隔へだてた戦いは、現代に至るまで大きな変化を伴ともなったかもしれない。

　だが、違った。

　彼の生まれたのはこの時代で、角を持たず──代わりに、自らが適合できる斉天大聖伴侶と出で逢あった。

　偶ぐう然ぜんとは到底思えない、いっそ運命というべき出逢い。




　──『風水の示した道は完かん璧ぺきでした。ナタが戌いぬ見み馳郎という星を得たように、斉天大聖もまたこの都市で自らの星を得ると、そういう卦けが出たのです』




　蓮リヤ花ンフアから聞かされた、太乙タイイーの発言を思い出す。

（あれは、こういうことか……）

　天道。天命。

　天の理ことわり。

　太タイ乙イー真シエ人ンレンの計測したそれは、もはや占うらないなどと侮あなどれない。単なる性質や性格の一いつ致ちだけではなく、より深く、より広く、体質や能力にまで至っている。

「…………」

　ざり、と砂がこすれた。

　鳴き声ひとつ立てず、血獣の輪が縮まってくる。

（これだと、〈渾こん沌とん回かい帰き〉も──）

　封印状態でも使用可能な、ナタの切鬼仙りの無札力化。

　しかし、氣チイの消費量からしても使用限度はあるし、これほどの血獣に囲まれては使う隙すきとてない。性質上、〈渾沌回帰〉と鬼宝は同時に使えぬし、鬼宝なしにこの数を凌しのぐ術すべは思い当たらなかった。

　陰いん陽よう剣けんを握にぎりしめる。

　残った氣チイと鬼宝で、どこまでやれるか。ジンと馳郎の戦いも気になったが、今は自分のそれに集中しなければ数秒とて凌げまい。

「────！」

　アカイ獅子が真っ向こうから襲おそいかかった。

　半身退ひき、十分な内功とともに放った下段よりの刃やいばが、顎あごから頭頂にかけて獅子を両断する。緋ひ色いろのシャボン玉のように獅子の身体からだは弾はじけ、その飛ひ沫まつを避さけて双そう剣けんで鶴翼ヘイイ一声ーシエンの構えを取る。

　それを皮切りに、血獣たちが殺さつ到とうした。

　少女を埋め尽くすアカキ獣たちを前に、双剣の閃ひらめきだけが斬線を残す。

　そして、

「さあ、遊ぼうお姉ちゃん？　力ちから一いつ杯ぱい、命の限りに。本当に滅ほろびかけたら、今度こそ私が助けてあげる」

　オーケストラの指揮者のごとく両手を振ふり上げ、金髪妖ウ瞳の妹ーはあどけなく笑ったのであった。




　　　　２




　路地に置きっぱなしの豚ぶたまんの屋台が、真っぷたつに裂けた。

　その隙すき間まを縫ぬうようにして、少年の身体が走る。カンフー映画さながらにパイプ椅い子すを持ち上げ、路地裏を駆け抜ぬけ、看板にワイヤーを引っかけては壁かべを飛び上がり、ジンの刃を避けていく。

「──おいおい、猿さるかお前！　ホントに器用に逃にげ回りやがるな！」

　呆あきれたように、真下からジンの声が聞こえた。

　ワイヤーの牽けん引いん力を利用し、ビルに飛び上がったのだった。からくも柵さくをつかみ取り、身を投げ出すようにして屋上へと転がり込む。

　肩かたを打ち付けた痛みに耐たえて、すぐさま起き上がった。

　よろけるようにして、地上のジンと反対側に走っていく。

（まだ……！）

　と、思う。

　ジンはまだ遊んでいる。本気ならば、とうに少年の命は絶たれているはずだ。

　だったら、やりようはある。

（もう少し、時間を……）

「あ～あ」

　声は、地上からではなく、すぐ頭上から聞こえた。

　ほとんど条件反射的に馳郎の身体が回る。振り落とされた刃は紙かみ一重ひとえで少年を逃のがし、屋上の建材をバターのように切り裂いた。

　助走ひとつとてないジンの跳ちよう躍やくが十数メートルを超こえ、ビルの屋上に達したのだった。

「そろそろ飽あきてきたぜ！　いつまでこれを続ける気だ!?」

「そう言うなよ。飽きっぽいのは変わらねえな」

　目に入りかけた汗あせを拭ぬぐい、馳郎が無む理り矢や理り唇をつりあげる。

　基本的に、性能はすべて向こうが上。さきほどのような奇き襲しゆうも二度は通じまい。迂う闊かつに逃げたところで、背中から斬きられるだけだ。

（だったら……）

　少年は、まっすぐ手を持ち上げた。

　ボタンからのワイヤーを、直接ジンに射出したのだ。

　予想通り、ジンは避けなかった。

「なんのつもりだ？　これだとお前、逃げられなくなるぞ？」

　ぷらぷらと、腕につながったワイヤーを振って、ジンが眉まゆをひそめる。

「覚えてるか、ジン」

「は？」

　ますます怪け訝げんに顔をしかめたジンへ、馳郎が続ける。

「お前、昔さ、よく言ってたろ？　ジェットコースター乗りたいなーって──」

　ボタンを牽引する。

　足を浮うかせた少年の身体が、そのまま若者へとくくりつけられる。ぐるりと回したワイヤーは輪っかになって、息もろくにできないほどきつくふたりを拘こう束そくした。

「ハセ、公!?」

　そのまま、少年はもうひとつのワイヤーを、背の高いコンクリートビルへ結びつけた。

「ジェットコースター、おごってやるよ！」

　最大加速で、ふたりの身体が飛んだ。

　ボタンに内蔵された特とく殊しゆモーターは、軽トラック程度なら軽く引き寄せる。その馬力がたかだかふたりの少年に適用された結果は──この通りだった。

　激げき突とつが、コンクリートの破は片へんをまき散らす。

　悶もん絶ぜつしたジンが、目を剝むいた。

「馬ば鹿かか……てめえ……」

「は、は……」

　笑った馳郎のすぐそばで、外れたネオンの看板が地表へ落ちて砕くだけた。

　どちらのダメージが大きいかなど、明白だ。

　コンクリートと馳郎の身体でサンドイッチにされたのこそジンの側だが、〈ツール〉の防ぼう御ぎよ力と鬼仙の血を考えれば、そんなものは相そう殺さいされてあまりある。

　ほんの十数秒、膠こう着ちやくを維い持じしただけで、失ったものはいかばかりか。

　だが、馳郎が欲しかったのは──

（────）

　今にも途と切ぎれそうな意識を必死に保ち、奥歯を嚙む。

　不意に、首もとのボタンから音が聞こえた。




『──換かん装そうシーケンス、およびメンテナンスが終しゆう了りよういたしました。マスターのご機き嫌げんはいかがですか？』




　機械音声だった。

　一いつ瞬しゆんで、意識が回復した。

　流れるようにワイヤーを解除し、断ち切って、少年はビルの壁を蹴けった。迷うことなく自由落下に身を任せる。

「ハセ公!?」

「……遅おせえよ、馬鹿」

　重心上、頭から落ちる形になった。

　魂たましいまでも吸い寄せるような引力に誘さそわれながら、少年は強く吼ほえたのだ。

「来い！　〈カエアン〉！」

　咆ほう吼こうに、近くの道路で砲ほう門もんが動いた。

　中ちゆう華か街がいの道路に待機していた漆しつ黒こくのバン──〈ヘリオス〉から、とある金属のパックが射出されたのだ。

　計算しつくされた軌き道どうは、パックのレバーを空中の少年の手へ握らせた。

　思い切り、引く。

　内側から膨ふくれ上がったエアバッグが、少年の身体を包み込んだ。

「ハセ公──！」

　コンクリートから身体を引き抜き、若者も見た。

　すぐ真下。

　中華街の道路に着地した少年が、新たなジャケットを身に纏まとっているのを。

『──起動完かん了りよう。マスターの状態認にん識しき。骨格、脈みやく拍はく、体温、血液成分、遺伝子情報ともに変動・異常なし。ご壮そう健けんで何よりです』

「全っ然、ご壮健じゃねえよ」

　言いながらも、ひどく懐なつかしい感じがした。

　ジャケットの表面を走る、電子の光。少年の激痛を抑おさえ動きをサポートすべく、内側の人工筋肉が収縮して、最適なカタチを選せん択たくする。最初からつけていたコンタクトレンズに、いくつもの情報が表示されていく。

「〈カエアン〉、いけるか？」

『いつでも』

「要よう請せいする」

『イエス、マスター』

　短いやりとり。

　それが終わると同時に、馳郎の目の前へ漆黒のコートが舞まい降りた。

「ようやっと修理が終わったってことかあ？」

　ことり、とジンが首を傾かしげた。

　東に中華街の入り口──兎と霊れい門もんを擁ようする大通りで、若者のコートが広がった。

『要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０３改──〈ソード〉』

「〈カエアン！〉」

〈ツール〉の五本の仕掛マニピけ腕ユレータが、阿あ修しゆ羅らのごとく刃を展開したところまで目もく視しして、馳郎は叫さけんだ。

『要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０３──〈リッパー〉！』

　迎むかえうつは、三本の仕掛マニピけ腕ユレータ。

　五本ツールと三本カエアンの仕掛マニピけ腕ユレータ、それぞれの刃が闇やみ夜よを断ち切った。

　機械ゆえの速度と精度で迸ほとばしる刃と刃。

「──〈ボルト〉！」

　コンタクトレンズに次々と表示される、それぞれの駆かけ引きの情報を認識しながら、さらに馳郎が命ずる。

『要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０４──〈ボルト〉』

『要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０４改──〈ライトニング〉』

　紫し電でんと紫電が絡からみ合い、一ひと際きわ大きな音とともに弾けた。

　ジンと馳郎は、その反動を利用して距きよ離りを取る。

　苦々しげなジンの顔と対照的に、馳郎はひどく驚おどろいた顔をしていた。

「すごい、馴な染じむなこれ」

『プログラム起動速度にして十七％、マスターの戦せん闘とう動作への補助速度にして二十八％の向上を見込んでいます。今回は、設計理念からマスターにあわせましたので』

　機械音声は、いつものごとく平へい坦たん。

　しかし、その意味は極きわめて重大だった。

　これまで、〈カエアン〉はリコの友人であり、白はく翁おうの相談役であった。

　ジャケットとしてつくりかえられた後も、『白翁の後こう継けい者しやを守る』ことが優先目標であったことは言うまでもない。その任務ゆえ、あらゆる状じよう況きように対応しうる汎はん用よう性こそを〈カエアン〉は優先していた。

　今は、違ちがった。

『馳郎とともに戦う』ことが、新しい〈カエアン〉の設計理念。

　だから──

「──それだと、結果は一いつ緒しよだぜ！」

　ジンの言葉とともに、日本刀が引き抜かれる。

　二刀流。

　鬼き仙せんの血になる跳躍力が、一歩で十メートル近い間合いを詰つめた。閃ひらめくふたつの刃やいばは〈ツール〉のそれにさえ倍して鋭するどく、重く疾はしり抜ける。

「使い手が、違うからな！」

　寸前。

　馳郎も、呟つぶやいた。

「……ああ、そうだよ。俺は未熟で弱い。それがすぐ変わったりするはずもない」

　あの長老にも言ったように。

　だからナタを守るのだと宣言したように。

　自分がひとりでは何もできないことを、馳郎は知っている。だからこそできることがあるのも知っている。卑ひ下げも過信もせず、等身大の自分を確認する。

「だから、みんなに頼たよるさ」

　そして、囁ささやく。

「──〈モード：スカアハ〉」




『──〈モジュール〉射出』




　空気を切り裂さいて、〈ヘリオス〉からもうひとつのパックが射出されたのだ。

　それは飛ひ翔しよう半なかばで変形して、二刀流で斬りかかったジンよりほんのわずか速く、馳郎を包み込んだ。

　巻き起こった煙けむりが、すべてを覆おおい隠かくし、すぐに剝はがれた。

「なんだ、そりゃ……」

　ジンの声が掠かすれる。

　刃は、ぴたりと止まっていた。

　銀色の腕だ。

　仕掛マニピけ腕ユレータではない。

　受け止めた少年の手は今までと違い、いくつもの装そう甲こう板を重ね合わせた大きな義腕となっていたのだ。腰こしや脚きやく部ぶの見える範はん囲いにもコードやノズルといった機構が覗のぞいている。いつものジャケットと接続はしているものの、もはや強パワ化ード服スーツというより強パワー化ド・エ外グゾス骨格ケルトンという趣おもむきの強い姿。

　黒銀の、戦士。

『都市部高速戦闘用追加モジュール〈スカアハ〉』

　機械音声が、少年の外耳道を震ふるわせる。

『基き礎そ説明は先に述べた通り。追加マニュアルはコードで表示します。ただし〈モード：スカアハ〉は現在モジュールの安定度が低く、マスターへの負担を抑えきれません。十分お気をつけください』

「……ああ！」

　強く、猛たけ々だけしく、少年はうなずいた。




　　　　＊




　──もうひとつの戦場でも、変化は起きていた。




　次から次へと押し寄せる血けつ獣じゆうを、ナタが切り払はらっている最中だった。

　縦に、横に、斜ななめに、少女の剣けん舞ぶは止まらない。止まったらそれが最後になりかねぬと承知しているためだ。身につけた武術は常に十手から先を読み続け、津つ波なみのごとき血獣を切って切って切り続けていた。

　数など、覚えていない。

　獅し子しも、虎とらも、鷹たかも、象も、身体からだが動くままに断たち切った。

　肝かん要ようなのは、身体をせきとめないこと。速く動くことでも、強く振ふり抜ぬくことでもなく、ただ身体の内側の流れを閉とざさないこと。ただ剣けんを持つだけで身体が正しい運用を教えてくれるという、その域までナタの武功は達していた。

　双剣が閃くたびに、獣たちが血玉となって弾はじける。

　一部をかぶり、少女の白いワンピースは半ば赤く染まっていた。それでも血獣は吸い寄せられるように殺さつ到とうし、そのたびに陰いん陽よう剣けんによって両断される。

　まさしく、羅ら刹せつ。

　最終兵器と謳うたわれたその性能の一いつ端たんを、存分にナタは発揮していた。

　しかし。

　それでも、限界はある。

　いかに氣チイを収しゆう奪だつする鬼仙とはいえ、そもそもが人のいない都市部なのだ。周囲の氣チイ自体が限られている。でなくとも封ふう印いん状態である以上、本来の身体能力とは比ぶるべくもない。圧あつ倒とう的な技術が覆い隠してはいるが、最初にウーと出会ったときのナタなら、この程度の血獣は蹴け散ちらして馳郎のもとへ向かっていたはずだ。

（……後、どれぐらいだ）

　分からない。

　思考は、身体の外にある。

　常に最適解を弾はじき出し続ける自分を、ナタは俯ふ瞰かんするような視点で見つめていた。現代スポーツであれば、周囲の状況を脳内で再構築してる、ということになるだろうか。

　だが、それでも状況を打破する手は見えなかった。

　そもそも、ウーは自分に一定以上近づこうとはしなかったのだ。

　ただ、先んじて収奪していたのだろうありあまる氣チイを使って、大量の血獣を作り続けている。前回の教訓をふまえ、万が一にもナタの〈渾こん沌とん回かい帰き〉を喰らわぬための必然の策でもあったろう。

（このまま続けても……）

　最悪の予想が、脳のう裏りをよぎった。

　自分とウーが競せり合ってる間に、馳郎が倒たおれている場面を。それだけで体温が下がり、心臓が異常に高鳴った。不ふ随ずい意い筋きんすら操あやつる鬼仙でありながら、少年を想おもって苛さいなまれる不安だけは、どうしても止められなかった。

　残り少ない氣チイを振り絞しぼっても新たな鬼宝で脱だつするべきかと、そう考えたときだった。

『──ナタさん、どいて！』

　可か憐れんなスピーカー越ごしの声とともに、乱入者が現れたのだ。

　ただし、人ではなかった。

「な、に？」

　きょとんとした、ウーの声が聞こえた。

　五ご岳がく三さん山せんから解放されたばかりの斉天大聖には、理解しがたい相手だったろう。

　ドラム缶かんにローターをつけたような形状の、幾いく十の小型無ドロ人機ーンが空中から降下し、中ちゆう華か街がいの通りを埋うめ尽つくす血獣に火線を噴ふいたのだ。

　怒ど濤とうともいうべき火花と銃じゆう声せいの中で、ナタへ声が届いた。

『白翁のネットワークが押さえられたからって、リコのドローンまで接収されたわけじゃないもん！』

　白衣の義妹いもうとが、ポニーテールを打ち振る姿が見えるようだった。

　先月の事件では、空うつほ隼はや人とによって殲せん滅めつされたドローンたち。その汚お名めいを返上するべく、火線はとりわけナタの周囲へ集中し、少女が脱だつ出しゆつするだけの隙すき間まを撃ち開く。

『ナタさん！　お兄ちゃんを！』

「っ、すまない！」

　陰陽剣を横に薙なぐ。

　目の前で血虎を両断すると同時、少女の身体は月まで届けとばかりに、強く美しく大地を蹴けった。




　　　　＊




「……うん、ナタさんも行った」

　リコは、発光するコンソールに手をつけたまま、忙いそがしく指を滑すべらせていた。

　通常の品ではない。

　静電式タッチパネルと流体式キーボードを組み合わせた、リコ独自のインターフェイスだった。ミリ単位の指の動きで機器を操作できるが、逆にミリ単位のミスで誤動作が頻ひん発ぱつするため、到とう底てい一いつ般ぱんに販はん売ばいできるような代しろ物ものではなかった。

　暗い部屋で、いくつものモニターの光が白衣の少女を浮うき彫ぼりにしている。

　リコのマンションだった。

　少女はこの本ほん拠きよで待機したまま、ドローンたちを動かしているのだ。難しかったのは、奪うばわれた白翁のネットワークにドローンが気づかれないようにすることで、使っている暗号はもちろん、通つう信しん網もうもこの半日ばかりで配備したものだ。

　ちら、と別のウィンドウを見やり、息をつく。

「……〈カエアン〉も、良かった。時間かかったけど、ちゃんと起動してる……」

　胸むねを撫なで下ろしたくなるのを耐たえて、操作に集中する。

　それでも、あの人工知性とのやりとりは脳裏に蘇よみがえったが、あえて止めなかった。リコからすれば、無理に打ち消すよりも並列で思考した方が効率がよい。ただ、どうしても難しい顔にはなった。




　──『お願いプリしますーズ』




〈カエアン〉の言葉が、長く長く、頭に残ざん響きようしていた。
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　おそらく、それは野性の直感とでも言うべき行動だったろう。

　ジンの身体が、全力で身体をもぎはなされた。

　ビルの谷間へと浮き、壁かべを蹴って飛び離はなれようとするのを、少年が追った。速度だけでいえば数倍に達する。ジンの動体視力でさえ追いきれないほどの、圧倒的な加速。

（なん、だ──！）

　初めて、ジンが動どう揺ようする。

　いっそ本能的な、黒い恐きよう怖ふが胸をひたしたのだ。

　同時に、異様なほどわくわくした。

　ときめいたと、言ってもよい。

「ハセ公！」

　ジンが、笑う。

　その頭に衝しよう撃げきが走った。

　頭だけでなく、脇わき腹ばらや背中や脚部のバラバラな場所に、何度となく鋭するどい痛みが走った。ジグザグに壁を蹴った少年が、異なる箇か所しよから高速で若者を打だ撃げきしているのだと頭では理解しても、その動きを把は握あくすることはできなかった。

（こいつぁ──！）

　無む理り矢や理りに、ジンが身体をひねった。

『要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０５改──〈ブレイズ〉！』

[image: ]

　仕掛マニピけ腕ユレータが炎ほのおを撒まき散らす。

　馳郎がどの方向からやってきてもいいように、空中の全方位を包みあげる。

　しかし。

　少年は、ひるまずに正面から突とつ撃げきした。

「〈カエアン〉！　ランス！」

『要リク請エス起ト・動ブート。換かん装そう攻こう性せいプログラム０２──〈ランス〉』

　新たな〈カエアン〉の右手が変形し、一種の突撃槍ランスとなってジンを貫つらぬいた。

　モード：スカアハ。

　最初に機械音声が言った通りの、都市部高速戦せん闘とう用モード。

　追加モジュールによって強パワー化ド・エ外グゾス骨格ケルトンと化した〈カエアン〉は、内側の筋肉や骨格を保護したまま、限界以上の速度を弾き出す。四し肢しによる運動だけでなく脚きやく部ぶや背部に設置されたノズルからガスをも噴ふん射しやし、より高度な空中機動を達成しうるのだ。

　アクチュエーターと人工筋肉を組み合わせた瞬しゆん発ぱつ力りよくは通常の二七〇％まで強化され、果てはごく短時間ながら単独での飛行も可能としていた。

　しかし、その分、負担も大きい。

　仕掛マニピけ腕ユレータを折おり畳たたんだのも、高速戦闘の演算で使用不可能となるためだったが、使い手にも相応の代だい償しようを求めたのだ。

　強化外骨格とはいえ、人体の内側にかかる慣性Ｇは減らせない。ましてや都市部高速戦闘用とは、狭せま苦くるしい都市の間かん隙げきを縫ぬって、理り不ふ尽じんなほどの旋せん回かい行動を繰くり返すという意味だ。たとえ骨格や筋肉は無事でも、今のようなビル壁を蹴っての機動は、一回ごとに三半規管を押しつぶす。脳や眼球への血液流入さえ滞とどこおり、視界はレッドアウトとグレイアウトを繰り返した。

　内臓だけを、時速二百キロ以上でラリーするテニスボールにされたようなものだ。

　飛ひ翔しようユニット〈イカロス〉のときの数倍もの苦痛に、精神よりもまず内臓が悲鳴をあげる。

「──〈カエ、アン〉」

　低く、少年が唸うなりをあげる。

『制リミ限ツターが必要ですか？』

　当然の問い。

　しかし、少年の答えは違ちがった。

「……ありがと、な。……力を、くれて」

『…………』

　一いつ瞬しゆん──いいやコンマ秒にも満たない半はん瞬しゆん、機械音声が止まったのだ。

『……ミス・ナタを守りましょう』

　そう、答えた。

　少年も応じた。

「おお……。フル・バースト──ッ！」

　最大加速。

　突撃槍ランスを突つき上げたまま、馳郎は中華街の天空へと飛翔した。
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　──『お願いプリしますーズ』




　その言葉に、リコは最初、猛もう烈れつに反発した。

「おかしいよ、〈カエアン〉！」

　ポッドに浮いた傷だらけのジャケットへ、強く抗こう弁べんしたのである。

　モニターに映った三つの追加モジュールを指さし、

「あなたの言う通り、追加モジュールは前からつくってたんだし、試作品はほとんどできあがってるよ。組み上げて起動するだけならギリギリ半日でいけるかもしれない。でも、試作品止まりになってる理由は知ってるでしょ！」

『ですので、解決案を提示しました』

　短く、機械音声は言う。

「全然解決になってない！　もともとクラウド処理で間に合わないから、未来の素材や通信速度の改善を待とうって話だったでしょ！」

『ですがそれでは今回の事件に間に合いません。つまるところ問題は単純な演算速度と廃はい熱ねつなのですから、その分ＣＰＵを増やしてオーバークロックすれば前者は補えます。廃熱については、冷れい却きやくガスのほか稼か働どうを短期間に限定すればよろしいでしょう』

　つまり、こうだ。

　いままでの〈カエアン〉は緊きん急きゆう性を要する演算以外は、外部で処理していた。ある種の性能はコンピュータ自体の大きさと比例する以上、こうしたシステムは当然のことだった。

　しかし、いくつかの外部モジュールは、それでは動かないのだ。

　単純に、間に合わない。

　もとより現実の人体の動きとは、細やかな重心移動や地形の変化、足場の素材や摩ま擦さつ係数など、膨ぼう大だいな変数に基もとづくものである。ただ歩くだけのロボットをつくるのに人間が費やした年月を思えば、〈モード：スカアハ〉の高速機動がいかに常識外れなものであるかは容易に理解できるだろう。

　従来の仕掛マニピけ腕ユレータのレベルでは到とう底ていおさまらず、さりとてこれらの変数をいちいち外部と通信していては、〈モード：スカアハ〉を動かすどころではない。

『最も単純シンプルな方法です』

　ゆえに〈カエアン〉は、大量のチップを外部モジュールにも設置、本体と結合させ過剰オーバー加速クロツクすることで、それを補おうとしているのだ。

　むしろ、時代に逆行するような措そ置ちだった。

「そのオーバークロックが問題だって言ってるんじゃない！」

　リコが、声を荒あらげる。

「ジャケットの〈カエアン〉は、可能な限り情報を選別すべきだもの！　だいたい、あなたの中ちゆう核かくに使われてる旧式チップが、どうして今の速度を出しているのか、リコにも分からないんだよ！　普ふ通つうならともかく、オーバークロック前提なんかでＣＰＵを追加したら、どんな影えい響きようが出るか──」

『その上で意味があると判断しております』

　きっぱりと機械音声が言った。

　リコが、しばらく押し黙だまる。

　静まり返った観葉植物とコンピュータだらけの部屋で、少女の声は淡あわく響ひびいた。

「リコは……あの旧式チップに、〈カエアン〉が何を託たくしてるか知ってるよ？」

『…………』

　機械音声は答えない。

　代わりに、リコが言葉を続けた。

「唯アイ一デンテ性イテイでしょう？　あの旧式チップだけが、〈カエアン〉の生まれたときからずっと変わらない部品だからでしょう？」

『……ご質問の意味が分かりません』

「〈カエアン〉に分からなくても、リコには分かるよ」

　困ったように、リコは言う。

〈カエアン〉が、どうして今のような人間性を持つに至ったのか、実は製作者たる少女にも判然とはしていない。

　しかし、人間がコンピュータの特性を得た場合、何を不安に思うかは分かる。

　つまり、「自分とは誰だれなのか」だ。

　簡単にコピーできるものを、自分と認にん識しきするのは難しい。性能も性質も性格もすべてクラウドに置いて、いつでもバックアップから再生できてしまうのなら、一体ここにいる自分とは何なのか。

『私のバックアップからあの〈ツール〉が生まれたと判断できる以上、私に唯一性などないということでしょう』

「だからこそ、大事なんだと、リコは思うよ」

　実際に、それが必ひつ須すかどうかではないのだ。

　旧式チップが失われることで、いかなる変化が〈カエアン〉に訪おとずれるかは分からない。今の人間性が失われるのかもしれないし、クラウド化された〈カエアン〉の本体まで影響が及およぶかもしれない。案外何の変化もないという可能性も、多分にある。

　だが。

　理り屈くつだけでは、ないのだ。

　自我を持っているのなら、かけがえのない自分がどれほど大事か、分からないはずがない。

　だから、少女はくしゃくしゃと顔を歪ゆがめた。

「……どうしても、なの？」

『どうしてもです』

「なぜ？」

『覚かく悟ごです』

　口調は変わらず、しかし峻しゆん厳げんとした意気をリコは感じた。

　ただ電気信号と無機質だけでできているはずの──自分がつくった知性の、その決意を聞いた。

『私は、マスターと覚悟をともにしたいのです』

　機械音声は、静かにそう言ったのだ。

『感情など設定されていない私が、そうしたいと初めて思ったことに、私は高い優先プライ順位オリテイをつけたのです』




　──今、

　　　少女は思う。




　目まぐるしく移り変わるモニターの映像を見ながら、リコは指先を動かし続ける。

　義兄あにとその助手である最終兵器を守るため、全力を尽つくしながら思う。

「……ねえ、〈カエアン〉」

　誰に話しかけるでもなく、囁ささやいた。

「その優先プライ順位オリテイのつけかたをね、リコたちは心っていうんだよ」
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　東とう龍りゆう街がい──勤労会館の上空で、突撃槍ランスは反転した。

　ぐるりと巡めぐった槍やりの切っ先は、今度は一直線に地表へダイブしたのだ。激げき突とつの膨大なエネルギーは、通りのアスファルトはおろか岩がん盤ばんまでもめくりあげた。

　しばらく、どちらも立ち上がらなかった。

　立ち上がれる者が、いるとも思えなかった。

　しかし。

　それでも、なお。

　巨きよ大だいな陥かん没ぼつから身を引き抜ぬくように、ゆっくり馳郎が身を起こす。

　内臓ごとせりあがる吐はき気けに抗あらがい、〈カエアン〉の補助機構に体重を委ねる。強パワー化ド・エ外グゾス骨格ケルトンの場合、体重や重心から根本的な変化が生じるため、動き方はいつもと異なるのだった。

「……なんと、か」

　血混じりの息が、喉のどからこぼれる。

　がくがくと膝ひざが震ふるえるのが分かった。

　意思と裏腹に、身体からだはこれ以上の酷こく使しを拒きよ絶ぜつしている。骨も筋肉も内臓も神経すらも馳郎の闘とう志しを裏切って、まともな反応を返さない。

　ジンとの時間稼かせぎで受けていたダメージに、今の〈モード：スカアハ〉がとどめとなったらしい。もともと未完成な上、その場しのぎで組み上げた代しろ物ものだ。使い手への配はい慮りよなど皆かい無むに等しい。空中分解しなかっただけでも感謝すべきかもしれなかった。

　……いや、今はそれよりも。

「〈カエアン〉、大だい丈じよう夫ぶか？」

『各種機能に支障ありません。……しかし、歓かん迎げいできる状じよう況きようではないようです』

　機械音声の言葉に、馳郎の眼球がぎょっと横を向いた。

　はたして、その意味はすぐに理解できた。

　少し遅おくれて、

「……く、は」

　倒たおれていたジンが、血けつ泡ぽう混じりの笑い声をあげたのだ。

「はは、はは、はははははは！」

　夜空を仰あおいだまま、哄こう笑しようが中ちゆう華か街がいの通りを吹ふき渡わたる。

　そのまま、どこか操あやつり人形のように不自然な動きで立ち上がった。

　がしゃんと足あし下もとに、〈ツール〉の仕掛マニピけ腕ユレータが二本、転がった。

「……あーあ、これでお前のジャケットのヤツと、数一いつ緒しよか」

　よろよろと立ち上がったジンが、自分のこめかみを手のひらでこづく。

　馳郎の突撃槍ランスに対して、仕掛マニピけ腕ユレータを十字に構えることで、ダメージを最低限に低減したのであった。

　空手の十字受けにも似た防ぼう御ぎよだった。

　最初は貫かん通つうした腹部の傷を押さえていたが、じきに出血は止まり、傷口も塞ふさがっていった。血を吸った鬼仙ウーの再生能力も、若者は獲かく得とくしていたのか。

　血みどろになった手を嫌いやそうに振ふって、

「あららら、ちょっとえぐくね？　俺がもう少しお上品だと、失神してたぞこれ！」

「だったら、そうなるまで繰くり返してやるよ」

　馳郎が、荒い息を抑おさえ込む。

　強パワー化ド・エ外グゾス骨格ケルトンの表面に鋭するどい光が走り、いつでも高速機動を開始できるよう演算を開始する。

「ああ、ちっと驚おどろいたよ。えらくかっとんだ切り札を持ってたのなハセ公」

　ジンの能力も、疲ひ労ろうまでは回復しきれないのか、幾いく分ぶん青い顔でこめかみを搔かいた。

　その灰色の目が、鋭く光る。

「だけどそれも、無条件ってわけじゃないよな？」

「…………」

　無言の馳郎の背部で、排はい出しゆつ音がした。

　圧縮ガスによって押し出されたカートリッジが、二本、屋上に落下したのだ。

　液体窒ちつ素その詰つまった『冷れい却きやくカートリッジ』だ。追加モジュールを使った〈カエアン〉は、エネルギー以上に発熱が問題となる。もとより精密機器の塊かたまりである〈カエアン〉だが、追加モジュールによるオーバークロックや、高速機動や特とく殊しゆプログラムの多用は熱を溜ため込んでしまうからだ。

　だからこそ液体窒素を使った強ごう引いんな冷却を行っているのであり、半ば本能的にそれを見み越こしたからこそ、ジンも炎ほのおを撒まき散らして対応したのである。

（……やっぱり、見み逃のがしやしないか）

　そう、思った。

　こと直感について、ジンは異様なほど鋭い。あの炎による対応も、けして論理的なものではないのだろう。

　カートリッジは、残り四本。

　この戦いが終わるまで、足りるかどうか。

　いいや。

　それ以前に──少年の身体が、保もつかどうか。

　不意に、拍はく手しゆが聞こえた。

　ジンであった。

「……そうだよ。そうだよなあ、ハセ公。やっぱこうでなくちゃ。一ひと筋すじ縄なわで簡単にいってたまるかってんだよな！」

　乾かわいたスタンディングオベーションの後、夜空をつかみあげるように、ジンの手が大きく広がった。

「なにもかも思い通りなんてつまらないよな！　ああ、簡単に死んだりするなよ！　こっちもようやく調子があがってきたんだ！　あいつの血を吸って全力出すのって、これが初めてなんだよな！」

　薄うすく、ジンの唇くちびるの端はしがつりあがる。

　軽く踵かかとを鳴らす。古い銀幕のタップダンスを思わせて、虚うつろな音が無人の中華街にそらぞらしく響ひびいた。

「なんか目覚めちゃいそうだぜ。こう、額に三つ目とか出て覚かく醒せいしちゃいそうな感じ？」

　ゆっくりと、歩み寄ってくる。

　さきほど、〈モード：スカアハ〉の高速機動にしてやられた直後だというのに、恐おそれ気げひとつ見せはしない。

　その速度が緩かん慢まんであればこそ、馳郎も焦じれた。

　高速機動に移るタイミングを摑つかみきれず、摑みとらせず、ジンが間合いを奪うばう。

　それが、かつて何人か出会った武術の達人と同じものであると、馳郎はやっとのことで察した。

「ジン！」

「……ああ、今ならできそうだ」

　恍こう惚こつと、若者が吐と息いきをゆらめかせた。

　豁かつ然ぜん、その両手が霞かすんだ。刹せつ那なにも至らぬ虚こ空くうの間に、交差したジンの指がカタナの柄つかを滑すべったところを、誰だれが見ただろうか。

　居合い──！

　それも、腰こしを落とす沈ちん墜ついのみの動作で二刀同時に抜き放つという、理り合あいにも術じゆつ理りにも反した人外の剣けん術じゆつ。鋏はさみのように交わったふたつの刃やいばが、しかも馳郎の首と腰を同時に狙ねらうという離はなれ業わざさえやってのける。

　いかな鬼仙の能力を獲得したとはいえ、誰にでもできることではない。

　天才という言葉さえ愚おろかしい、規格外バケモノの所業。

　ならば。

　反応したのは〈カエアン〉でも馳郎の意識でもなく、ただ同じ域まで武術を高めたもうひとりの少女に他ほかならぬ。





「其は両儀ぎなり四象なり、八はつ卦けを連ね巡り結びて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」






　空中から振り落ちた蒼あおと紅あかの双そう剣けんが、若者の日本刀を食い止めていたのだ。

「馳郎は、ひとりじゃない」

　剣の主が、言った。

　少年と若者の間へ強引に割り込み、白い帽ぼう子しの少女は決然と顔をあげる。

「馳郎が私を守ってくれるなら、私が馳郎を守ってみせる」

「ナタ」

　封ふう印いんされた最終兵器。

　しかし、その気き迫はくも武術の冴さえも、いささかの濁にごりもなく。

　若者を迎むかえ撃うとうとした白い吸きゆう血けつ鬼き──だが、今ここに至った者もまた、少女ひとりではなかった。





「その一飛びたるや十万と八千里。須しゆ臾ゆにて仏ぶつ指しの狭はざ間まを超こえん」






　雲が集つどう。

　たとえ不死属性の血けつ獣じゆうをドローンに押し返されても、その始祖鬼宝は健在。

　足下で伝説のカタチをつくり、ぐるりと宙返りを打つや、首チヨ輪ーカーの少女は三人の戦場に乱入した。





「恒こう河が沙しやの雲うん霞かを制し、那な由ゆ他たの白はく霧むを統すべよ、筋きん斗と雲うん！」






　刹那、打ち振るわれた如によ意い棒ぼうの重さよ。

　さしものナタが陰陽剣の両方を用いても、潰つぶされるのを堪こらえるのがやっとだった。黒こく衣いの少女はただ乱雑に、ひたすらといっていい必死さで如意棒を振るい、これ以上ナタが動くことを許さない。

「お姉ちゃん！　あたしと遊んでよ！」

「ハハ──っ！　さすが愛妻！　少し抑おさえててくれよ！」

「うん！」

　ウーがうなずくのを確かく認にんして、ジンが地を蹴けった。

「待て！　ジン！」

　馳郎が、追う。

　高速機動。

　路地裏の中空へ待たい避ひしたジンに、たちまち強化外骨格を纏まとう馳郎が肉にく薄はくする。

　ジンが、コートを撫なでた。

「〈ツール〉！　兄弟に負けっ放しはねえよな!?」

『イエス、マスター。要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０２改──』

「違ちがう」

　短く、若者が否定した。

「その仕掛マニピけ腕ユレータの操作権、俺に預けろ！」

『マスター？』

「早く！」

「──おおおおおおおおっ！」

　若者の行動を待たず、馳郎は加速した。

　近くの壁かべを蹴り、ノズルからの噴ふん射しやガスで軌き道どう修正。ジンの死角に回り、一気に終わらせるべく突撃槍ランスを形成する。

（これで──！）

　推進力を攻こう撃げき力へと変へん換かんする、中世の騎き兵へいにも似た突撃チヤージ。

　ジンの背後から、今度こそ意識をもぎ取るべく渾こん身しんの一いち撃げきを放つ。

　その手て応ごたえが、火花とともにぬるりと滑るとは。

「────！」

　攻撃の寸前、漆しつ黒こくのコートから残った三本の仕掛マニピけ腕ユレータの仕し業わざだと、コンタクトレンズの情報は示していた。考えるよりも早くさらに壁を蹴り、反転した少年は新たな攻撃を放ち──また受け流されたのだ。

　今度は、ジンの手になるカタナの守りであった。

　ある流派では浮うき舟ふねとも呼ばれる型であったが、馳郎は知らず、ジンにしても偶ぐう然ぜんの一いつ致ちに過ぎない。単純な早さではなく、状じよう況きように合わせた理り合あいを求めたその結果。本能が導き出した術じゆつ理りの果て。

　若者の瞳ひとみが、別の色に染まった。

　火か眼がん金きん睛せい。

　鬼き仙せんの色に。

　狂くるおしい火花が、中空に数十と溢あふれかえった。

　そのひとつひとつが馳郎の突撃槍ランスであり、それを受け流したジンの刃の妙みよう技ぎであった。

　防がれた馳郎の方が、目を見張った。

（……もう……〈モード：スカアハ〉の対処を……！）

「はは！　すげえ！　すげえ！　俺ってば見えてないのに視えてるぞ！　そうか鬼仙の感覚ってのはこう使うのか！　感覚ってのはこういうものなのか！　カタナってのはこんなに自由なのか！　ハセ公、お前どんだけ俺を喜ばせてくれるんだよ！　どんだけ俺を強くしてくれるんだよ！」

　すべての刃を、まったく遜そん色しよくなくジンは操あやつる。

　仕掛マニピけ腕ユレータも自分の腕も関係なく、ひたすらに舞まい踊おどる。

　踊る。

　もはや若者は、〈モード：スカアハ〉の速度すら寄せ付けなかった。

　中ちゆう華か料理の看板を蹴り、龍りゆうの意い匠しようをなされた屋根に舞い上がり、さらに上空へ。

　原色の多い異国の街並みが、なおさらふたりの姿を幻げん想そう的なものに演出した。かつて鬼仙の戦いを記録し、ひとつの物語と仕立て上げた作家が見たものも、同じような光景だったやもしれない。

　そして、

「よし、もういいや」

　不意に、若者がうなずく。

　同時、光が奔はしった。

「っ──!?」

　馳郎の体勢が崩くずれたのは、その光が正確に彼の背部──冷れい却きやくカートリッジを貫つらぬいたためだった。

　がくん、と体勢が崩れる。

　墜つい落らくする。

　咄とつ嗟さに身を丸め、近くの楼ろう閣かくの屋根へ不時着した。大陸風の瓦かわらを握にぎりしめ、やっとのことで滑かつ落らくを止める。

　追った若者がすぐ近くへと着地して、こちらを見下ろした。

「さすがに、そのモジュールとやらも光よりは速くないよな？」

　カタナを握ったまま、ひらひらとジンが手を振ふる。

「今のは──」

「高エネルギーレーザー砲ほうだっけ。白はく翁おうの──お前が仕掛けたトラップだろ？　まあ、この前の高電プ離気ラズ体投マカ射砲ノンに比べると威い力りよくはまだまだみたいだけどな」

　ジンが笑う。

　ひどく未来じみた兵器だが、すでにいくつかの戦場では投入済みだ。鬼仙の対策にいくつか導入したことは、無論馳郎も覚えている。

　だが、問題は──

「まだ……中ちゆう華か街がいの内側なのは」

「はは、そのへんはちょこまか配置を変えさせてもらったんだよ！　おかげで使い捨てになったし、人力だったから苦労したぞ！　大事な愛妻のための苦労だからいとわなかったけどな！」

　ジンが片目をつむる。

　つまり、この場所に誘さそい込むところまでが、自分の罠わなだったのだと。

　膝ひざ立ちになった少年へ、さらに若者が告げる。




「……じゃあ、もうちょっと遊んでみようか？」




「遊ぶ？」

「カット！」

　ぱちん、と仰ぎよう々ぎようしくジンが指を鳴らした。古い映画かアニメの魔ま法ほう使つかいあたりがやりそうな、なんとも芝しば居いがかった仕草の結果は、すぐさま知れた。

　中華街からやや離れた、繁はん華か街がいの一角。

　若者が見やった一帯の光が、突とつ然ぜん消えたのだ。

　一地域の電源がのきなみ落ちたと、誰だれが分かろう。

「お前──！」

　爆ばく発はつ音があがった。

　距きよ離りがあっても分かる、多くの人のざわつき。動どう揺ようの気配。

「はは！　まとめて事故が起きたか!?　それとも結構大だい丈じよう夫ぶかな！　あのへん病院とかなかったっけ!?」

「ジン──！」

　少年がくってかかる。

『〈モード：スカアハ〉解除』

　冷却カートリッジを破は壊かいされ、もはや〈モード・スカアハ〉の高速機動は発動できぬ。自動的に追加モジュールを分ぶん離りして、少年が自らのナイフを握った。

「ああん!?」

　軽く、若者は手に持ったカタナで受けた。

　鍔つば迫ぜり合いつつ、ふざけた口調でなおも言う。

「気づいてなかったのかよ！　権力を好きなままに使うってこういうことだろ！　お前があの鬼仙兵器ナタを守るために、たった千円ぽっちで周囲に強しいてきたのってこういうことだろ!?」

「…………っ！」

　馳郎の呼吸が、一いつ瞬しゆん止まる。

　言葉だけではなく、ジンの蹴りが腹部にめりこんでいた。続けて放たれた二刀流と仕掛マニピけ腕ユレータをすんでで回かい避ひするも、さらなる蹴りはどうにもできず、大きく吹ふき飛ばされる。

「カーット！」

　更さらなる叫さけびと、フィンガースナップ。

　また、都市の光が消えた。

　消えていく。

　それは地上の星が失われるようだった。次々と爆発音は連れん鎖さし、まるで妙たえなる音楽のごとく若者が瞼まぶたを閉じる。

「……うん、これこれ。最っ高に気持ちいいな！　ちょっと早いがカーテンコールは派手でなくっちゃな！　ん、いや、光を消してるんだから質素か!?　それともカーテンコールって意味違ったっけ!?　まあ、このへんは侘わびさびってのでいいやね！」

　万ばん雷らいの拍はく手しゆを浴びるごとく、瞼を閉じる。

　しかし、

「……なんだ、ありゃ」

　すぐ、若者の眉まゆがひそめられる。

　彼の知覚力だからこそ、気づいたものだろう。

　光の消えた地域に、別のものが盛り上がっていたのだ。

　樹木の根や、枝だった。

　アスファルトをおしのけるほど一気に膨ふくれ上がった根や枝が、激げき突とつしかけたいくつもの車両を保護し、死にかけた人間たちを救助していたのだ。

「……ありゃ……〈庭師〉とやらの……」

　そう呻うめいた若者の瞳は、すぐ別のものを見つけた。

　無数のドローンが非常用の電源をつなぎ、都市に光を取り戻もどしていく光景であった。彼らは目立たぬよう、電流の制せい御ぎよだけを取り戻すとすぐさま離はなれ、別の地域へ散っていくのだった。

「……そうだよ」

　返事は、すぐそばから返った。

　うつむいたまま立ち上がる、馳郎からであった。

「……お前が、俺の白翁の力を乗っ取った以上、最後は待ちきれずにやると思ってた。昔から、お前はそうだったもんな」

　それは、幼い日々のように。




　──『とろくせえな、ハセ公』

　──『うるさい、ジン』




　そんな言葉をかわした当時のように、少年にはかつての親友の思考をたどることができた。彼が今、本気で遊ぶなら何をするのかを、知ることができた。

　だから。

「……だから、あいつらと協定を結んだ」




　　　　４




「──ああもう、あの糞クソ白翁！　糞七しち面めん倒どうな仕事ばかりを、鬼仙たる私に押しつけて！」

　少シヤ影オインが、叫ぶ。

　蒼あおい長チヤ袍ンパオを振り乱みだし、その指先を緑の糸に結びつけている。

　植物の蔦つたであった。

「黙だまってやりなさいよ！」

　言ったのは、すぐそばで佇たたずんだ少女だ。

　黄こう坂さか市で最も高いビルの屋上に立ち、蓮リヤ花ンフアは街を見下ろしている。

　大きく見開かれた瞳ひとみは、火か眼がん金きん睛せいの色に燃えて──街のすべてを映していた。

　比ひ喩ゆにあらず。

　文字通り、すべてを映していたのだ。

　少女の不死属性は基き礎そ能力の強化だと、以前ナタに言げん及きゆうされていた。異常なまでの怪かい力りきもその不死属性の一側面であると。

　つまり。

　その強化には、感覚も含まれるのだ。

　鬼き仙せんの超ちよう感覚の、さらに強化。

　視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かく、味覚。

　街のあらゆる光景を見て、あらゆる音を聞いて、あらゆる香かおりを嗅かいで、大気に触ふれて、その変化を味わいすらして、少女の感覚網もうはこの街を覆おおい尽つくす。さきほど鬼仙の感覚に目覚めたばかりのジンには想像もつかぬ──いや、同じ鬼仙でさえ瞠どう目もくするほどの、圧あつ倒とう的な知覚範はん囲いと精度。

　そこから、少女は指示を下す。

「……東北東十二里幹線上、北西七里コンビニ前、南五里服ふく飾しよく店前信号……」

　中国において一里はおよそ五百メートル。たてつづけに口走る言葉は、光の絶えた地域で事故の起きる──起きかける場所と一いつ致ちした。

　それに従って、少シヤ影オインが指をなめらかに動かす。

「──さあ、おやりなさい」

　囁ささやくような声だった。

　その命令を伝えた蔦が、たちまち距離を隔へだてて激突寸前の車を保護し、あるいは先んじて道路を封ふう鎖さする。一通りの行動をとった後は闇やみから闇へと遠ざかり、何事もなかったように街路樹へ戻るのだ。

　最終兵器ナタを捕ほ獲かくするため山を下りた、ふたりの鬼仙の真骨頂であった。

「一帯の樹木に片かた端はしから口づけしただけで、もう私の歯はぼろぼろですよ。これはもう超ちよう過か労働どころの話じゃありません。ええ、この国の樹木の味わいは実に繊せん細さいでなかなかの役得ではありましたが、だからといってたかだか餌えさに過ぎない人命のために、ここまでの奉ほう仕しをする意味がどこにありましょう」

「つべこべ言わず働きなさいよ！　ひとりも殺させないって、あいつに約束しちゃったんだから！」

　蓮リヤ花ンフアの言葉に、少シヤ影オインが軽くこめかみをつつく。

「あまり、腐くされお嬢じよう様さま向きの仕事とはいえないでしょう。──ほら、いつも無む駄だで無意味に良い血色がずいぶん青ざめていらっしゃる」

　言葉面こそ皮肉たっぷりだが、口調はいくぶん真しん剣けんだった。

　実際、少女の顔色はただごとではない。普ふ段だんの怪力と違ちがい、不死属性を知覚に振ふり分けるのはよほどの集中力を要するのか、みるみる少女の顔は青ざめ、いっそ透とう明めいというほどに色を無くしていく。

　実際、少女はただ知覚しているだけではない。

　選別しているのだ。

　少シヤ影オインの樹木を向かわせるべき状じよう況きようと、そうでない状況を適切に見み極きわめ口にしている。でなければ、いかにこの青年といえどすべての対処は間に合わなかったろう。

「北微東八里踏ふみ切きり、北東微北九里十字路……大したことないわよ、こんなの」

　額から伝う汗あせを拭ぬぐいもせず、少女が言う。

　青年も敢あえて抗こう弁べんしようとはせず、ただ問いを挙げた。

「どうして、白翁に肩かた入いれされるんです？」

「そんなの……」

　言葉が見つからず、蓮リヤ花ンフアは一瞬口ごもる。

　しかし、それも一瞬のことだった。

　ある記き憶おくが、脳のう裏りに明めい滅めつしたのである。




　──『さっき食事は必ひつ須すじゃないって言ってたから……じゃあ、趣しゆ味みってこと？』

　──『趣味』




　それは、あの少年を誘さそって、料理を食したときのこと。




　──『趣味。趣味かあ。──ん、いいなそれ。これからそう言おうっと』




　少年にとっては当たり前の言葉が妙みように嬉うれしくて、思いがけないプレゼントでももらったような気になった、つい昨日の夜のこと。

　胸が温かくなってしまう、小さな思い出。

　だから、答えは決まっていた。

「……趣味よ！」

　言葉とともに、少女は再び集中を開始したのであった。




　　　　＊




「協定……だって……？」

　ジンが、低く口を開いた。

「ああ、協定さ。お前用のな」

　馳郎が答える。

　指定された戦場の近くで、彼らに待機してもらっていたのだ。おそらくジンの起こすだろう災害を、最小限の被ひ害がいでとどめられるように。

　もちろん、鬼仙の彼らにそんなことをする義理はない。

　馳郎が持ちかけた条件は──

「白翁としての、今後のバックアップ。それと──」

　少年が、拳こぶしを握にぎる。

「絶対、お前らを止めてやるからって！」

　跳とんだ。

　握りしめた拳に、〈モード：スカアハ〉でそれだけ解除されていなかった突撃槍ランスが装着されていた。

　ジンのカタナと競せり合い、馳郎は口を開いた。

「──お前のおかげで、少しだけ、分かった」

　荒あらい息で、言葉が勝手に区切れる。

「何、がだよ」

「力を持つってのは、覚かく悟ごと、責任を抱かかえるってことなんだ」

「だったら、あのナタをさっさと手放しておけばよかったろうが！」

　ジンが、叫さけぶ。

　責任とは、つまり白翁の力が及およぶすべてではないかと。

　お前がなすべきは、あの鬼仙兵器を手放すことだったのではないかと。

「ああ。責任が、一番大事なら、きっと、そうするんだ」




　──『誰だれかを守るということは、誰かを守らないということだ』

　──『今のこの状況は、君がナタを保護したためかもしれない』




　あの、中ちゆう華か街がいの長老が残した言葉。

　確かに自分の胸を穿うがった、真しん摯しで誠実な助言。

　それはジンの追つい及きゆうとも同じで、きっと紛まぎれもない真実なのだろう。

「だけど！」

　今、少年は否定する。

　否定しながらも受け入れて、足あ搔がいて、その先へ少しでも進もうとする。

「だけど！　だから！　俺は千円ボディガードをやるんだよ！」

　突撃槍ランスが、折れた。

　もともと不安定だったモジュールだ。ここまでの戦せん闘とうに耐たえられただけでも僥ぎよう倖こうというべきだろう。

　しかし、それでも少年は無む理り矢や理りに押し込んだ。




「俺のありったけだった千円で、相手のありったけを守るんだよ！　それが今の俺の、千円ぽっちの覚悟だよ！」




「──おおっ!?」

　気け圧おされたジンが、たたらを踏ふむ。

　力だけなら、鬼仙の血を受けた彼が負けるはずはないのに。

　そして、同時にもうひとつの異変が起こった。

　ある赤い布が、ジンを拘こう束そくしたのだ。

（今──！）

　その布の正体は知らず、少年は迷わなかった。




「──〈モード：ケイローン〉」




　離はなれたバンより新たなパックが射出され、少年を背中から覆ったのだ。

　さきほどの〈モード：スカアハ〉より、ややいびつなデザインだった。強パワー化ド・エ外グゾス骨格ケルトンらしき装そう甲こうが減った代わりに、電極のようなプラグがそこかしこに覗のぞいていた。射ケイ手ロー座ンの名前を冠かんしているのは、湾わん曲きよくした弓にも見える右みぎ肩かた部分の機器のためだろうか。

『高度電子戦用モジュール〈ケイローン〉』

　新たに冷れい却きやくカートリッジを吞のみ込み、機械音声が告げる。

　そのまま、少年の指がとある紋様を中空に描いたのだ。




　　　　＊




　──姉妹の武器が、高い音を立てて打ち合っていた。




　どちらが優勢かなど決まっている。

　解放状態でナタと斉天大聖は五分。ならば封ふう印いん状態のナタが、真っ向勝負で敵かなうはずもない。

　最初こそ水みず際ぎわだった武術の冴さえでごまかしていたが、ゆっくり天てん秤びんはウーの側に傾かたむいていく。現状で発揮できる基本性能が違い過ぎて、技術のみでどうこうできる次元を超こえてしまっていた。

「く……！」

「お姉ちゃん！　お姉ちゃん！　お姉ちゃん！」

　笑う首チヨ輪ーカーの少女は、無む邪じや気きな子供のように、ひたすらな力と速度のみでこちらを打だ撃げきし続けている。

　数百メートルの高みから降り落ち続ける滝たきのよう。

　如によ意い棒ぼうの一いち撃げきごとに陰いん陽よう剣けんが軋きしみ、ナタ自身の腕うでが激痛を走らせる。

「苦しいよね!?　苦しいでしょう!?　すっごく辛つらいでしょう！」

　少女は、ひどく心配そうに柳りゆう眉びを寄せる。

「さあ、あたしに助けられて！」

　おぞましくも哀あい切せつのこもった、その声こわ音ね。

　つい昨日までその精神に侵しん食しよくされ、吸血衝しよう動どうまで覚えていたナタは──しかし、今は別のことに心を奪うばわれていた。

（馳郎……）

　少女の中心に、ひとりの少年がいた。

　自分が助けるのだと言って、助けきれない少年がいた。

（頼たのむ……）

　心の底から、ナタは願った。

　誰に願うでもなく、ただどうしようもなく祈いのった。原初の人類もそうしたように、現代での人間もそうするしかないように、ただ強くはかなく念をこらした。

（誰か、馳郎を助けてくれ……！）

　かすかな震ふるえが、伝わった。

　それは、自分の内側から響ひびいたのであった。

「──え」

　如意棒のさらなる一撃を、左の陰陽剣で受け流し、ナタが目を見開いた。

「いいの、か？」

　迷う時間はない。

　ただ、声を限りに少女は叫んだ。





「水を括くくり震えを伝えよ。七海を揺ゆらし天地を縛しばれ！　混天綾！」






　その口こう訣けつに、少女の手から赤い布が現れたのだ。

　しゅるしゅるとほどけた布は、目の前のウーを飛び越こして、さらに遠くへと飛んだ。

「──何!?」

　混こん天てん綾りよう。

　いままで少女が使えなかった鬼宝。

　天空より現れた赤布が、ジンを拘束した瞬しゆん間かんであった。




　　　　＊




　──その瞬間を、その鬼仙も見ていた。




「……ちょうど、いいところでしたかね？」

　太タイ乙イー真シエ人ンレンが、囁ささやく。

　氣チイの激げき突とつに誘いざなわれるようにして──もしくは、自らがなした占うらないに導かれるようにして、かの鬼仙もまた中華街の建物の一角に上っていた。

　そして、睥へい睨げいしている。

　馳郎とジンの。

　ナタと斉天大聖の戦いを、監かん視ししている。

「見せてください……」

　溢あふれ出る熱情を止められぬように、真人たる鬼仙は呻うめいた。

「天道に触ふれた者の果てを、そのうねりを、僕に見せてください……」




　　　　＊




「っ──！」

　拘束されたジンが、その指の動きに目を見張った。

「……何をした？」

「電子サインさ」

　その意味は、白翁のネットワークを乗っ取ったジンにだけは通じる。

　少年がこの街に施ほどこした仕し掛かけでも、最も重大な部分に触れるときのみ要求される最後のセキュリティ。ならば、直前に纏まとった〈ケイローン〉とかいうモジュールも、それを動かすために必要だったものか。

「この街に仕掛けたお前のあれこれは、全部封ふうじたはずなんだがな」

「ああ、お前は、俺が黄坂市につくった仕掛けは全部調べたんだろうさ。ちゃんと保証してやるよ。そいつを解除するにはもう半日ばかりはどうやってもかかるそうだ」

　馳郎も、認める。

　ひどくその視線が静かで──凪ないだ海のようだった。

　だからこそ、ジンも動けなかった。若者を拘束した鬼宝の布は、さしもの〈ツール〉の刃やいばにも断たち切れず、ジン自身も金かな縛しばりのように停止してしまっていた。

　突撃槍ランスの一撃は、彼の身体からだではなく精神こころを縫ぬい止めていた。

「だけど、こいつは黄坂市の仕掛けじゃない」

　少年は、すうと人差し指をあげる。

　天空へ。

　月の輝かがやく、漆しつ黒こくの天てん蓋がいへ。

「低軌き道どう衛星の、仕掛けだからな！」

　叫さけんだ少年が、ビルから大きく跳ちよう躍やくしたのだ。

　おそらく、電子サインから十数秒となかったはずだ。

　──数年前、世間を騒さわがせた兵器に〈神の杖つえ〉と呼ばれるモノがある。

　直径数十センチ、長さ六メートルほどのタングステンの金属棒を、地上千キロの宇宙衛星から落下させるというものだ。単純な位置エネルギーを利用した兵器だが、音速を遥はるかに超えたその威い力りよくは核かく爆ばく弾だんにも匹ひつ敵てきすると喧けん伝でんされていた。

　対して、馳郎が仕掛けたのは、より低軌道からのロケット噴ふん射しや併へい用ようタイプ。威力こそ、せいぜい一区域の破は壊かい程度にとどめたものの、圧あつ倒とう的に弾だん着ちやくを速めた神の鉄てつ槌つい。




　天空そらから、今、裁きの鉄槌が降り落ちる。




　　　　＊




「──ジンっ！」

　ウーも、それを見た。

　混天綾を追った火か眼がん金きん睛せいの瞳ひとみは、低軌道衛星上から降り落ちる金属塊かいを確かに捉とらえたのだ。同時にその脅きよう威いをも察したのは、斉天大聖の名に恥はじぬ直感の賜たま物ものであったろう。

　刹せつ那な、少女の足は全力で地を蹴けった。

「筋きん斗と雲うん！」

　ナタを振ふり払はらい、首チヨ輪ーカーの少女はただひたすらに天空を目指す。ジンを連れ去るのは間に合わぬと見て、思い切り如意棒を振りかぶった。





「花か果か山ざん水すい簾れん洞どう美び猴こう王おうの血をもって、汝なんじの兵器は始祖たる鬼宝に、いと強く乞こい願ねがう！」






　ありったけの氣チイを、鬼宝に込める。

　始祖鬼宝の本来の実力を──最大顕けん現げんを願う。





「──天に昇のぼりて三十三天、地に潜もぐりては十八層獄ごく」






　みるみる如意棒は巨きよ大だいになり、それ以上に質量を増していった。

　一万三千五百斤きん──現代の単位に換かん算さんすればおよそ約八トンともいわれる重量の、さらに先へ。さらに至し極ごくへ。

　雲が割れた。

　音速を遥か凌りよう駕がする〈神の杖〉を、少女だけは感知した。

　如意棒の最大重量を天空へと突つき上げながら、ウーはただひたすらに強く叫んだのだ。





「百三十五万斤、天上天下もろともに砕くだけ！　如意金きん箍こ棒ぼう！」






　激突は、どれほどのエネルギーを生んだか。

　烈れつ風ぷうが、中ちゆう華か街がいはおろか黄坂市全体を吹ふき払った。コンマにも満たない時間の中で、〈神の杖〉と如意棒は拮きつ抗こうし、確かに動きを止めていた。

　しかし、さしもの始祖鬼宝と斉天大聖もまた、ただではすまなかった。

　幾いく度どもの戦いを経へた如意棒がついに悲鳴をあげ、ウーすらも表情を変えていた。もうひとりの鬼仙兵器の、あらゆる筋肉が断だん裂れつしたかのようだった。

「それ……でも……ジン……！」

　少女の唇くちびるが、愛いとしい若者の名を呼ぶ。

「ジンが……いるんだから……！」

　一息で、少女はさらなる氣チイを練り上げる。





「その一飛びたるや十万と八千里。須しゆ臾ゆにて仏ぶつ指しの狭はざ間まを超こえん！」






　すべて費ついやしたはずの氣チイを、さらに振り絞しぼったのだ。

　もうひとつの始祖鬼宝の──筋斗雲の最大顕現を解き放つ。少女の言葉に従い、足場になっていた鬼宝の雲は、さらに膨ぼう張ちようして〈神の杖〉を包み込んだ。





「恒こう河が沙しやの雲うん霞かを制し、那由他の白はく霧むをあまねく征せよ、筋斗雲！」






　ごっ、と雲が収縮した。

　一気に凝ぎよう集しゆうした筋斗雲が、如によ意い棒ぼうに食い止められていた〈神の杖〉を圧縮粉ふん砕さいする。移動用と思われがちな筋斗雲の、攻こう撃げきとしての最大顕現。

　しかし。

　まだ、ウーは動いた。

　ふたつの始祖鬼き宝ほうの最大顕現で、身体中の氣チイを持って行かれて、それでも斉天大聖はなお不ふ屈くつだった。

「お姉……ちゃん……！」

　壮そう絶ぜつな執しゆう着ちやくと執しゆう念ねんをもって、地表を見下ろす。

　中華街からこちらを向いている手のひらに、斉天大聖は気づいたのだ。





「渾こん沌とん回帰」






　ナタの、手のひらだった。

　彼女にとっての、最大の切り札。

　封ふう印いん状態のナタが、それでも斉天大聖を圧倒できる唯ゆい一いつの手段。染みひとつない肌はだに黒々と異形の穴を開き、少女は朗々と口こう訣けつをうたう。

（これが……最初からの狙ねらい……？）

　今の〈神の杖〉も、自分に防がせるための罠わなにすぎなかったのか。

　本命は、この切り札で自分を無力化することだったのか。

　思考よりも速く、少女は筋斗雲と翔かける。

　ナタよりも速く、如意棒を振り落とさんとする。





「天上天下もろともに砕け！　如意金箍棒！」




「我は裁く者！　我は封じる者！　汝が七孔こう七度塞ふさぎて、あれかし姿に帰れ──」






　わずかに──

　わずかに早く──




　如意金箍棒が、ナタの身体を打ち砕く──！




　　　　＊




（──勝負あった！）

　太乙タイイーも、見た。

　自らがつくりあげた、ふたつの鬼仙兵器の決着を確かにその目で見たのだ。如意金箍棒の一いち撃げきはナタの奥深くまでも砕いた。いかにナタの霊れい質しつが強固でも、ここからすぐに復活はありえない。

「……では、回収させていただきましょうか」

　ゆえに、彼の手は用意していた鬼宝をつかみ取る。

〈緊きん箍こ呪じゆ〉。

　斉天大聖を封じるための鬼宝と、それを起動する一連の呪じゆ文もん。




「呪をもって児となす。児をもって呪となす。まつろわせよ、まつろわせよ、其を律りつ令りようの如ごとく疾とくまつろわせよ、緊箍呪！」




　　　　５




　──ここに。

　　　すべては決着した。




　　　　６




　風がやんだ。

　星が消えた。

　世界のすべてが、死に絶えたかにも見えた。

　それほど静せい謐ひつで、凄せい絶ぜつで、終わり果てた光景だった。

「どういう……ことだ……」

　ジンは、目を見開く。

　若者も、確かに見ていた。

　馳郎の示し唆さした〈神の杖〉をウーが迎げい撃げきし、返す刃やいばでナタの〈渾沌回帰〉を打ち破ろうとしたのを認にん識しきした。若者の目測が確かならば、ほんのわずかだがウーの方が競せり勝つとも思った。

　実際、その一撃がナタの身体からだに深々と埋うまるのも見たのに──




　　　　＊




　ほぼ同時に、

「何……が……」

　ビルに佇たたずむ太乙タイイーも、呻うめいていた。

　手にした〈緊箍呪〉の巻物を取り落として、顔を覆おおう。

「どういう……ことです……」

　かの古き鬼仙もまた、自分の見ている光景が信じられぬように呟つぶやいた。

　地表である。

　中華街の大通りで、打ち砕かれたはずのナタの右手が高々とあがっていた。その目前で、自らの首チヨ輪ーカーを摑つかんだウーの身体が不自然にゆっくりと墜つい落らくし、ついに道路へと倒たおれ伏ふす。

　ああ。

　その姿を見れば、何があったかだけは分かる。

〈緊箍呪〉の効果を受けて、ウーの首チヨ輪ーカー──〈緊きん箍こ児じ〉が締しまり、さらに〈渾沌回帰〉の風を受けたことで、斉天大聖はあらゆる戦せん闘とう能力を喪そう失しつしたのだ。

　ふたりの鬼仙兵器の、決着。




　──だが、どうして？

　──なぜ、因果がねじまがっている？

　──先にやられたのはナタのはずなのに？




　いくつもの疑問が、若者ジンと鬼仙太乙を釘くぎ付づけにする。

　そして。

「──簡単な、詐さ術じゆつだよ」

　こちらも限界に達したか、膝ひざを屈くつしたナタのすぐ手前。

　くずおれた少女を庇かばうように、倒れた斉天大聖を警けい戒かいするように、馳郎が舞まい戻もどり、太乙タイイーの方を見上げたのだ。

「太タイ乙イー真シエ人ンレン。あんたには、二秒先を見てもらった」




　　　　＊




「二秒、先？」
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　太乙タイイーが、鸚おう鵡む返がえしに口にする。

　そもそも少年が自分の存在に気づいていたことも、意識にはのぼらない。

　ただ、ぼんやりと瞬まばたきして、やがてその瞳ひとみが理解の光を宿した。

「……ま、さか」

「予想はついても、名前は知らないかな？　立体映像っていうんだけどさ。比ひ較かく的てき射程が長いんで、中ちゆう華か街がいの外がい縁えんぐらいなら使える仕し掛かけ。蓮リヤ花ンフアとの取引を聞いて、ナタとウーの決着さえ分かれば、あんたが戦いを止めるつもりだったのは分かってたからな」

　馳郎が、深く息をついた。

　傷ついた肺はい腑ふをぎりぎりまで使ってつくような吐と息いき。

　少年の受けた負傷も疲ひ労ろうも、すでに限界を超えている。それでもナタを庇かばって立ちはだかることだけはやめなかった。

　気づくことがあったか、ジンがぎりと奥歯を嚙かんだ。

「ハセ公……今のモジュールは、さっきの〈神の杖つえ〉のためじゃなくて」

「そんなの言ってないだろ」

　にんまりと、馳郎が笑った。

　この事件で、初めてジンへ向けた笑え顔がお。

「高度電子戦用モジュール〈ケイローン〉。お前が乗っ取った白翁のネットワークを、この近きん隣りんだけ奪うばい返して使わせてもらったのさ」

〈ケイローン〉とは、まさにそういう用よう途とのモジュールだったのだ。

　昨日、五連高フアイ電離気ブ・プ体投ラズマ射砲カノンがハッキングされたように、周囲の電子機器へ干かん渉しようするための追加モジュールである。立体映像を投とう影えいするホログラフィ装置については、鬼仙との戦いを隠いん匿とくするため、以前から黄坂市各所に設けていたものだ。

　もっとも、『二秒先の幻げん影えいを見せる』とは、たやすいことではない。

　いくらコンピュータが予測しようが、実際はウーやナタ、ジンと馳郎自身さえも違ちがった動きを取る。まして、太乙タイイーもまた鬼仙であり、人間よりは遥はるかに鋭するどい五感を保持していた。

　立体映像のほか、逆位相の音波による戦闘音の打ち消しや偽ぎ装そう。何よりも〈神の杖〉と如によ意い棒ぼうの激げき突とつ──その轟ごう音おんや烈れつ風ぷうで、五感が半ば麻ま痺ひした直後だからこそ、ここまで鮮あざやかに『二秒先』を見せられたのだろう。

「僕を、騙だますため……」

　太乙タイイーが、震ふるえた。

　少年のなしたことを知って、初めてこの鬼き仙せんが戦せん慄りつしたのだ。

　あの恐おそるべき〈神の杖〉も〈モード：スカアハ〉も、ジンやウーとの立ち回りさえも、ただ最後の一いつ瞬しゆんだけのためのものだったと、初めて彼は悟さとった。

　ただ、最後の一手。

　ウーがナタにとどめをさす、その瞬しゆん間かんを二秒ずらすために。

「僕を騙して〈緊箍呪〉を使わせる、そのためだけに……？」

「ナタから、あんたがアイスクリームを珍めずらしがってたって話を聞いたからな。少シヤ影オインほど鬼仙優ゆう越えつ主義じゃなくても、人間の技術をよくは知らないと思ってたよ」

　馳郎が肩かたをすくめる。

「……僕が、牢ろう獄ごくから出てきたのも知っていたと？」

「本当は戦いの途と中ちゆうで、事故を装よそおって出してやるつもりだった。あんな魔ま術じゆつを使うなんて思ってもみなかったけどな」

　現代技術に疎うとい太乙タイイーが、監かん視しカメラに気づくはずもない。馳郎がすぐ太乙タイイーの場所を知ったのも、この監視によるものだ。

「…………」

　ジンも太乙タイイーも、絶句せざるをえない。

　操あやつられていたのは、いつからか。

　この少年の策に、どこから自分たちは嵌はめられていたのか。当然アドリブやつじつま合わせもあったはずだが、最終的に馳郎はこの地点へとすべてを持っていった。

　それをして、王の資質と呼ぶ者もいるのだろう。

　王権のレガ象徴リアを持つ資格であると。

　さらに、

「……ついでに言えば、気流の微び調ちよう整せいには苦労しましたよ。立体映像の安定に必要だとかどうとか言われても、こっちにはろくな説明なかったですしね」

　もうひとり、新たな人物が空から舞い降りたのだ。

　半はん透とう明めいの双そう角かくを額から生やした──男装の麗れい人じんだった。

「空うつほ北ほく斗と」

　ジンが、その名を呼ぶ。

　この若者も、先月の事件を引き起こした空うつほの後こう継けい者しやを知っていたらしい。

「すまない、北斗」

「リコに頼たのまれたんじゃ仕方ない。……これで借りも返したからね？　最後のこれはサービスだ」

　念押しするように言って、北斗の指が虚こ空くうをなぞる。

　途と端たん、太乙タイイーの身体が見えない鎖くさりに縛しばられたように硬こう直ちよくする。

　空うつほの血──風を操る変へん生じよう属性。もとより太乙タイイーに個人での戦闘能力はない。二本角である北斗に対たい抗こうできるわけもなかった。

「……さあ」

　改めて、馳郎が言う。

「これでお前だけだ、ジン」




　　　　＊




　若者ジンの身体を拘こう束そくしていた混こん天てん綾りようは、すでに消えていた。

　ナタが〈渾こん沌とん回かい帰き〉を使った時点で、本人の鬼宝も無効化されたのだろう。

　再び、ふたりは向かい合う。

　ジンは楼ろう閣かくの屋根から、馳郎は中華街の大通りから。

「──ハセ公」

「──ジン」

　どちらも、ひどく重いものがこもった呼びかけだった。

　幼い頃ころは親友として、ともにふざけ、ともに遊んだ仲であった。

　今は、どうか。

　かたや最終兵器を守る白翁であり。

　かたやもうひとりの鬼仙兵器を愛した、元白翁の後継者である。

　皮肉とも言えて、運命とも言えた。

「は、ははは──」

　ジンが、笑う。

　乾かわいた声が中華街にこだまして、そのまま若者の身体からだが前にのめった。

「…………ぉ、が！」

　瞳のアカイロが、すっと薄うすれていく。

　鬼仙の血から得た力が、ついに失われたようだった。時間切れなのか、ウーから鬼仙の力が削そがれたためかは分からない。

　これまでの反動が一気に身体を襲おそったのか、何度も咳せき込み、嘔おう吐とした。

　吐と瀉しや物ぶつには血も混じっていた。

「……こんなんで、満足かよ」

　唇くちびるを拭ぬぐい、ジンが言う。

「他人の力割り込ませてこんな決着！　不完全燃焼じゃないかよおい！　ハセ公！」

「関係ない」

　少年は、否定した。

「俺は、ボディガードだ」

　はっきりと、そう告げる。

「お前を倒たおすんじゃなくて、ナタを守るのが俺の戦いだ。納なつ得とくだとか満足だとかそんな言葉のためにやってるんじゃない」

　それは、ジンと馳郎の違い。




　──『力を持つってのは、覚かく悟ごと、責任を抱かかえるってことなんだ』

　──『だけど！　だから！　俺は千円ボディガードをやるんだよ！』




　馳郎にとっての、覚悟と責任。

　ふたつの言葉を一いつ致ちさせる、少年の在り方。

　勝つために戦うのではない。欲望のために戦うのでもない。守るためにのみ戦い抜ぬくという誓ちかいこそ、少年が自分に定めた覚かく悟ごであり、『力』に対する責任の果たし方であった。

「……そうかよ」

　うつむいて、ジンが言う。

　失望ともとれる言葉と口調だった。

　しかし。

　次の一秒、持ち上がったジンの顔は喜色を満面にしていた。

　興奮に、きらきらと瞳を輝かがやかせていた。

「そうだよな、ハセ公！　お前はそうじゃないとな！　ああ、そうだ！　世界の有象無象なんてどうでもいい！　お前だけには俺と違う答えを出してもらわないと！」

　あまりにもはしゃいだ言葉に、馳郎が問う。

「八年前と同じにか？」

「八年前と同じにさ！」

　たとえば一枚の絵画を観みて、ある者は傑けつ作さくと感じ、ある者は駄だ作さくと断ずるように。

　たとえば同じ音楽を聞いて、ある者は炎ほのおのごとき情熱に打たれ、ある者は冷え冷えとした寂せき寥りように捕とらわれるように。

　絵が違うわけではない。

　音楽が違うわけではない。

　しかし、厳然として受け取るものは違う。過去や環かん境きように端たんを発はつするものであれ、遺伝子など生まれながらの特質によるものであれ、その事実は変わらない。

　最も極きよく端たんな例が彼らだった。

　あの火災から、彼らの選んだ生き方は──

「うちの愛妻も返してもらう！　さあ遊ぼうぜ、ボディガード──！」

　ジンが跳ちよう躍やくした。

　鬼仙の力は失っても、まだ〈ツール〉の人工筋肉や動作補助機能は健在。十数メートルの高度をものともせず、若者の両手が二本のカタナを抜ぬき放つ。

「…………っ」

　馳郎は、低く呻うめいた。

　広こう範はん囲いの火傷やけど、無数の裂れつ傷しよう、打ち身、擦さつ過か傷しよう、内出血、おそらくいくつかの骨にはひびが入っているし、筋肉が鉛なまりに変わったのではないかというほどに身体が重い。せっかく新調したばかりのジャケットが血だらけなのは、さすがに気を滅め入いらせた。

　それでも。

　まだ、止まれなかった。

「……言ってろ」

　まだ、もうほんの少しだけ、頑がん張ばらなきゃいけなかった。

「ここで終われ、殺し屋──！」

　歯を食いしばり、叫さけぶ。

「〈カエアン〉、一式！」

『要リク請エス起ト・動ブート。──一式・特攻パン用複ツア合電ー・磁腕アーム』

　仕掛マニピけ腕ユレータが結合する。

　少年の右みぎ腕うでを、より巨きよ大だいな鋼鉄の義腕が覆おおう。最後に残った絞しぼりかすのような体力を燃やし尽つくせと、蛇へびのごとき紫し電でんが走る。

　二本のカタナが、虚空を滾たぎり落ちる。

　ジンの操る、魔ま性しようの太刀たち。

　一刀を義腕の表面で滑すべらせ、続く一刀を思い切り身を沈しずめてかいくぐった。馳郎の意図した回かい避ひというよりも、もはや膝ひざが身体についていかず、その結果が偶ぐう然ぜんカタナを躱かわすことになったという、そんな格好であった。

　しかし、それで十分。

　この一いち撃げきを撃うつのは、馳郎ではない。

　馳郎の背中を支えてくれた、幾いく多たの声だった。

　ここに〈カエアン〉の電レー磁ルガ腕ンとして結実した想おもいを、馳郎はただ撃ち放つだけ。

「……ハセ公……っ！」

　上から覗のぞき込むように、ジンが言う。

　とろくせえなと、かつて何度も呼びかけたように。

　早く遊ぼうぜと、何度となく手を引っ張ったように。

　だから馳郎もまた、どうしようもなく寂さびしそうに笑って、かつてと同じ言葉で撃げき鉄てつを落とす。

「……うるさいよ、ジン」




　電磁の砲ほう弾だんと化した拳こぶしが──若者の身体の奥深くまで、その衝しよう撃げきで撃ち貫つらぬいた。







　終章







　──目覚めは、予想通りだった。




　身体中がぎしぎしと重い。

　指の一本ずつどころか、瞼まぶたまで鉄板で固定されてる気分。なんだかできの悪いロボットにでもなったようだった。あちこちの痛みもまるで遠えん慮りよする様子が無く、壊こわれた目覚まし時計みたいに絶好調でシグナルをあげている。

　それでも、まあだいたいのことは覚悟はできていたのである。

　できていなかったのは──

「……お兄ちゃんの馬ば鹿か」

　開口一番、その言葉が迎むかえてくれたことだ。

「馬鹿は、ひどくね？」

「馬鹿で足りなかったら、大おお馬ば鹿かでも何でも、お兄ちゃんのお好み通りに言ってあげるもん……」

　リコは、小さく唇をとがらせた。

　白い病室だった。

　もちろん、白はく翁おうの息がかかった系列病院である。今回は馳はせ郎ろうの状じよう況きようが予想できていたため、あらかじめ搬はん送そうの用意が行われていたものだ。おかげで、あれほどの傷だったわりには順調な術後を迎えていた。

　上半身を起こすだけで、びきびきと骨の折れそうな錯さつ覚かくが生じたが、そこは耐たえる。

「それに無む茶ちや苦茶なんだから。リコ、〈神の杖つえ〉まで使うなんて聞いてなかったよ」

「ホントは〈モード：スカアハ〉と〈渾こん沌とん回かい帰き〉だけで、なんとか終わらせるつもりだったんだけどな」

　頰ほおの、古い火傷やけど痕あとを搔かく。

　ジンの能力は、完全に馳郎の予想外だったのだ。

　あの斉せい天てん大たい聖せいを止めるには、太乙タイイーの持っていた〈緊きん箍こ呪じゆ〉を利用するのが一番の方法だろうと思っていたが、そこまで持ち込むのに死にかけたという実に笑えない話だ。

　ひどく文句ありげな義妹いもうとに、一番気になっていたことをぶつける。

「ジンは、どうなった？」

「……また、〈ツール〉にやられた」

　これは少女もきゅっと眉まゆをへの字にして、悔くやしそうに拳こぶしを震ふるわせたのだ。

「地下から脱だつ出しゆつされたの。そのためだけに専用のドローンを用意してたみたい。お兄ちゃんと激げき突とつした直後に、ウーもジンもまとめて持って行かれちゃった」

「……ああ」

　なんとなく、やっぱりという気持ちがあった。

　リコは、別の感かん慨がいを抱いだいたらしい。

「なんだか不思議。万が一の準備っていうより──あんなにやる気満々でやってきたのに、最初から自分は負けると思っていたみたい」

「かもな」

　馳郎がうなずくと、少女はますます不思議そうな顔になった。

　あれほど激しく戦いあったジンと馳郎の関係を忖そん度たくするみたいに細い眉が寄って、すぐ諦あきらめたようにかぶりを振ふった。

　それから、

「えと、ここから報告ね。蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインの協力もあって、死者や重傷者はなし。被ひ害がいにあった施し設せつや家庭はこちらで独自調査して、なんらかのカタチで損害賠ばい償しようできるように処理したよ」

「……そか」

「ごめんね」

　不意に、少女が謝った。

　少年が驚おどろいていると、白衣の少女はきゅっと唇くちびるを引き締しめ、うなだれたのだ。

「ごめんね。リコ、全然知らなくて。〈カエアン〉がバックアップを取られていたとか、前の白翁様がジンを後こう継けい者しや候補と考えていたとか。何にも何にも分かってなくて」

「お前がいなきゃ、俺も白翁なんかできないよ」

　正直なところを言うと、少女の目はひどく潤うるんだ。

「リコは……」

　そう言いかけたところで、病室の扉とびらが開いたのだ。

「ああ、起きたんだ」

　学生服の少年──と見み紛まごう相手が、そこに佇たたずんでいた。

　空うつほ北ほく斗とである。

「生徒会の先せん輩ぱい方から休み中のノートなど預かってきました。──ん、リコ？」

「ふえ？」

　少女の顎あごを持ち上げて、北斗はしばらくまじまじと見つめてから、思いがけない行動に打って出た。

　そっと少女の頭を抱だき寄せたのである。

「ほ、北斗？　くうちゃん？」

「うんうん、かまわない。リコの涙なみだは安売りするものじゃないんだから」

　少女の背中を軽く叩たたきながら、馳郎に向かって宣言する。

「言っておくけど、たとえ君でもリコを傷つけたら許さないから」

「お、おお」

　かくかくと、少年がうなずく。

（……あれ、前から、呼び捨てだっけ？　というか、お前そういうキャラだっけ？）

　あの眼まな差ざしは何か危険な領域に踏ふみ込んでいた気もするが、あえて考えない。考えるとどつぼに嵌はまりそうな予感があった。うん、妹の親交関係はわざわざ兄が踏み込むべきものではあるまい。

「な、仲がいいのはいいことだと……お、思うよ」

「当然です」

　したりとうなずいた北斗は、そのまま少女の手をつないで踵きびすを返した。

「さて、一いつ緒しよに行くよ。怪け我が人にいつまでも相手させるわけにはいかない」

「ちょ、ちょっと待って。リコも果物とか切ってあげなきゃ──」

「はいはい。また後で」

　なんだか微笑ほほえましいような、先が思いやられるような光景を見やり、馳郎はぱちぱちと瞬まばたきした。

　そのまま、身体からだの重さに堪たえかねたように、ベッドに崩くずれ落ちる。

　実際、そこでふっと意識が途と切ぎれたのだ。
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　次に目が覚めたとき、看護師からアポイントメントが入っていると言われた。

　リコも北斗も勝手に入ってきたのに、律りち儀ぎなことだと思った。

　許可を伝えると、ぴったりその時間にやってきた。

「元気そうで何よりだ」

　黄色い道士服の壮そう漢かんはひとつ咳せき払ばらいをして、一連の事件の解決と、中ちゆう華か街がいの補修金を白翁が請うけ負おってくれたことに礼を告げた。

　中華街の、長老。

　名前は、黄フアンという。

　事務的にそれだけを話して帰りかけた壮漢を、馳郎は引き留めた。

「ひとつ、訊きいていいですか？」

　と、人差し指をあげたのだ。

「何だね」

　ベッドに視線を落とした相手へ、馳郎は思い切って自分の仮説を打ち明けた。

「ひょっとして、先代の白翁って未来が視えたんじゃないですか？」

「……どうして、そう思う？」

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、長老が尋たずねた。

　馳郎は、小さくうなずいた。

「突とつ拍ぴよう子しもない話ですけど、今回の事件ですごく似た動きをしてるヤツがいました。一見わけのわからない動きなのに、結果だけ取ると自分の望みを叶かなえてるっていう。どうしてそんなことができるのかと思ったら、鬼き仙せんの術による占うらないでした」

　太タイ乙イー真シエ人ンレンのことだ。

　彼の卜ぼく占せんは、普ふ通つうに人間が考える範はん疇ちゆうを大きく超こえていた。ジンとウーの異様なまでの相あい性しよう──性質や性格ばかりか、能力の相性までも一いつ致ちさせた彼の占術がなければ、そもそもこの事件は始まりもしなかったろう。

　もしも、白翁がそのような力を持っていたとするなら？

　長老は、細く息をついた。

「時々、君は異常に鋭するどくなるな」

「やっぱり、そうなんですか？」

「白翁は──〈おに〉としても特とく殊しゆな変へん生じよう属性でね。ごく稀まれにだが、未来が見えるようなことを言っていた。白翁の財産や権力をあそこまで大きくしたのも、その力と無関係ではなかろう」

「…………」

　未来予知は、あらゆる権力者がもとめて止やまぬ夢だ。

　それを手にしていたのなら、異常とも思える白翁の資金やネットワークも納なつ得とくできる。

「じゃあ、俺に白翁を譲ゆずったのは──」

「分からん」

　長老はかぶりを振った。

「あの事故の際ジンには譲れない未来が見えてしまったのか、それとも君に何かを見み出いだしたのか、もっと別のことか、結局あいつは喋しやべろうとはしなかった」

「……そうですか」

「質問は終わりかね？　だったら──」

「──あ、いや、もうひとつ」

　悪びれず、少年は人差し指の隣となりに中指を持ち上げた。

「あなたも……もともと〈おに〉なんじゃないですか？」

「…………っ」

　今度こそ、長老は目を剝むいた。

　数秒ほど沈ちん黙もくして、軋きしるように言葉を紡つむいだ。

「……なぜだ？」

「確信したのは、ついさっきです。白翁の変生属性まで知っているのなら、親友だからと言うだけでは少し足りません」

　ベッドから上半身をもたげた格好で、馳郎は材料をあげていく。

「そして、もうひとつはあなたが鬼仙の縄なわ張ばりで長老をやってるからです」

「長老を？」

「ここは大陸じゃありません。中華街を見守り、鬼仙の縄張りを確立するには、鬼仙と〈おに〉の両方の信しん頼らいが必要でしょう。あなたが言っていた魔ま法ほう使つかいというだけでは、それには足りないと思います」

　少年が、ゆっくりと壮漢を見上げる。

　壮漢は、ひどく複雑な表情をしていた。

　言い当てられるとは思わなかったとも、いつかそういう相手を待っていたのだとも、どちらにも見える顔だった。

「角は折った」

　と、長老は告白した。

「折った？」

「〈おに〉の力はね。自分で破は却きやくすることもできるのさ」

　す、と長老が灰色の髪かみを持ち上げる。

　隠かくれていた額のあたりに、何かを抉えぐったような傷きず跡あとがあった。

「君の言う通り、魔法使いというだけでは信頼を得られまい。だが、〈おに〉と鬼仙を仲ちゆう介かいするものが、〈おに〉のままでいるのも難しかろう」

「だから、折ったのだと──」

「一本角でしかなかったしな。白翁やリコ殿どののような珍めずらしい変生属性でもない。たいした悔くいもないさ」

　本当とは、思えなかった。

　白はく鳳ほう六家では、角ありというだけで厚こう遇ぐうされるのではなかったか。北斗の場合は、妾しよう腹ふくの兄に隼はや人とという大例外がいたわけだが、それでもあの家には〈おに〉の力を中心とする価値観が根付いていた。

　そのすべてを捨てて、この壮漢は中華街を見守ることを選んだのか。

「黄は母の名でね」

　続けて、長老が口にした。

「もともとの姓せいは……薄うす墨ずみという」

　白鳳六家、第五家の名。

　確か、リコのボディガードをやっている六家も、その名ではなかったか。

　馳郎は、小さくため息をついた。

「だから、俺に言ったんですね。──誰だれかを守るということは、誰かを守らないということだ、って」

　長老が馳郎に告げた言葉は、今こそ重かった。

　なぜならば、それはほかの誰でもなく──

「中華街の長老になることが、あなたの選せん択たくだったんですね」

「そうだ」

　猪い首くびが縦に動いた。

　きっぱりとした答えだった。

　だから角を折ったことも、かつての姓を捨てたことも、本当に悔いなどないのだよと、そう言うようだった。

「先代白翁が君を選んだ理由は分からんが──それでも、君でよかったような気は私にもするよ」

「え？」

「東中ちゆう華か街がいは、君を歓かん迎げいしよう。いつなりと来るがいい」

　言って、今度こそ長老が背中を見せた。

「それと、もうひとり客が来ているぞ」
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　長老が病室を出て──最後の客に、馳郎は硬こう直ちよくした。

　向こうもそうだった。

　ついさっきまで滑なめらかに動いていた舌が、突とつ然ぜん喋しやべり方を忘れてしまったかのように、どちらもじっと畏かしこまってしまっていた。何かしらを言いかけて、やはり口ごもってしまうという繰くり返し。

　やがて、

「……今回は、世話をかけた」

　もじもじとうつむいたまま、やっとのことでナタの方が口を開いた。

「別に、お前のせいだけじゃないし」

　馳郎が、頰ほおの火傷やけど痕あとを搔かく。

「ジンが出てきたのとか、俺の問題だろ。悪かったな」

「い、いや、それを言うなら、私は太乙タイイーとウーのふたりなんだから、キミの二倍責任があると思う！」

「あ、いや、でも──」

　再び反論しかけて、少年と少女が見つめ合った。

　どちらともなく、軽く噴ふき出した。

　結局伝えようとしていることは──あなたのせいじゃないと言おうとしてる、そのことだけは一いつ緒しよなのだと、分かってしまったからだ。

「あーあ、本当にキミらしいな。病室に入るのにずっと躊ちゆう躇ちよしていた私の身にもなってほしい」

　涙なみだ目を拭ぬぐって、ナタが言う。

　白い帽ぼう子しを被かぶりなおして、気分を一新する。

「そうそう、手て鞠まりからも伝言を預かってるよ。──戌いぬ見み後こう輩はいはこのままだと助手に抜ぬかれるから精しよう進じんすべき。具体的には早く退院してあたしにこきつかわれるべき、だそうだ」

「こきつかわれるのまで決定か！」

「それはもう、諦あきらめた方がいいんじゃないか」

「ナタまで！」

　抗こう議ぎして、ふと少年は別のことを話題にした。

「……ウーは、人間に戻もどったのかな？」

　ナタの〈渾こん沌とん回かい帰き〉を、あの鬼仙兵器が受けたことだった。

　鬼仙を人間に戻すという、彼女の不死属性。

　少女は、軽く首を傾かしげた。

「どうだろう。私も完全ではなかったからな。以前蓮リヤ花ンフアだっていささかの風を受けたけれど、今はあの調子だろう。ウーの場合はもともと人間じゃなかったはずだし効き目がどこまでかは……」

「そうか……」

　ひたひたと、胸に迫せまる予感はあった。

　でも、それはまだ先のことだ。

　今はもっと大事なことが、目の前にある。

「……えと、その、もうひとつ言いたいことがあるんだけど」

「う、うむ」

　うなずいたナタを前に、少年は何度も呼吸を途と切ぎれさせた。

　うまく、言葉にならない。頭の中で練習していたはずなのに、肝かん心じんの少女を前にすると、言葉は片かた端はしから空気に溶とけてしまうようだった。

「ナタ、その……ええと、ここに残ってくれて……」

　なんとか、カタチにしようとする。

　ジンとウーを前に自分が敗北したあのとき、ナタがそのまま街を発たたなかった──そのことへの礼を、せめても表現したいと思う。

　しかし、それより早く、

「馳郎」

　と、ナタが少年の手を持ち上げたのだ。

「え？」

「ありがとう」

　両手で少年の指を包み込んだまま、淡あわく、少女が笑った。

　可か憐れんな笑え顔がおは、少年の瞳ひとみに焼きつくようだった。このひどく長かった数日が、それだけで報むくわれてしまうような──きっと、少年が一番欲ほつしていた報ほう酬しゆうだった。

「そうか、こう言えば良かったんだな。私は、キミを──」

　しかし、少女もそこで止まってしまう。

　言うべきことは決まっているのに、どうしても見つけられない感じ。

　手を握にぎられっぱなしの少年が、風邪かぜでもひいたかのような、真っ赤な顔になってしまうぐらいの時間をかけて。

　落としどころは、こんなカタチになった。

「──私はキミと会えて、本当に良かったよ」




　　　　＊




　──ひとりだけ。




　病室に、入らなかった少女がいた。

　屋上の柵さくに背を持たせかけたまま、少女は両手の指を絡からめ合わせていた。

　鬼き仙せんの耳からすればこの程度の距きよ離りは問題にもならない。とりわけこの少女の耳では、病室の壁かべや窓ガラスを挟はさんでも障害になりえなかった。

　太乙タイイーの処しよ遇ぐうなどについて話しに来たのだが、ついつい入り損そこねて、この屋上で時間を潰つぶしていたものである。どうやら、今日の客はこれで最後みたいだし、ぱっと入って用件だけ済ませてしまおうとそんな風にも思っていた。

　それで、聞いてしまったのだ。

　少年と少女の会話を。

「……そっかあ」

　困ったように、口を開いた。

　なんだか泣きそうで、はにかむようで、寂さびしがるような顔だった。

「あたしは……」

　と、言葉がこぼれる。

　もどかしいふたりの会話で、気づいてしまったのだ。

　──自分の想おもいに。

　気づかなければ良かったのに。

　あのふたりと自分の気持ちがそっくりだなんて、分からなければ良かったのに。

（あたしは……）

　息が苦しい。

　小さな胸が、いっぱいになったようだ。

　苦しくて苦しくて、甘い切なさだけで溺おぼれてしまいそう。

（あたしは……あいつが……好きなんだ……）

　激しい嵐あらしから一輪の花を包み込むように、蓮リヤ花ンフアは、真しん紅くのチャイナドレスの肩かたを抱だいたのであった。
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〈了りよう〉　　









　あとがき




　お待たせしました。

『クロス×レガリア』四巻『死神の花嫁』をお送りします。

　年末にはお会いできる予定と書きましたが、この巻の発売がスニーカーの一月刊──一月一日は流通が止まってるので、おおよそ十二月二十八日頃ごろには本屋さんに出回っているかと思います。

　約束通りとはいえ、本当にギリギリになってしまいまして、ごめんなさい。




　　　　＊




　さて、本編について。

　前巻のあとがきで、ついにターニングポイントを迎むかえた……とお話ししましたが、そうするとこの巻はやっと物語の『もうひとつの軸じく』をお見せできた、という気がします。

　一巻から馳はせ郎ろうが掲かかげてきたのは、多数のために少数が犠ぎ牲せいになっていいのかという論理でした。千円のために数千億という金をつぎ込む、破は綻たんした逆転の思想。だからこそ、今まで救われなかったナタも、少年の隣となりでだけは安息を得られました。

　対して、今巻のジンが掲げるのはその逆であり──同時に、その過激な肯定です。

　彼は言います。

　じゃあ『少数のために多数を犠牲にしていいのか』と。

　そんなのは単なるわがままだし、だったら『自分はもっと思い切ってやってやる』と。

　その結果が、この巻です。

　馳郎が日常を好み、そこにナタがいられるよう心を砕くだくならば、ジンは非日常こそを好み、愛する少女ひとりのために世界を破は壊かいすることも厭いといません。ある意味で、彼こそは馳郎以上に王にふさわしく、物語のアンチ・ヒーローとして輝かがやいています。

　対して、馳郎の『今の答え』がどんなものだったのかは、本編をお読みくださいませ。

　僕にとっても、今一番愛いとしいふたりたちなのです。




　　　　＊




　思えばシリーズを始めたとき、企き画かく書しよで『メインキャラクター』と書いていた人間たちも、これで全員顔を出したことになります。当初、鉄球娘むすめとのみ書かれていた蓮リヤン花フアの活かつ躍やくぶりを考えると、なんだか夢のようです。

　幸いにもご好評をいただき、もっと皆みな様さまに楽しんでいただけそうです。

　どうぞ、ご贔ひ屓いきにしてくださいませ。




　　　　＊




　最後になりましたが、今回も各種魔ま術じゆつ・科学考証をしていただいた三み輪わ清きよ宗むねさん、何かと面めん倒どうくさいところが多いこの作品のイラストにばんばん大量のラフを書いてくださっている絵師のゆーげんさん、過か酷こくな業務をこなしつつ出版スケジュールを立ててくださった編集のＩさんにお礼を申し上げます。

　そしてもちろん、読者の皆様にも最大級の感謝を。




　次回は春に発売の『レンタルマギカ　未来の魔法使い』、他社さんになりますが星海社ＦＩＣＴＩＯＮＳ様の『レッドドラゴンⅣ』を挟はさんで、春の終わりから初夏の頃にお目見えする予定です。

　こちら、『レンタルマギカ』の簡単な予告編が次のページにつくということですので、どうぞ気になる方は見てくださいませ。

　では、またお会いしましょう。




　二〇一二年十一月


羅ら川がわ真ま里り茂もの『ましろのおと』を読みながら　　



























イラスト／ゆーげん

デザイン／濱 祐斗










クロス×レガリア




死しに神がみの花はな嫁よめ








三さん田だ 誠まこと





[image: ]





平成25年2月1日　発行





(C)2013 Makoto Sanda, Yuugen





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『クロス×レガリア　死神の花嫁』

平成25年1月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/p281.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章　灰岡ジン



		第二章　真人の取引



		第三章　天の理



		第四章　死神の花嫁



		終章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p163.jpg





item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p311.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p199.jpg
/%%4&4
g.'f 5 0






item/image/p055.jpg





item/image/p231.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/p316.jpg
cerf |

Ak HE

/\di <

[ove

_

(SRS S|
TN OFP ST TN

~

VDB IR

(AN V) BHiZeprpiEESHIc
HIBDODh—

Z IR A TIPS LA
PRI O PR E ISR —

PN —-REAEEICLT fo-—EDHEAE,

2013%F%F. 5%

Epg 52

i pako

=5

m—S— 1IN





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p003.jpg
AL XX ARSN CROSS REGALIA \\
REOREK Death And His Bride





item/image/p145.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
)
TRE
R

=






item/image/p005.jpg
wng
B Y =2

ERS VA —LRERO RO V' REVH ol
Ro U@ URHO P HMERB WV H LS IREOG
B 0 2 QR Ve R’ D — IR QY

OIS ol s LR RO O W S e ih R e

LoRIO 4 R<LOHER ] (v ) &oRnEe
SV H G EMERIES wonme ERMELERE
LRRVE O Voo VOREE L VEDR
SHREOMIKKE (h—h~NAXN—2HN)°

Aavn =" 1 [<eBMIFRESHEH- REK<" RE
RV SLEROD—RAUOROMH Py
MR KMOmMPHD—¢hapEanen P
500w BERLOOBEMBH OV S0q %R0’

RELOTMBUEBWIMIw L LAK voRIBoES
VRE KV FIRELEIOLKNV OIES
BRKeREOHRH VB eR REREER<HE
HHEN F &2 = (RHANDN) % MK+ N X-2F






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p004.jpg
2NN ~EFD Q%N v R — = KM DR E
BHLERO LR w ROV BHKERRVE
Rafz 0 O] oM DEL fxoLQuImiEe
BELVESSSVE L HRVERKS Qe

o
=)
=
Q
<
o~
<
ooy
o

waREL D5

BBt ER

[RE] vEER OKERCHK FORILoMERI
Pave Rl 0 RIEEKEEY 200 00” IV SH O HTw
MOP s 2% RESRE ORIV VERE BRI
HRE 900 D — © KBS IR S 4 0 D ORHID DRoee”

F %

RIS KO EFV » R LEH K MR M 1

M Kb — AN K — LD o s [ R R
R HREN RS OREER AR L B
N

WORLIPRRe D —VOE S LANE MR

R [QEE] vEsEnEeRE S s-oKEELO
SHR REN RRUSEESRER T BRSEeRRuY
D\ T (HE) v,HRY Se.n0 50 RIKO K (FHIL

HIV SRR D CBHEMRE O VERELESIKe’






